

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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同棲１日目







　夏本番はまだ少し先だが、もう春という言葉は似つかわしくない、そんな季節。

　とあるよく晴れた日曜日の昼のことだった。

「──♪　──♪」

　キッチンから鼻歌が聞こえてくる。

　なんとも形容しがたい独特のリズム。

　ケルト音楽のような、クラシックのような、はたまたヒップホップのような。

　ジャンルは分からないが、とにかくご機嫌であることだけは分かる。

　そんな明るい音色だった。

（俺は自由だ。俺は自由だ。俺は自由だ）

　自室。ようやく見慣れ始めた天井を見つめながら、ともすれば忘れそうになる事実を、心の中で反はん芻すうする。

　今の俺は、一ヶ月前とは違い、もはや監禁されてはいない。

　身体からだを拘束する鎖はない。

　閉め切られていた雨戸も開け放たれている。

　だから、存分に日の光を浴びることもできる。

（この首のチョーカーだって、此方こなたに頼めばいつだって外せるんだ）

　固く冷たいチョーカーに、右手で触れる。

　もはやファッションの一部のようになっているそれが陽光を受け、二人の関係性を象徴するように、妖しく鈍い輝きを放っていた。

「お昼、出来たけど。まだ、お仕事中？」

　此方がキッチンから開け放たれたドアを通って、ヒョコッと姿を現す。

　その両手には、白い器ののったおぼんがあった。

「いや、休憩中だから大丈夫。──夏っぽくていいメニューだな」

「ふふっ、冷やし中華始めました」

　俺の感想に、此方は薄く笑って、蕎そ麦ば屋やの張り紙のような言葉を返してくる。

　作業中の液タブを部屋の隅に移動させ、壁に立てかけていた折り畳み式のテーブルを出す。

　前はダンボールがテーブル代わりだったが、俺の部屋にも徐々に人間らしい設備が整ってきた。

（もう一度状況を整理しよう。俺は此方のことを、荒すさんだ生活を送り、体調不良で倒れていた所を助けて更生させてくれた、不器用なファンだと思っていた。だけど、実際の此方は俺のストーカーだった）

　此方と自分の分の座布団を敷きながら、思考を繰る。

　先日判明した衝撃の真実。

　それを知ってもなお、俺は此方をどうすることもできないでいた。

「箸、新しいのに換えたんだ」

　ふと気が付く。

　それは、かつてアニメ化した俺の作品のファングッズだった。

　主人公の武器である剣を模した青い箸。

　ヒロインの杖つえを模した赤い色の箸。

　確か、セットで夫婦めおと箸ばし的な売り方をしていたっけ。

「こっちの方がいいでしょ？」

「……そうだな」

　箸とはいえ、あくまでファングッズなので、実用性という意味では微妙な品である。箸の持ち手の部分は剣の柄つかやら埋め込まれた宝石やらの意匠でデコボコして持ちにくい。特に俺の箸の先の方は、シャープな刃先と剣の腹がアンバランスすぎる。

　それでも、グッと言葉を呑のみ込こんで頷うなずいて、食事を始めた。

　彼女が善意でしてくれたことだと分かるからだ。

（確かに此方のことは不気味で、恐ろしい。でも、スランプ状態に陥っていた俺が、此方のおかげで再び漫画を描けるようになったのも事実だしな……）

　此方がずっと俺をストーカーしていたという事実には、嫌悪感を覚える。

　でも、それと同じくらいの感謝と愛情を彼女に感じている自分も否定はできない。

　少なくとも、此方が俺を監禁したという事実を通報して、彼女を犯罪者にするのに抵抗がある程度には好きだ。

（でも、チョーカーはとりあえず外してもらおうかな。夏だし、蒸れるとか適当に理由をつけて）

　冷やし中華の甘じょっぱい麺めんをすすりながら考える。

「なあ、此方──」

　俺が口を開いた、その時。

「トマトって、最も肉っぽい野菜じゃない？」

　冷やし中華の具のプチトマトを箸で突き刺しながら、此方が唐突に呟つぶやいた。

「肉っぽい野菜？　大豆じゃなくて？」

「タンパク質の話じゃなくて、イメージの話。触った時の感触とか、中からブチュッと赤い液体が出てくる所が人肉っぽい」

　此方がプチトマトを咀そ嚼しやくする。

　そう言われると、急にプチトマトが人間の頭のように見えてくる。

（やっぱり、チョーカーはこのままでいいか……）

　この首のチョーカーは、此方と俺との絆きずなの証あかしである。

　一度此方が外してくれたのに、俺自身がまたつけてくれとお願いしたのだ。

　もっとも、それは俺が此方がストーカーだと知る前のことだが、一度吐いた言葉をなかったことにはできない。

　今「チョーカーを外したい」と言えば、此方は自身のお世話に不備があるのかと思い、気分を損ねるだろう。

　そうなれば、俺自身があのプチトマトのようになってしまう可能性も否定できない。

　此方も、今は露骨に包丁をちらつかせて脅してくるようなことはしなくなったとはいえ、数歩先のキッチンに、今も凶器は眠っているのだ。
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（とりあえず、一人で考える時間が欲しいな……。彼女を刺激しないように様子見をしながら、徐々に此方と距離を取って、できれば実家に戻ってもらおう。そして、二人の関係性を見つめ直し、再構築できる環境を目指そう）

　そう結論づける。

「ごちそうさま」

　冷やし中華を食べ終えた俺は手を合わせる。

「おそまつさま」

　此方は空になった皿を満足げに見み遣やった。

「じゃあ、ちょっと、俺はシャワー浴びてくるよ」

　俺は座布団から立ち上がり言う。

「もう？　最近、早くない？　まだ昼でしょ」

「だって、此方、俺の後にしかお風呂に入らないだろ。あまり遅くなって、明日に響いてもよくないから」

　此方は妙に律儀な所があり、家主の俺に遠慮しているのか、頑かたくなに自分が一番風呂に入ることを嫌がる。

　不登校状態だったが、最近また高校に通い始めた此方。その良い状況をキープするためにもなるべく規則正しい生活をするべきだ。

　漫画家という職業柄、ついつい夜型になりがちだった俺だが、自分の生活リズムが一人の女子高生の人生を左右するかもしれないとなれば、そりゃ真面目にもなる。

「じゃあ、背中を流すから。洗い物しちゃうからちょっと待ってて」

「いや、自分で入れるって。ただでさえ此方には色んな家事をやってもらってるのに、これ以上は悪いし」

「……そう。わかった」

　此方は頷いて、残り少なくなった冷やし中華をさらう。

　今日はやけにあっさり引き下がったな。

　いつもだと、無む理り矢や理り浴室に入ってきて、俺の身体を洗おうとしてくるのだが。

（ようやく、適切な距離感というものが分かったのかな？）

　そんな楽観的観測を抱きながら、さっと入浴を済ませる。

　やはり、夏のシャワーは気持ちいい。

　浴室を出て、収納棚を開ける。

（ああ、そうか。このバスタオルか）

　爽快な気分が一気に萎える。

　露出多めの格好をした、俺の作品のアニメキャラクターがプリントされたバスタオル。

　もちろん、自分のキャラクターに愛着はあるが、そのバスタオルで身体を包みたいかといえば話は別だ。

　リラックスしたい時に、常に仕事で描く漫画のことを意識させられるのは、心苦しいものがある。

（そういえば、着替えも確かキャラプリントのシャツだったっけ……。いや、たしか、服の方は此方が「替えの服が少ないから補充しておいた」って言ってたからな。さすがにキャラモノだけってことはないだろ）

　身体を拭いて、下着の入ったカラーボックスを開ける。

「……」

　俺はその場で固まった。

　確かに、着替えの種類は増えていた。

　一つ目のカテゴリーは、従来通りの、キャラクターがプリントされた痛シャツ。

　そして、新しく増えていたのは──。

（そうきたか……）

　英字がズラズラと記され、機能不明の鋲びようがつけられまくった七分袖。天使と一緒に虹色のユニコーンが跳ね回っているメルヘンなシャツ。鬼と悪魔が殺し合ってるおどろおどろしいシャツ。

　それは、例えるなら、オシャレに目覚めた中学生か、ヴィジュアル系バンドが着てそうな類の服だった。

　痛シャツか、厨ちゆう二に服か。

　いきなり突き付けられる究極の二択。

（早い所、普通の服を買いに行かなきゃな……）

　俺はちょっと悩んでから、結局、素材重視で比較的着心地が良さそうな痛シャツを選んだ。

　服を着て、バスタオルを肩にかけて、脱衣室を出る。

「ふう。すっきりした──って、なにやってるんだ？」

　窓際で足台に乗る此方に目を丸くする。

「模様替え。二人の部屋にふさわしいようにしなきゃでしょ」

　此方がこちらに振り向き、ドヤ顔で言う。

　ちょっと見ない間に、俺の部屋は随分様変わりしていた。

　床には赤黒いルーン文字の記された魔法陣のカーペット、座布団には口を開けた食虫植物のようなモンスターのカバーがつけられている。

　壁には、俺の過去のアニメ化作品のキャラクターがプリントされたシルクスクリーンが何枚も、所せましと掛けられている。カーテンすら、左右に俺の作品の主人公とヒロインが配置された特殊仕様となっていた。

（なんか物が増えていくにつれ、俺の部屋が此方色に浸食されていく……）

　ここ一ヶ月、此方に『お世話』されてきた俺だが、最近はそのギアが一段階上がった気がする。

　ここは確かに三次元の現実なのに、空想じみたインテリアばかりに囲まれていると、なんだか地に足がついていないふわふわした心持ちだ。

　俺の漫画の主人公が、屈託のない１００点満点の笑顔で見つめてくる。

　その瞳がまるで、女子高生のストーカーと同居しているという今の非現実的な状況を揶や揄ゆしているかのようだった。







同棲２日目







「じゃあ、行ってくる。お昼は冷蔵庫に入ってるから」

　此方こなたが玄関口でローファーを履きながら呟く。

「おう。ありがとう。気を付けてな」

　俺はその背中を見送る。

　女子高生が高校に行く。

　当たり前だけど、なんと素晴らしい光景だろう。

　ついこの間までは考えられなかったことだ。

　此方がドアを開き、外に出る。

　再びドアを閉めるその寸前、彼女は小さく右手を挙げた。

　俺も手を挙げて応える。

　ドアが閉まり、俺は鍵を閉めようと玄関口へと一歩踏み出した。




　ガチャ。




　しかし、俺がドアに手を伸ばす前に、音を立てて鍵がかけられる。

（あれ？　なんで？　鍵を渡した覚えはないんだけど）

　どうやら、いつの間にか勝手に合鍵を作られていたらしい。

　まあ、此方なら当然そのくらいするよな。

　もはや、この程度では驚かなくなっている自分がいる。

（ともかく、これから此方が帰ってくるまでは、俺だけの時間だ！）

　束つかの間まの解放感に、思わず両腕を挙げる。

　とはいえ、今俺がやるべきことは、此方がいた昨日と何も変わらない。

『見知らぬ女子高生に監禁された漫画家の話』のＷＥＢ雑誌掲載用の短編を、きっちりと仕上げなければならない。

　何度もネームがボツになりながらも、ようやく掴つかんだチャンスなのだ。

　全身全霊で臨みたい。

　俺は座椅子に座り、ノートＰＣとつないだ液タブと向き合う。

　ネームに書き込まれた担当編集からの指摘を参考にしながら、あちこちに手を加えていく。

　とはいえ、全てがとんとん拍子にとはいかない。

　スイスイ描けることもあれば、ふと手が止まってしまうこともある。

　主人公のセリフであれこれ悩んでいると、刹那、画面が暗転する。

　スクリーンセーバーが起動したのだ。

「うふぁっ！」

　身体からだがビクッと反応し、思わず変な声が出た。

　突如表示されたのは、此方の自撮り画像。

『お仕事頑張ってね』という励ましの言葉と共に、かわいらしいエフェクトがデコられている。

　デフォルトにしてあったはずなのだが、いつの間にかすり替えられていたらしい。

　まあ、それはいい。百歩譲って許そう。

　でも──

（なんで下着姿なんだよ！　これ、もし警察に踏み込まれたら普通に児童ポルノでアウトなやつじゃん！）

　俺は慌ててスクリーンセーバーの表示画像をデフォルトに戻し、画像を削除した。

　再び液タブと向かい合う。

　……。

　……。

　……。

（ダメだ。此方の下着姿が頭に焼き付いて離れない。ちょっと休憩しよう）

　俺は座布団を枕にして仰あお向むけに寝転がり、ゴロゴロ左右に身体を動かす──が。

（お、落ち着かない）

　視界の端にチラチラ入ってくる、俺のキャラクター。

　確固たる意志を有し、物語を動かす主人公とヒロイン。もしくは、敵役。

　俺は今、彼や彼女たちの生き方に恥じない生活をできているだろうか。

　そんな自虐的なことを考えてしまう。

　メインキャラクターたちのキラキラした瞳から逃れるようにうつ伏せになる。

　途端に視界を埋め尽くす、真っ赤な口。

　これだと、まるで食虫植物に捕食されてる餌だ。

　カーペットの魔法陣とも相まって、まるで悪魔に捧ささげられる生いけ贄にえになったような気分だ。

（意外と家具ってデザインも大切なんだな……）

　俺はファッションやインテリアには無頓着な方だから、多少それらを変えられても、別に実害はないだろうと高を括くくっていた。でも、それは誤りだった。

　どうやら、趣味に合わない物に囲まれた生活は、遅効性の毒のように徐々にＭＰを削ってくるものらしい。

（そうだ。気分転換に外出しよう。別に家の中で作業しなきゃいけないなんてルールはない！）

　ＰＣと液タブの連結を外し、リュックサックにしまう。

　そのまま勢いに任せて玄関に向かい──ふと立ち止まった。

　それは本当に無意識の行動で、自分でもなんで止まったのか分からないほどだった。

（まさか、外に出るのに抵抗を感じてる？　そんなにあの監禁生活が良かったっていうのか？　俺は）

　そう思い至って愕がく然ぜんとする。

（ふう。ちょっと一呼吸置こう。あ、そうだ。さすがに此方が作ってくれた昼ご飯は食べていかないと申し訳ないな）

　そう思い直す。

　冷蔵庫を開けると、そこには皿にのせられ、ラップをかけられたおにぎりと卵焼きがあった。

　その傍らには、丸っこい文字で書かれたメモの切れ端。

『食べ終わったら水に浸つけておいて。あと、外に出るなら、チョーカーにこのペンダントトップをつけていって。あなたを守ってくれるから』

（お守り？　ああ、これか。……確かにチョーカーをつけたままっていうのも第三者から見たら怪しいよな）

　キンキンに冷やされたペンダントトップは、直径５ｃｍくらいの金属製の円盤だった。黒と白の勾まが玉たまを組み合わせたような、陰おん陽よう道どうっぽいデザインのアクセサリーだ。

　なるほど。元々監禁用に使われていたチョーカーとはいえ、これをつければ、ギリギリファッション用の小物に見えないこともない。

（お守りに想おもいを託すなんて、意外と年相応にかわいらしい所もあるんだな。でも、気遣いはありがたいけど、どうせならチョーカーの鍵を置いておいて欲しかった……）

　そんなことを考えつつ、手早く食事を終え、皿を水に浸ける。

　そして、此方の言う通り、お守りをチョーカーにつける。

　すると、不思議と気分が落ち着き、すんなりと外に出ることができた。

　まずは一番近所のチェーン店のコーヒーショップへと入る。

　結構集中できたが、さすがに一箇所に長居するのも申し訳ないので、一～二時間ほど作業したところで河岸を変えた。

　そんなことを繰り返す内、四箇所も喫茶店をはしごすることになってしまった。

　最後の店を出る頃には、もう日が沈みかける時間帯。

　本当は洋服も買いに行きたいけど、あんまり遅くなると此方が心配するかもしれない。

　そう考えて、俺は家路を急せいた。

　階段を駆け上がり、ドアを開ける。

「あ、お帰りなさい。どうだった？　お仕事は」

　此方はすでに帰ってきていた。

　キッチンでエプロンを着て、野菜を刻んでいる。

「ああ、結構捗はかどったよ」

　俺は液タブの入ったリュックを降ろし、靴を脱ぎながら言う。

「そう。よかった。じゃあ、今日は夕飯少なめにしとくから。ササミのサラダとスープね」

「え、あ、うん。確かにあんまりお腹なかは減ってないから助かるけど、なんでわかったの？」

　ピタリと腹の空すき具合を当てられた俺は、身体を強こわ張ばらせる。

「だって、あなたの性格的に、喫茶店に入ったら、コーヒー一杯で粘れないでしょ？　気を遣って、ケーキとかも頼んじゃうじゃん。それが四店分になったら、結構お腹いっぱいなんじゃない？」

　名探偵のごとく理路整然と言う。

「え？　え？　え？　どうして俺が喫茶店をはしごしたなんてわかったんだ？」

　背筋がゾクッとする。

　誕生日を暗証番号にしていたほど不用心な俺だが、さすがにヤバイと思って、諸もろ々もろのパスワードは変えた。

　その時に、俺のスマホに勝手にインストールされていた追跡アプリもアンインストールしたはずなのだが。

「？　お守りつけてるんだから当たり前じゃん。スマホの方がなんか不具合みたいだったから、念のために用意しておいてよかった」

「そ、そうか。備えあれば憂いなしだな」

　瞬時に状況を理解し、適当に相あい槌づちを打つ。

（『あなたを守ってくれる』って、そういう意味かよ！　このペンダントトップ、ＧＰＳが仕込まれていたのか！）
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　俺はペンダントトップをきつく握りしめる。

　てっきりオカルト的なアレかと思ったら、めちゃくちゃ科学的な力による『お守り』だった。

（やっぱり、此方は普通の女子高生じゃない。俺の居場所をストーキングすることに何の躊ちゆう躇ちよもないんだな……）

　彼女の異常性を改めて再認識した夜。

　俺は夏なのに、身体が冷えていくのを感じた。







同棲３日目







　昼過ぎ。

　俺は自室で黙々と作業に打ち込んでいた。

　相変わらずの異常なインテリアが気にはなっているのだが、かといって、此方こなたにＧＰＳ監視されていると思うと、わざわざ外に出て作業する気も起きない。

　ピンポーン、とインターホンが鳴る。

（此方──が帰ってくるにはまだ早いな。彼女ならチャイムも鳴らさないし。誰だ？）

「はい。どちら様ですか？」

　俺はインターホン越しに尋ねる。

「高たか橋はし電機です。ご注文のエアコンのお届けと設置に伺いました」

「あっ。そうだ！　今日でしたね！　──どうぞ」

　俺はネットで注文していたことを思い出し、急いで玄関に向かい鍵を開ける。

　二人組の男性作業員を家に招き入れてから、ふと気が付いた。

（うわっ。この恥ずかしい部屋を見られるのか）

　ちょっと心理的な抵抗を覚えた。

　でも、そこはさすがにプロ。彼らも内心引いていたんじゃないかと思うけど、表情に出すことはなく、淡々と仕事をこなし帰って行った。

　後で雑談のネタにされてそうだけど、それくらいはしょうがない。

（ともかく、エアコンが来たのは素直に嬉うれしい）

　俺は試運転がてらエアコンをつけ、吹き出す涼風を心地良く浴びながら、ペンを走らせる。

　白く無機質なその直方体のデザインが、心なしかカオスな室内を中和してくれている気すらする。

　さすがにそろそろ暑くなってきたし、現代の日本の夏をエアコンなしで乗り切るのは厳しいもんな。

　今までは適当に窓を開けてしのいでいたけど、これで安心だ。

　俺一人ならともかく、此方もいる以上、防犯的にも窓を開けっぱなしで寝るというのは避けたいし。

「──という訳で、エアコンが来たよ」

　此方の作ってくれた夕飯──豚肉の冷しゃぶに箸を伸ばしながら、俺はそう報告した。

「そうなんだ。よかったじゃん。これで喫茶店に行かなくても済むね」

　此方がレタスをモシャりながら言った。

　いや、喫茶店に遠征したのは冷房目的じゃないんだけど。

　まあ、わざわざケチをつけるようなことでもないか。

「とにかく、エアコンのおかげで作業しやすくなったことは確かだ。──あっ、そうだ。今日から此方もキッチンじゃなくて部屋で寝たらどうだ？」

　ボロい──とまでは言わないが、この部屋の断熱性はあまり高くない。

　これからの季節、キッチンで寝起きするのは辛つらいだろう。

「……ふーん。そんなに私と同じ部屋で寝たいんだ。へえー」

　此方が箸を置き、ニヤニヤした笑みを浮かべて俺を見る。

「い、いや、そういう意味じゃなく、熱中症とか心配だし、ドア開けっぱなしでエアコンをつけとくと、電気代ももったいないしさ」

　確かに誤解されても仕方のない発言だったかもしれない。

　でも、普通、話の流れ的に分かるだろ!?

「はいはい。無理しなくていいから。漫画の取材って設定ね。ＪＫリフレとか、ちょっと前に流行はやったもんね」

　此方が目を細め、口角を下げ、「わかってますよ。私は」的な表情をする。

　ちょっとイラッとした。

「いや、いくら取材でもそういうのは良くないと思うぞ。っていうか、今のところ、そんなシーンないし」

「おけおけ。そういうことにしておいてあげる。──お風呂入ってくるね」

　此方は俺の言葉を受け流し、食べ終わった冷しゃぶの皿をキッチンに下げに行った。

（このタイミングで「お風呂入ってくる」とか、変な意味に聞こえるだろ！）

　これ以上、揚げ足を取られても困るので、俺は心の中で叫んだ。

　やがて、風呂上がりの此方がパジャマ姿で戻ってきた。彼女は、折り畳み机に教科書を広げ、学校の宿題に取り組み始める。

　一方の俺も、此方に背中を向け、黙々と漫画に向かい合う。

　二人の間に会話はないものの、どことなくソワソワした空気が流れるのを感じる。

　あっという間に時は過ぎ、二十二時も三十分を過ぎようという頃。

「──えっと、じゃあ、そろそろ、寝ようかな」

　俺はペンを置いて言う。

「私もちょうどキリのいい所まで予習できた」

　此方が教科書を閉じる。

　そそくさと就寝の準備をする俺たち。

　此方に洗面台は譲り、俺はキッチンで歯磨きを済ます。

（間違いが起きないように、俺の意志を明確に表示しておく必要があるな）

　俺は部屋に戻り、畳んでいた布団を広げる。そして、その傍らに机代わりにしているダンボールを置き、境界線とする。液タブは──ダンボールの上から顔面に落っこちてきたら危ないからどけておこう。

「……ダンボール、邪魔じゃない？　壁際に寄せれば？」

　此方が彼女用の布団を抱きかかえながら、部屋へとやってきて言う。

　前は寝袋だったが、今は俺と同じような薄い布団を使っている。布団カバーやシーツには言うまでもなく、俺の作品のキャラクターがプリントされていた。

「夜中にふとアイデアを思いつくことがあってな。書き留める時にすぐ横に作業台があると便利なんだ」

　俺はそう嘘うそをつく。

「ふーん」

　此方は納得しているのか、していないのか、微妙なトーンで頷うなずいた。

　ダンボールを挟んで向こう側に、此方が布団を敷く。

　俺も布団にもぐりこむ。

　早く寝た方がいいと分かっているのだが、ついついスマホに手が伸びる。

　ニュースアプリを流し読みしていると、ふと気になる記事が目に止まった。

「……漫画家が未成年との淫行で逮捕か。犯人は純愛だって言い張っているみたいだけど、やっぱりそんなの世間には通用しないよなー。同じクリエイターとして気を付けないとなー」

　俺は半ば独り言のように呟つぶやいた。

　自分自身を戒めるために。そして、此方を牽けん制せいするために。

「年齢は？」

　此方が食い気味に質問してくる。

「年齢？」

「被害者の年齢」

「えっ。中学一年生──当時十二歳って書いてあるけど」

　俺はスマホを確認して答える。

「もし仮に加害者の言い分が真実だとしても、十三歳未満に手を出したら問答無用でアウト。十三歳以上はケースバイケース」

　此方が淀よどみなく答える。

「ケースバイケースって……。いやいやいや、十三歳以上でも未成年は普通にダメだろ？」

　俺は乾いた笑いを漏らす。

　十三歳以上なら未成年とエロいことをしてもセーフなんて、そんなエロマンガの世界じゃあるまいし。

「法律的には、十三歳以上との性交に刑法上の強制性交等罪や強制わいせつ罪を適用するには、暴行や脅迫があったことを証明する必要がある」

　此方は真剣なトーンで続けた。

「そ、そうなのか？　あれ、でも、前に高校生と援交した漫画家が逮捕されてなかったっけ？」

　かなり有名な漫画家さんで、俺もファンだったから、結構ショックだった記憶がある。

「それは、金銭が絡んでるから。お金が絡んでいると、児童買春罪が適用される。つまり、お金が絡まない純愛ならば高校生とそういうことになっても問題はない」

「……でも、児童ポルノはダメだよな？　此方、俺のスクリーンセーバー、勝手に下着姿に変えただろ。さすがにあれはヤバくないか？」

「あれ、普通に通販で買える水着だけど？　もし女子高生の水着姿がダメなら、グラビアのせてる少年誌とか全部アウトになるよ。マガ○ンとか、サン○ーの発行者が逮捕されたなんて話聞いたことある？」

　此方はちょっと呆あきれたように言った。

　えっ。あの写真の此方は、水着だったのか。もう消しちゃったから確かめようはないけど、よく考えたら、ビキニ系の水着と下着って露出面積は大して変わらないよな。

　でも、下着はアウトで水着はセーフなのか。いや、下着も布多めならセーフなのか？

　なんだか、よくわからなくなってきた。

「でも、ほら、条例とか──」

「条例は都道府県ごとに異なるから、何とも言えないけど、真剣な交際の場合はセーフなところが多い。ちなみに、ここの条例はどちらかといえば緩い方だから。そもそも、高校生とそういう関係になるのが問答無用でアウトなら、女性の婚姻可能年齢が十六歳となっているのに、それと矛盾するでしょ」

　此方が俺の言葉を途中で遮って言う。

「えっと、でも、確か、近々、その年齢が十八歳になるんだよね。それってやっぱり、高校生で結婚とか、そういうことをするのはよくないから、法律が変わったんじゃないのか？」

　俺はおぼろげな記憶を頼りに反論した。

「むしろ逆。今までは二十歳未満の婚姻には親の同意が必要だったのが成人年齢が十八歳になって、十八歳に達すれば、本人の意思だけで結婚できるようになった。少年法の厳罰化傾向に鑑かんがみても、法律的に意思能力を認められる年齢は低下傾向にある」

　そして、一瞬で論破された。

「な、なんで此方はそんなにこの手の法律に詳しいんだ？」

　それ以上俺は何も言い返すことができず、そんな間の抜けた質問をした。

「……勉強したから」

　此方は枕元に置いてあった学生鞄かばんに手を伸ばす。

　その中から出てきたのは、ポケット六法や法律関係の書籍の数々。

　裏表紙にコードが貼り付けてあるのを見るに、図書館で借りてきたらしい。

　そういえば、此方はかなり頭のいい女子校に通っているんだもんな。

　この程度の勉強は余裕なんだろう。

「自分の知りたいことを適当なネット検索で済ませずに、きちんと本で調べるのは偉いな。でも、法律が許しても世間様が許さないことって結構あるからなー」

　負け惜しみのように呟く。

　今でも、やっぱり女子高生とそういう関係になるのはダメだと思う。

　絶対に俺の倫理観の方が正しい。

　正しいはずだけど、反論できるだけの知識がない。

　悔しい。

「……後二年」

　此方が意味深なセリフを呟いて、立ち上がり、電気を消す。

　その瞬間、ほのかに匂った彼女の髪の香りが、やけに印象に残った。
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　そして、また一日が巡る。

　昨日とデジャヴのようなやりとりを繰り返していると、あっという間に就寝時間となった。もちろん、今日も俺と此方こなたの間の仕切り用ダンボールは健在である。

「夏は熱中症になりやすい季節だから、寝る前にきちんと水分をとらなきゃ」

　此方がキッチンから、わざわざ政府広報のようなお題目を唱えながらやってくる。

　その手には、なみなみと水が注がれたコップがあった。

「ちょっと入れすぎじゃないか？」

　布団の上で胡坐あぐらを掻かいた俺は、表面張力によって辛うじてこぼれずに済んでいるそれに警戒心を抱く。

　いかにも怪しすぎる。一体何をするつもりだ？

　じっと観察していると、此方が仕切り用ダンボールの前で立ち止まる。

「あっ、手が滑った」

　此方は平へい坦たんな口調で言って、ダンボールの上で無表情にコップを傾ける。

　ジャバババババババと表面に飛び散る水。

　濡ぬれたダンボールが瞬く間に鼠ねずみ色いろに染まっていく。

「ちょっ、え？　ええ……」

　突然の出来事に、困惑の声を漏らすことしかできない俺。

「私、不器用だから」

　此方はどこかやり遂げた満足げな表情でそう告白する。それから、がっつりコップを上下に振って、最後の一滴まで余すことなくダンボールに給水する。

「いや、不器用なのは仕方ないけど、さすがに今のは明らかに不自然だろ」

「……ゴミは処分しないと」

　此方は俺のツッコミを無視すると、コップを床に置き、ダンボールの濡れて脆もろくなった所に手を突っ込んだ。そして、そのままダンボールをビリビリにちぎり始める。あっという間にダンボールは再起不能。ただの紙片となり果てた。親の仇かたきを相手にするかのごときその手つきに、それ以上何か言う気も失うせる。

「ま、まあ、いつまでもダンボールを机代わりにするのもアレだしな。新しいのを買うか。──作業机が届くまでは折り畳みの机を使えばいいし」

　俺は此方から目を背けると、スマホでネット通販のサイトを開く。そして、引っ越し前に使っていたのと同じ種類の作業机をポチった。

　ダンボールでも慣れてくると特に不都合はないんだけど、みすぼらしいといえばみすぼらしいし、いい機会だと思うことにしよう。

「……あの折り畳みの机を寝る時に近くに置いておくのは良くないと思う」

「なんで？」

「角が鋭いし、固いから。寝ている時に無意識に身体からだをぶつけたら危ない」

「いや、でも、メモをとるのに机がないと困るし」

「本当？　あなたはメモを取るにしても、床でスマホか、紙のスケッチブックを使うところしか見たことないけど」

　此方が俺の枕元を指さした。

　確かに、ちょっとしたメモを取るのに、いちいち起き上がるのはめんどくさい。プロットを思いついた時は寝たままスマホのメモ帳アプリを使うし、それがキャラのデザインならスケッチブックに走り描きする。

　本当に夜中に突然創作意欲が湧いて、机に向かって液タブを使いたくなることもないことはないが、あくまでレアケースだ。

「ま、まあ、とりあえず取っ払ってみて、不都合があれば戻すのでもいいかな」

　此方との間に仕切りを作る合理的な言い訳を思いつかず、ついついそう妥協してしまう。

「それならアリ」

　此方は何度も頷うなずく。

「コホン。じゃあ、もう寝るか。創作も通学も、マラソンみたいなものだからな。長期戦だし、生活リズムは大事にしないと」

　俺は咳せき払ばらい一つ、もっともらしいことを言って、電気を消すために立ち上がる。

「だね」

　此方が頷いて布団に入った。

　俺も電気を消して布団に潜る。

（落ち着け。ダンボールがなくなったくらいなんだ。此方と俺との布団の距離は昨日と何も変わってないだろ）

　そう自分に言い聞かせて、目を閉じる。

　……。……。

　バサ。

　……。

　ゴロロロロロロ。

　……。

　パサ。

　目を閉じてても分かる圧迫感が近くにある。

　しかし、俺は気付かないフリをして目をさらにきつくつむる。

　気分はさながら、ホラー映画の主人公のようだ。

　ツン。

　ツンツン。

　ツンツンツン。

　頬ほおと額に感じる刺激。

　それでも俺はまだ我慢する。

　コショ。

　コショショショショショショ。

「ぶふっ、ぶふふ。……どういうつもりだ？」

　足をくすぐられ、さすがに耐えかねて目を開ける。

　俺の隣、息遣いが聞こえてきそうなほどの至近距離に、横寝の体勢になった此方がいた。

　その瞳は、暗闇の中でも分かるほど、ギンギンに血走っている。

　正直ちょっと怖い。

「私は不器用だから寝相が悪い」

　此方は抑揚のない声で呟く。

　この娘、不器用だからって言えばなんでも許されると思ってない？

「でも、此方、ここより狭いキッチンで寝てたけど、物音一つ聞こえなかったぞ」

　寝返りも打てないような広さのキッチンで、今くらい寝相が悪いなら、身体中をあちこちにぶつけて、打ち身だらけになってそうだ。

　だけど、いつか見た此方の寝姿は、棺で眠るドラキュラのようにピシッとした姿勢の良い寝姿だった。

「……夏だから、暑くてつい布団を引きはがしちゃった」

　なんか急に理由を切り替えてきた。

「エアコンの設定温度を下げるか？」

「それは環境に良くないし。自分で調節しようかな」

　此方はそう言って、パジャマのボタンを外し始める。
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　俺は彼女から視線を背け、再び目を閉じる。

（落ち着け。落ち着け俺。こんな露骨な誘いにのってどうする。一時の欲望に身を任せて、やっと掴つかんだチャンスを棒に振るのか！）

　奥歯をきつく噛かみしめる。

　もう少しで本誌連載までこぎつけられそうなのだ。

　度重なるネームボツの地獄を思えば、この程度の我慢、屁へでもないはずだ。

　ツンツンツンツン。

　コショコショコショコショコショ。

　ムニュムニュムニュムニュムニュムニュムニュムニュ。

　ありとあらゆる感触が、俺の身体を襲う。

（今は修行シーンなんだ。俺という漫画家に必要な訓練パートなんだ！）

　必死に自分に言い聞かせる。

　きっと、荒野で悪魔の誘惑に耐えるキリストもこんな気持ちだったに違いない。

　その後もしばらく俺の身体のあちこちにちょっかいをかけてくる此方だったが、徐々にその回数が減り、ついにゼロになる。

「すぅ……。すぅ……」

　やがて聞こえてくる静かな寝息。

　さらにしばらく間を置いてから、そっと目を開ける。

「んふっ」

　此方が寝言とも咳払いともつかない声を漏らす。

（こうしていると、ただの天使みたいな美少女なんだけど……）

　無邪気に眠る此方は、言葉もないほど美しい。

　変に誘惑されるよりも、今の此方の方が、よっぽど変な気を起こしてしまいそうだ。

（でも、負けないぞ。俺が漫画家じゃなくなったら、一番悲しむのは此方だろ）

　俺はそっと身体をずらし、此方に自分の布団を譲る。そして、爪先立ちで足音を殺しながら移動し、入れ替わるように此方の使っていた布団に入った。

（さすがにこのままじゃ、間違いが起きかねないし、何とか此方を説得して、別居できるようにしないと……）

　そう決意する。

　彼女と同どう衾きんするよりはマシとはいえ、布団からは此方の匂いがして、しばらく悶もん々もんとした時を過ごす俺だった。
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　朝。俺が起きた頃には、もう此方こなたは学校に出かけていた。

　夕方になって帰ってきた此方は、「ただいま」の一言もなく、無言でキッチンに立つ。

「はい」

　素っ気なく言って、半ば叩たたきつけるような強さで丼どんぶりを折り畳み机の上に置く。

　白米の上に、千切りキャベツと目玉焼きを乗せて、ソースをぶっかけただけの目玉焼き丼だ。

「お、おう。いただきます」

　もちろん、まずくはないし、作ってもらっている立場なので文句は言えないが、健康な成人男子の夕飯としては、ちょっと物足りないものがある。

　最近は、割と凝った料理に挑戦している此方にしては、随分シンプルなメニューだ。

（今朝の朝食も、久々にヨーグルトとサプリのコンボだったし、もしかして不機嫌なのか？）

　この前の監禁生活を思い出し、そんなことを考える。

　これは、今日、同居解消を切り出すのは悪手だろうか。

　そう判断して、黙々と箸を動かす。

「……」

「……」

　お互いに無言。

　此方から何か話を振ってくれるとありがたいのだが、どうやらそれは期待できなそうだ。

「あ、あのさ」

　沈黙に耐えかねて、俺は意を決して口を開く。

「なに？」

　此方が俺をジロリと睨にらんで言った。

「やっぱ俺、人間同士の付き合いって、程度が大切だと思うんだ」

「どういうこと？」

　眉根を寄せ、小首を傾かしげる。

「えっと、大好きな漫画でも、何十回も読んだらさすがに飽きるじゃん？」

「は？　私はあなたの漫画を何回読んでも飽きないけど？」

　半ギレ状態で言い返された。

　そんなに俺の作品を好きでいてくれるのは嬉うれしいけど、ちょっとだけ怖くもある。

「……例えがよくなかったな。俺はフライドチキンが好きだけど、だからといって毎日食べたいとは思わない。たまに急に食べたくなって、勢いで胸やけするほど貪るのがいい。俺にとってフライドチキンはそういう好物なんだ。伝わるか？」

「それなら分からなくもないかも」

「要は好きだからと言って、それがずっとになると新鮮味がなくなるんだよ。俺と此方の関係も、もしかしたらそういうところがあるんじゃないかと、ふと思ってさ」

「なるほど……。だからか」

　此方はちょっと考え込むようにグチャグチャになった黄身に視線を落とし、やがて納得したように頷いた。

（あれ？　これ、もしかして、意外と上手うまくいきそうな感じか？）

　何が「だからか」なのかはよく分からないけど、ここは適当に話を合わせておこう。

「ああ、だからだ。ここらでお互いのために、敢あえて同居をやめて、物理的な距離を取ってみるのも悪くないんじゃないかと思ってな」

　俺は箸を置き、腕組みをして、ゆっくりと深く頷く。

「でも、あなたのお世話はどうするの？　あなたは私がいなきゃダメでしょ」

　此方は断定口調で言って、初めてのおつかいに出かける幼児を見るような視線を送ってくる。

「いや、これでも一応、前は一人暮らしをしてたからな？　此方も学校に通い始めたばかりだし、あんまり俺のためにばっかり時間を取らせるのは申し訳ないっていう気持ちもあるんだよ。もし、俺の生活が荒れないか心配なら、たまに晩飯でも作りがてら、様子を見に来てくれ」

　やんわりと諭すように言う。

　俺は此方と完全に縁を切りたい訳ではない。適切な距離感を保ちたいだけなのだ。

「……そういうことならアリかも。今日の朝のテレビの占いでも、『やぎ座は熱くなりすぎると失敗する』って言ってたし」

「よし。じゃあ決まりだな」

「わかった。持って帰る物とそうでない物を仕分けたいし、明日学校から帰ってきてから荷物をまとめるね」

　此方はそう言って、行儀よく箸を動かして米粒を口に運ぶ。

「おう。よろしく頼む」

　俺は笑顔で頷うなずき、目玉焼き丼を掻かき込こむ。

　その日は、この数日の中では一番、ぐっすりと眠ることができた。
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　夕方。

　俺の家の玄関口。

「じゃあ、行くから」

　此方こなたがボストンバッグを肩にかけながら言う。

「おう。気を付けてな」

　俺はその背中を見送る。

　まさか、こうもすんなりいくとは思わなかった。

　スムーズすぎて、ちょっと拍子抜けするほどだ。

　やっぱり、ダメ元でも交渉はしてみるものだな。

「めんどくさくても野菜は食べなきゃダメだよ。適当にトマトを丸かじりするとかでもいいから」

　此方がこちらをチラッと振り返って言う。

「ああ。気を付ける。此方も暗くならない内に帰れよ」

　此方の母親じみた忠告に、俺は素直に頷うなずいて言う。

「うん。……またね」

　此方がドアへ一歩踏み出した。

　まさにその瞬間、

　ピンポーン。

　とインターホンが鳴った。

　此方がピタリと動きを止める。

「誰だ？　前に頼んだ作業机は──お急ぎ便で昨日もう受け取ったしな」

　俺はそう訝いぶかしがりつつも、部屋の中のインターホンへと駆けた。

「はい」

「お疲れ様です、先生。ハルカです」

　インターホンから漏れてくるのは、聞き馴な染じみのある知的でクールな声。

「ハルカさん!?　あれ？　打ち合わせは、六時半──三十分後にリモートでの予定でしたよね？」

　俺はちょっとテンパって尋ねた。

　田た中なかハルカさん。俺の担当編集だ。

　普通は担当編集を下の名前で呼ぶことはないが、同じ編集部内に別の田中さんがおり、ややこしいので下の名前で呼ぶのが慣習となっている。

「はい。ですが、前の仕事が早く終わったので、どうせならば久しぶりに先生と直接打ち合わせでもしようかと思いまして。生真面目な先生のことなので、どうせ三十分前からパソコンの前で待機されてますよね」

　ハルカさんが見透かしたように言う。

　確かにハルカさんの言う通り、此方を送り出した後は、パソコンの前で待機しつつ、あれこれ打ち合わせで話すべき内容を考える予定だった。

（でも、今、此方を外に出したら、ハルカさんと鉢合わせするよな）

　俺の部屋から女子高生が出てくるところを彼女に見られたら、ややこしいことになりかねない。

　なんとかやり過ごさないと。

「ああ、はい、その、時間自体は問題ないんですけど、ちょっと部屋の中が散らかっていて恥ずかしいので、すみませんが、片付ける時間を頂いても構いませんか」

「そうですか。自分が勝手に早く来てしまっただけなので、お気になさらず。そこら辺で適当に時間を潰してきますので、準備ができたら電話でも、ＳＮＳでも、適当に連絡をください」

　ハルカさんの声が途切れる。

　ふう。これで後は此方に帰ってもらうだけだ。

「すまんすまん、担当編集さんだったわ。打ち合わせしたいんだと」

　俺は此方の下に戻り、そう説明した。

「──そう。結構声が若かったけど、その女、何歳？」

　此方がこちらに背中を向けたまま言う。

「え？　ハルカさんの年齢？　訊きいたことないな。でも、新卒で俺の担当になって、それからずっとの付き合いだから、多分、二十代半ばくらいかな」

　俺はちょっと考えてから答えた。

「……急にお腹なかが痛くなった」

「え？　マジで？　大丈夫か？」

「大丈夫。──トイレ使うから」

　そう宣言して、靴を脱ぎ、再び部屋に上がる。

　そのまま此方はトイレへと直行した。

　まあ、『出物腫れ物ところ嫌わず』って言うしな。

　生理現象は仕方ない。

　そう思って此方がトイレを済ますのを待つが、十分経たっても、二十分経っても、その時は訪れない。

（さすがにもうすぐ元々の約束の時間だし、これ以上ハルカさんを待たせる訳にはいかないな……）

「俺、打ち合わせしないといけないから、ハルカさんを部屋に入れるぞ。それで、悪いけど、此方、トイレから出たら、なるべく目立たないように部屋から出てくれるか？　あの、ハルカさんに変な誤解をされてもおもしろくないしさ。俺から、友達が来てたって適当に説明しておくから」

「……」

　そう呼びかけるが、トイレの中から返答はない。

　相当体調悪いのかな。

　食当たりになるようなメニューはなかったと思うが。

　心配だけど、仕事は仕事だ。

　俺はハルカさんに、準備が出来たとの連絡を入れた。

　早めにドアを開けておき、ハルカさんを待つ。

　やがて彼女の姿が見える。

　ハルカさんの外見は、その純和風っぽい名字とは幾分かギャップがある。

　彼女は銀髪のハーフで、女性にしては高めの身長だ。

　早歩きでやってきた彼女を、中へと招き入れた。

「お邪魔します」

　ハルカさんは革靴を脱ぎ、きっちりと揃そろえる。

　漫画編集者は会社員でも私服の人が多いのだが、ハルカさんはいつもきっちりスーツを着こなしていた。

「いえいえ、狭くてすみません」

「これくらいの部屋が堅実で良いと思いますよ。昔は、ちょっと売れたくらいの漫画家さんが勢いで鎌倉に家を建ててしまったりして、後々困るパターンとかもあったと聞きますが、今の漫画家さんは堅実な人が多いですよね。最近はアシスタントもリモートが主流ですから、わざわざ事務所を借りなくても良いですしね」

「そうですね。あっ、座っててください。今、麦茶を持っていきます」
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　俺はハルカさんに座布団を勧めつつ、麦茶をコップに入れて出した。

「ありがとうございます。──それで、どうですか？　原稿の進捗は」

　ハルカさんは座布団に正座して、ちょっとだけ麦茶を口にしてから、単刀直入に本題に入る。

「悪くはないと思います。作業途中ですが、見てもらってもいいですか？」

　俺は液タブを指さすと、座椅子を横にちょっとずらした。

「ええ、拝見します」

　ハルカさんは正座の姿勢のまま、堂に入った動きで俺の隣──液タブの正面にやってくる。

　いつもは対面で打ち合わせする時でも向かい合わせだから、隣に来られると緊張するな。

「……」

　ハルカさんは速くも遅くもない一定のペースで読み進めていく。

「……」

　俺は口を引き結び、合格発表を待つ受験生のような心持ちで言葉を待つ。

　背筋が自然と伸びるのを感じる。

「ふーん、これが担当編集」

　先に口を開いたのは、俺でもハルカさんでもない、第三の人物だった。

「此方!?」

　ビクッとして振り返る。

　全く気が付かなかった。

　というか、足音はともかく、トイレを流す音すらしなかったのはどういうことだ。

「こんなに美人だとか聞いてないんだけど」

　此方が俺とハルカさんの肩と肩との間に首を突っ込んで、こちらをギョロリと睨にらんできた。

　そりゃ言ってないし。

　そもそも、担当編集の容姿とか年齢とか、あんまり気にしたことがないからな。

　年上だろうと、年下だろうと、男だろうと女だろうと、担当編集は担当編集だ。美形でもそうでなくても、その人に認められなければ、連載はできない存在であるという事実には何ら変わりはない。

「先生。──この娘こは、まさか……」

　ハルカさんが珍しく表情を崩し、驚いたように目を見開く。

「そ、そうです……。『見知らぬ女子高生に監禁された漫画家の話』のヒロインのモデルです。すみません……」

　俺はこめかみを指で押さえつつ、素直にそう白状した。

　そもそも、あれはハルカさんに見せるために描いた漫画ではなく、此方に読んで欲しくて描いた漫画なのだ。

　デフォルメやアレンジもなく、まんま此方を描いてしまっている。どうあがいても言い逃れのしようがない。

「そういうこと」

　此方がドヤ顔で俺の言葉を肯定する。

　この状況で誇らしげに言うことか？

「はあ、先生。コンプライアンスという言葉をご存じですか？」

　ハルカさんが嘆息して言う。

「法律に触れるようなことはしてないです。誓って」

　俺は真顔で断言する。

　やましい所はない。

　もし警察に突き出されても、そういうことはしてないんだから、無罪だ──多分。

「担当作家のことを信じるのは、編集の基本ですが、最悪の状況を想定して動くのも仕事の内ですので……。真面目そうな漫画家さんが、とんでもない性犯罪をしてしまったケースも、たまに聞きますし……」

　ハルカさんが気まずそうな口調で言う。

「まあ、そうですよね。すみません」

　俺も何となく申し訳ない気持ちになって、頭を下げる。

「『別に私と彼がそういうことになっても、編集さんに何か関係ある？』って、そいつに言って」

　此方がゴニョゴニョと俺の耳元で囁ささやいてくる。

　いや、直接言えよ──と思ったけど、此方は人見知りだったな。

　俺に対しても、打ち解けるまではかなり言葉数少なめだったし。

「『ありますよ。作家が性犯罪者になったら、新連載は水の泡ですし、過去作も絶版になります。そうなれば、私の責任問題です』と、お伝えください」

　ハルカさんは液タブに視線を戻し、俺の漫画のチェックを続けながら言う。

　俺が伝えるまでもなかった。

　そりゃこの距離なら、俺への耳打ちも普通に聞こえるよな。

「『真摯な交際なら、高校生と成人男性が肉体関係を持っても問題ない』って言って」

「『法律的には正しいかと思いますが、真摯かどうかを判断するのは、此方ちゃんではなく保護者ですよ』と、お伝えください。先生、向こうの親御さんに話を通してるんですか？　結婚を前提としたお付き合いを？　結納は？」

「いや、結納はもちろんのこと、此方の保護者さんとは会ったことすらないです」

「なら、彼女の親御さんの気分次第で、先生は性犯罪者になり得ますね」

　ハルカさんの冷静な物言いに、血の気が引く。

「えっ、此方。そうなの？」

　俺は此方を見る。

「……」

　彼女はさっと視線をそらした。

　まじかよ。やっぱりダメなんじゃん！　自分の倫理観を信じて良かった。

「はあ、まあ、ともかく、直接会いに来て大正解でしたね。どうせこんなことになってるんじゃないかと思いました」

「え？　ハルカさん、気が付いていたんですか？」

「先生は最近落ち込んでいらっしゃったようですし、リモートでやりとりする時に、ウェブカメラで部屋の中もチラッと見えるじゃないですか。インテリアが明らかに先生の趣味ではなかったので、誰かの影響を受けていることは推測できました」

「す、すごい洞察力ですね」

　俺は感心して言った。

「そうですか？　漫画家は世間知らずでピュアな人も多いので、変な宗教に騙だまされたり、悪い女の人に捕まってひどい目に遭うこともよくあるので、心配だったんですよ。さすがに女子高生がいるのは予想外でしたが」

「め、面目ない」

　俺は頭を掻かく。

「えっと、先生、念のために確認させて頂きたいんですけど、まさか、本当にこの漫画のように、監禁されていたっていうことはないですよね？　あくまでモデルですよね？」

　ハルカさんは訝いぶかしげな視線で俺と此方を交互に見てくる。

「は、ははは。またまた御冗談を。一部実際の出来事を参考にした所はありますが、監禁はされてませんよ。此方とは、俺が部屋の前で倒れている所を偶然、彼女が見つけ、介抱してもらったことをきっかけに知り合い、現在は食事や掃除をしてもらうハウスキーパーとして彼女を雇っています」

　俺は咄とつ嗟さに嘘うそをついた。

　本当のことを話したら、生真面目なハルカさんは躊ちゆう躇ちよなく此方を警察に通報するだろう。

　そしたら、此方は犯罪者になってしまうかもしれない。

「まあ、そんなところですよね。成人男性を、殊更軍事訓練を受けた訳でもないただの非力な女子高生が拘束し続けるのは、漫画ならフィクションとして許されますが、現実的には厳しいですからね」

　ハルカさんは納得したように頷うなずく。

「……そうですね」

　俺は成人男性ではなかった？

「ま、余談はさておき、ＷＥＢ版原稿の締め切りも来週の月曜日に迫ってますし、本題に入りましょうか。そちらのハウスキーパーさんの件は後で話すとして、今日の所はお引き取り頂いて」

「そ、そうですね。此方、じゃ、じゃあ、またな」

　俺は立ち上がり、此方の肩を押して部屋の外に出そうとする──が、その身体からだは石像のように動かない。

「……『私にはここにいる権利がある』って、そいつに言って」

「此方、初めて会う人と話すのが苦手なのはわかるが、ちゃんと話そうぜ。失礼だしさ」

　さすがに俺はそう苦言を呈した。

「……私にも、肖像権が、ある」

　此方がハルカさんに向き直り、消え入りそうな声で呟つぶやいた。

「肖像権？」

「変に、描かれたら、困るし」

「ふむ。まあ、一理ありますね。この作品が売れて周知されたら、此方ちゃんは漫画家のストーカーであり、監禁する異常者であるような印象を持たれるリスクがある訳ですから。──ならば、キャラデザを変え……る訳にはいきませんか。絶妙なんですよね。このデザイン。本当にいいモデルを見つけましたね。先生」

　ハルカさんが悩ましげに腕組みして言った。

　普通の編集なら、めんどくさいから多少クオリティが落ちてでも、絵を変えろと言ってくるだろう。

　でも、ハルカさんは妥協しない。

　そんな彼女だからこそ、俺は信頼して、大切な作品を預けることができる。

「そうですね。此方のおかげでスランプから脱出できたということもあるので、できる範囲で彼女の意思は尊重してあげたいです」

「そういうことなら仕方ありませんね。いるだけならばいいでしょう」

「だってさ。よかったな、此方」

「……」

　此方はコクリと頷く。

　俺の左隣──ハルカさんの反対側に座る此方に、座布団を譲る。

「はい──では、そろそろ戻しをさせて頂きますね」

　俺の漫画を読み終わったハルカさんはそう前置きをして、鋭い目つきになる。

「よろしくお願いします」

　俺は深呼吸して言う。

「まず、ストーリーの大筋は問題ないです。このままでいきましょう。それで、真っ先に気になるところは、作品のニュアンスですね。ホラーとラブコメ、どっちの雰囲気に寄せるかですが、自分としては、もう少しラブコメに寄せて欲しいですかね。今のだと、５：５くらいでどっちつかずな感じがあるので、ホラー３、ラブコメ７くらいに描写を振って頂ければと」

「なるほど」

　スケッチブックを手に取り、俺はメモを取り始める。

「リアリティのある描写がこの人の魅力なのに、ホラー要素、削っちゃうんだ……」

　此方がボソッと独り言のように呟く。

「もしホラーに寄せるのであれば、最近の漫画の傾向だと、グロテスクな描写がセットになりますが……。先生、グロはあまりお好きではないですよね？」

「正直、あまり得意ではないです」

「ならば、やはりラブコメに寄せた方がいいでしょう。──それと、このヒロイン、ずっとマスクをしているんですけど、重要なシーンでは外しませんか？　キャラ付けとして、基本的にマスクをつけているのはいいんですが、キメ所ですら表情が見えないのは、ちょっともったいないかな、と思います」

「万が一にも大好きな漫画家さんに病気を移したくないというファン心理を無視するなんて……」

　此方が不満げに眉を寄せる。

　その後もハルカさんの指摘は続いたが、事あるごとに此方はボヤいていた。

　どうも編集であるハルカさんと此方の感性にはだいぶ差異があるらしい。

「──と、こんな所です。まとめると、骨子はきっちりできてるので、微調整を加える感じですね」

「了解です。ありがとうございました」

　俺は特に重要な指摘に○をつけながらスケッチブックを置いて、頭を下げる。

「それでは、自分はこれで失礼します──が」

　ハルカさんは座布団から立ち上がり、俺の隣の此方に視線を注ぐ。

「あ、ああ、此方ですか？　大丈夫ですよ。本当なら、ハルカさんと打ち合わせする前には家を出てる予定だったんです。な、此方、そうだよな？」

　俺は此方に同意を求めるように微笑ほほえみかけた。

「……」

　しかし、此方、意外にもこれをスルー。

「此方？　どうした？　昨日は同居しないことに納得してくれただろ？」

「気が変わった。あなたの漫画は私が守る」

　此方が使命感に燃える瞳で俺を見てくる。

　っていうか、何から守るんだ。

　俺は誰からも攻撃されてないぞ。ＳＮＳも毒にも薬にもならない投稿しかしてないから、炎上だってしたことないしな。

「……はあ、正直、新連載の内容よりも、女性問題の方が心配ですね。このまま見て見ぬフリをする訳にもいきませんし……。──わかりました。こうしましょう。先生の連載が軌道に乗り、女性問題を起こさないと確信できるまで、自分もここに住みます」

　ハルカさんは決然と言って、再び座布団の上に正座した。

「え？　は？　ハ、ハルカさん!?　冗談ですよね？」

「本気ですよ。弊社はリモートワークを導入してますから、日中もフォロー可能です。あ、電気光熱費等はきちんとお支払いします」

「いやいや、生活費とかはどうでもいいですけど、ハルカさんにもプライベートがありますし」

「それならご心配なく。最近はあまりなくなりましたが、紙原稿が主流だった時は、編集者が漫画家の家に押しかけて寝泊りするのも日常だったと聞きますし、一度やってみたかったんです」

　ハルカさんがビジネススマイルを浮かべて言った。

　編集者の鑑かがみではあるが──。

「いや、ですが、業務時間外も一緒となると、色々と問題がありませんか。一応、俺は男で、ハルカさんは女性な訳ですし、万が一、間違いが起きることもあるかもしれませんし」

「ハッ、自分と先生とがですか？　それこそ、本気でおっしゃってます？」

　鼻で笑われてしまった。

「え、えっと、ちょ、ちょっと失礼します。──此方。こっちに来て」

　俺は立ち上がり、此方の手を引いてキッチンの奥にまで連れていく。

「なに？」

「此方は俺の漫画のファンだよな？」

「当たり前でしょ」

「なら、協力してくれ。ハルカさんはいい人だけど、さすがに担当編集と四六時中一緒なんて緊張して、まともに描ける気がしない。此方が一旦家に戻ってくれれば、ハルカさんを説得できる。全部丸く収まるんだ」

　俺は手を合わせて此方を拝み倒す。

「……わかった。編集さんも帰るなら、仕方ないか」

　此方はしばらく間を置いた後、不承不承といった感じで頷く。

「助かる！　悪いが、ハルカさんに信用してもらうために、此方から話してもらってもいいか？」

「気は進まないけど、あなたの漫画のためなら」

「ありがとう！」

　俺はほっとして天を仰いだ。

　此方と二人して、部屋へと戻る。

「ハルカさん、お待たせしました。此方からハルカさんに話したいことがあるそうです」

「伺いましょう」

　ハルカさんが、正座のまま此方に向き直る。

「……私は自分の家に帰る。だから、編集さんが彼と同居する必要はない」

　此方は平へい坦たんな調子で呟く。

「わかりました。ですが、今日は帰ったとしても、此方ちゃんが頻繁に先生の家を訪れるなら意味がありません。家事の手伝い等、健全な目的であったとしても、密室で成人男性と女子高生が二人きりというのは問題です。出入りしている所を誰かに見られたら、通報されても仕方ない状況ですから」

「はぁ。彼と会う時は、外──衆人の目があるような場所にするって約束する。これでいい？」

　此方が肩をすくめて、ちょっと投げやりに言った。

「それならば問題ないでしょう。一応、その旨、一筆したためて頂いても構いませんか？」

「いいけど」

「先生。スケッチブックを一枚頂きます」

「あ、はい、どうぞ」

　ハルカさんは俺のスケッチブックの空白のページを一枚破り、此方にボールペンで先ほどの発言の内容を書かせ、氏名をサインさせた。

　いわゆる念書というやつだろうか。

「これで文句ないでしょ」

「確かに。一応、これは自分がお預かりしておきます」

　ハルカさんはビジネスバッグに念書を折りたたんでしまう。

「えっと、なんか諸もろ々もろすみません」

　俺はハルカさんに頭を下げた。

　漫画ならともかく、それ以外のことで忙しいハルカさんに心配をかけるなんて心苦しい。

「いえ、これも仕事の内ですから。それでは、お邪魔しました」

　ハルカさんは立ち上がり、キビキビした動作で踵きびすを返した。

「……バイバイ」

　此方も俺に小さく手を振って、玄関へと向かう。

「ああ。お疲れ」

　俺は二人が出て行くのを見送る。

　ドアが閉まり、しばらく経たってから鍵を閉める。

　ガチャンという音が、独りの部屋にやけに大きく響いた。

（ちょっと寂しい気もするが、これが本来あるべき状態だよな）

　俺はそう自分に言い聞かせ、大きく伸びをしてから、再び液タブと向かい合った。
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　ハルカさんから指摘された所を地道に直していく。

　修正箇所が明確なので、詰まることもなく、淡々とした作業が続いた。

（もう十九時か）

　気が付けば夜。

　お腹なかが減ったが、ちょっと料理する元気はない。

（適当にコンビニ飯でもいいけど、野菜もちゃんととるって此方こなたと約束したしな。フードデリバリーを使うか）

　割高だが、健康志向の意識高そうな店で頼もう。

　スマホをタップし、決済しようとしたその時、玄関の方からガチャガチャと音がした。

（え、なに？　強盗？）

　スマホを手放し、身構える。

　やがて、ドアが開かれる。現れた人影に、俺はほっと胸を撫なでおろした。

（なんだ、此方か）

　今日の此方は、謎の男子学生服姿だった。

　髪をアップにして学生帽を被り、詰つめ襟えりの学生服を着崩している。

　昭和の不良マンガのテンプレートみたいな格好だ。

「晩御飯、もう食べた？　まだなら作るけど」

　此方がスーパーの袋を掲げて言う。

「いや、まだだけど──っていうか、来ちゃダメだろ！　昨日、ハルカさんと約束したばかりじゃん。サインまでしただろ？」

　さすがにそう突っ込んだ。

　一瞬、此方があまりにも自然に話しかけてきたから流しかけたわ。

「念書に法的拘束力はないから余裕だし。編集さんは私が子どもだからそれっぽいことをすればビビるだろうと思ったんだろうけど、ナメすぎ」

「そ、そうなの？　いや、でも、念書はともかく、マジで外聞が悪いのは確かだからな。女子高生が頻繁に男の部屋に出入りしているのはやっぱヤバイだろ」

「なに言ってるの？　だから男装してきたんでしょ？」

　此方が学生帽のつばを下げて言った。

　それ、男装だったのか。

　ただのコスプレかと思った。

　少なくとも、俺には男には見えない。

「いや、そういう問題じゃなくてさ」

「平気平気。要は編集さんにバレなきゃいいんだし」

　此方は気楽な感じで言うと、キッチンに立って、食材を広げ始めた。

「そうかもしれないけど、ハルカさんに嘘うそをつくのは嫌なんだよな……」

　俺はどうしたものかと頭を掻かく。

　ブブブブブブブブ。

　そんな俺の耳じ朶だに響く、携帯のバイブレーション。

　表示を見て、目を見開く。

　噂うわさをすれば影か。

「此方。これからハルカさんと通話するけど、物音を立てずに静かにしていてくれよ」

「わかった」

　此方が頷うなずく。
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　俺は念のため部屋のドアを閉め、スマホの通話に応答した。

「はい。もしもし」

『先生。すみません。ハルカです。昨日、伝え忘れたポイントがあったので、三十分ほどお時間頂けますか？』

「わかりました。今、メモを用意しますね」

　急きゆう遽きよ始まった打ち合わせ。

　始めは此方が何かちょっかいかけてこないか心配だったが、その兆候はない。

　やがて、俺はハルカさんの言葉に熱中していく。

　……。

　……。

　……。

『──以上です。何か質問はありますか？』

「いえ、大丈夫です」

『そうですか。では、自分の方から一つ、質問させてください。──そこに、例の此方とかいう娘がいますね？』

　ハルカさんが確信のある口調で問いかけてきた。

「え？　あ、えっと、あの、その、なんでわかりました？」

　俺は自分の声が上擦るのを感じていた。

　此方は物音一つ立ててない。

　いくらハルカさんが洞察力に優れていても、透視の超能力がある訳でもないだろうに。

『はあ、やっぱりいるんですね。先生、此方ちゃんのＳＮＳアカウントはご存じですか？』

「え、あ、はい」

『見てみてください』

「わかりました。……。──うわっ。マジか……」

　言われた通りにアプリを起動して、此方のアカウントを見た俺は、思わずそんな声を漏らす。

　此方のアカウントには、『料理は愛情♡』という言葉と共に、俺のキッチンの写真がアップされていた。背景には、いつも俺と此方が使っている箸が写り込んでいる。

『それっぽいアカウントがあったので、一応、フォローしておいたんですが……。俗に言う匂わせというやつでしょうかね』

「こ、これ、まずいやつですかね」

『いや、先生の部屋に入った人間でなければ、まず女子高生と先生が同じ部屋にいることはバレないかと思いますよ。先生、此方ちゃんの他にどなたか家に入れました？』

「可能性があるとすれば、不動産業者の人か、エアコンの設置業者の人くらいですかね」

　俺はちょっと考えて言った。

『それならまず大丈夫でしょう。それらの人たちがたくさんいる客の一人一人の部屋をいちいち記憶しているとは思えませんし、万が一気が付いても、エアコン業者や不動産屋がわざわざお客さんを通報して余計なトラブルを抱え込みたがるとは思えないので』

　ハルカさんが安心させるような口調で言った。

「よかった……」

　俺はほっと胸を撫でおろす。

『ということで、やはり、此方という娘は危ういので、自分も先生の部屋で同居し、監視させて頂きます。よろしいですね？』

「はい。よろしくお願いします」

　もはや、俺はそう言って、ハルカさんの提案を受け入れるしかなかった。

『では、業務時間後、荷物をまとめてそちらに伺います』

「お手数おかけします」

　俺は電話越しなのに、ペコペコ頭を下げてから電話を切った。

　そのまま駆け出して、ドアを開け放ち、キッチンへ駆け込む。

「此方！　なんで写真なんてアップしてるんだよ！」

「？　あなたに言われた通り、物音は立ててないでしょ？」

　此方はキョトンとした顔でこちらを振り向いて、小首を傾かしげる。

「いやいや、そんな屁へ理り屈くつ通用しないだろ。なんでわざわざバレるようなことをしたんだって聞いてるんだよ」

「ゴリラはドラミングするし、犬は電信柱におしっこをするものだから」

　此方は再びキッチンに向き直り、淡々と野菜を刻み始めた。

「いや、よくわからんし。俺、ハルカさんと同居することになっちゃったじゃん」

　俺はガクッと肩を落とす。

　少しは此方と通じ合えてきたと思っていたのだが、まだまだ全然理解できない部分の方が多い。

「大丈夫。私がいる」

　またズレた答えをしてくる此方。

「……それはどうも」

　これはもう何を言っても無駄だと判断し、少しでもハルカさんに迷惑をかけないように、部屋の掃除を始める。

　そして、此方の作ってくれた夕食を食べ終えた頃、インターホンが鳴った。

　やってきたハルカさんは、Ｔシャツにジーンズにスニーカーというラフな私服姿だった。

　一度、家に戻ってから来てくれたのだろう。

　生活雑貨が入っているらしい、キャリーバッグを引いている。

「すみません。ご迷惑おかけします」

　俺は玄関先で土下座した。

　ただでさえ激務な編集業。その貴重なプライベートの時間を俺のために奪ってしまうなんて。申し訳ないどころじゃない。

「そんなにかしこまらなくても、分かってますよ。どうせ、その娘が勝手に押しかけてきたんでしょう。キミは嘘はつけないタイプですからね。作品を見てれば分かります」

　ハルカさんは大して気にした様子もなく、いつもの冷静なトーンで言いながら、スニーカーを脱ぐ。

「分かって頂けますか。──というか、キミ？」

「一応、業務時間内外で、公私の区別はつけるべきだと思いますので。もちろん、お望みなら先生と呼んでも構いませんが」

「いや、むしろ、日頃の先生呼びの方が気恥ずかしいのでキミで大丈夫です」

　俺は即答した。

「そうですか。まあ、とりあえず、様子を見ましょう。節度ある関係を保てるか、創作に悪影響はないかなど、諸もろ々もろひっくるめて、月末までに此方ちゃんのキミにとってのリスクを見極めます。とりあえず、合鍵を作らせて頂きますね。──それで、あの娘は？」

　部屋に上がったハルカさんが、左と見み右こう見みして言う。

「今、入浴中です」

「そうですか……」

　ハルカさんが苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で頷く。

　こうして、俺は、此方のみならず、ハルカさんも交えた奇妙な同居生活を始めるはめになったのだった。
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「ちょっと熱があるかも」

　制服姿の此方こなたが、玄関口で呟つぶやく。

「え？　マジか。確か、此方、今日の補講に出ないと進級が危ういんじゃなかったか？」

　今日は日曜日なので、本来なら休みのはずだが、此方はつい最近まで不登校だったので、その遅れを取り戻すために補講を受けなければいけないらしい。

「ヤバイ」

「だよな。でも、健康には代えられないもんな。ご時世がご時世だし、理由を話せば学校も分かってくれるんじゃないか。──うーん。そこまで高い熱はなさそうだが……」

　俺は此方に歩み寄り、その額に手を当てて呟く。

「おでこ同士をくっつければもっとよくわかるかも？」

　此方が上目遣いでこちらを見てくる。

「え、いや、ちょっとさすがにそれは……」

　俺は言い淀よどんで、後ろを振り返る。

　ハルカさんの目がある所で、必要以上に此方と接触して変な誤解を受けるのは避けたい。

「そんなことをしなくても、ここに体温計がありますよ。どうぞ」

　ハルカさんがキャリーバッグから取り出した体温計をこちらに投げ渡してくる。

　ちなみに、彼女も本来は休みのはずだが、プライベート要素はスーツが私服になったくらいのことで、今日も普通に仕事をするようだ。

　もちろん、漫画家の俺には定休などないことは言うまでもない。

　作品さえ描ければ好きな時に休みが取れる自由業──とはいえ、今の俺には終日休んでる余裕など皆無だ。

「ありがとうございます！　此方、測ってみろよ」

　俺はキャッチした体温計を此方へ差し出した。

「なんか急に体調が良くなってきた」

　急に棒読み口調で言って、体温計から目を背ける。

「……此方？　──もしかして、仮病使おうとしてないか？」

「だって、あなたを置いていくのが心配だから」

「此方、気持ちは嬉うれしいが、俺のせいで留年なんてことになったら、そっちの方が罪悪感で創作活動に悪影響が出るよ。問題がないなら、ちゃんと学校に行ってくれ」

「はあ。私が心配してるのはそういうことじゃないんだけど、仕方ないか。……行ってくる」

　此方はため息一つ、そう言うと踵きびすを返し、玄関口で靴を履き始めた。

「？　よくわからんが、頑張れよ。──あ、ハルカさん、体温計、ありがとうございました」

　俺はハルカさんに体温計を投げ返す。それから、インスタントコーヒー用のお湯を沸かすためにヤカンを火にかけつつ、此方の背中を見送る。

「休み時間には連絡するから、必ず一分以内に返信して」

　此方は名残惜しそうに、部屋の中をしきりに振り返りながら要求してくる。

「まあ、できるだけな」

　俺は曖昧な相あい槌づちを打つ。

「できるだけじゃなくて、絶対するって約束して」

　此方が食い気味に言った。

「約束か。もし、約束を破ったらどうなるんだ？」

　俺は此方の要求にＹＥＳともＮＯとも言わずに聞き返す。

「ん……針千本のます？」

　此方が小首を傾げて言う。

「それはちょっと厳しすぎて約束できないな。──って、そろそろマジで時間、ヤバイだろ」

「あ、ヤバっ。もう！　行ってきます」

　此方はちょっと不機嫌そうに、勢い強めにドアを押し開く。

「おう。行ってらっしゃい」

　俺は苦笑しつつ手を振った。

　此方が出かけると、俺は二人分のコーヒーを淹いれて、部屋の中へと戻る。

　なお、ハルカさんは、俺と向かい合う形で、彼女自身の家から輸送したデスクと椅子を使っている。

「ありがとうございます──そういえば、あの制服、桜おう葉ようですね。かなりの進学校じゃないですか」

　ハルカさんは感心したように言ってから、俺から受け取ったコーヒーに口をつける。

　そして相変わらずの爆速でパソコンをタイプし始めた。

　ハルカさんに限らず、編集さんってとんでもない時間にメールが来たりしてビビるんだよな。一体いつ休んでるのか。

「そうなんですよ。授業のレベルも高そうだし、高校生なんで、あまり俺に構わずに、学業に集中して欲しいんですけどね」

　俺はコーヒーを傍らに置き、液タブと向き合う。

　此方が俺のことを心配してくれるのはありがたい。

　でも、本来は、休みの日にたまに会って、カフェで話をするくらいの関係が健全なのだと思う。

「少年老いやすく、学成り難しと申しますしね。まあでも此方ちゃんはキミのファンなのでしょう？　憧れの漫画家とお近づきになれる機会があったら、舞い上がる気持ちも理解できなくはありません。ましてや、あの年代の少女は、年上の男性に惹ひかれがちなものですからね……」

　ハルカさんがもっともらしく言う。彼女がエンターキーを叩たたく音が、やけに大きく聞こえた。

「へえ、漫画ではよく見るシチュエーションですが、現実でもそうなんですね」

「麻疹はしかみたいなものです」

「そういうものですか……。まあ、俺も高校生の時は、ノートに落書きばっかりしてたので、勉強に関しては偉そうなことは言えませんが」

「キミの場合は、こうして仕事につながっているのですから、それはそれで有益な学生生活だったのでしょう」

「……」

「……」

　他た愛あいない雑談も長くは続かず、やがて沈黙が訪れる。

　なんとか気合いを入れてペンを動かそうとするが、いまいち捗はかどらない。

　ちょっと筆が止まっただけで、ハルカさんに「サボってる」と思われてるんじゃないかと気になってしまう。

　担当編集が近くにいて、集中できる漫画家なんているのだろうか？

　かといって、露骨に外に出るのも、ハルカさんを避けてるっぽく思われそうだしな……。

「やはり、落ち着きませんか？」

「え、あ、はい！　正直……」

　俺は頭を掻かいた。

　これまでの経験上、ごまかしても、ハルカさんには見抜かれてしまう。

　素直が一番だ。

「ですよね。キミはコンテンツそのものには興味がありますが、グッズとかを収集するタイプではないですもんね」

　ハルカさんは部屋の中を見回して言った。

　あ、そっちか。

　確かに、自作品のタペストリーに囲まれてるのも、落ち着かない原因の一つではあるけど。

「そうなんですよ。此方は俺のためを思って模様替えしてくれたんですけど、自分の作品を愛してはいても、ここまで露骨なのは……」

　俺は話を合わせて言った。

「なぜ本人にそう伝えないのですか？　キミの部屋なんですから、もっと強気に出ても良いのでは？」

「ええ。でも、俺、ファッションとかインテリアには詳しくないんで、代案も出せませんし、此方の厚意を無下にするのも悪いかと思って……」

「キミ、道端で配ってるチラシとか、全部受け取ってません？」

「え？　なんでわかりました？」

　何人も無視されてるバイトの人を見ると、かわいそうになってつい受け取っちゃうんだよなあ。

「……訪問販売とか、電話勧誘に気を付けてくださいね。──で、そうそう。インテリアの話でしたね。自分でよければ、別のコーディネートを考えましょうか？」

「え？　いいんですか？　是非お願いします。──あ、でも、急に全部換えると、此方が傷つくかもしれないので、とりあえず、壁のタペストリーとカーテンだけ何とかして頂ければと」

　絨じゆう毯たんとかはそんなに目につかないから、我慢できるんだよな。

　頻繁に視界に入る壁やカーテンだけはとりあえずどうにかしたい。

「わかりました」

「えっと、それで、費用はおいくらくらいお支払いすれば？」

「いえいえ、いりませんよ。自分の家にいっぱい余ってるのがあるんで、差し上げます。この後、資料を取りに帰るついでに持ってきますね」

「そうですか。助かります」

　何が余ってるのか知らないが、ハルカさんのコーディネートなら間違いないだろう。

　漫画のセンスもいいしな。

「代わりといってはなんですが──先生、テレビはご覧にならないんですか？」

「あっ。そういえばまだありませんでしたね。買いましょうか」

　引っ越しに合わせて、古いテレビは処分してしまった。

　最近はアニメもネットのサブスクサイトで観みちゃうから、あまりテレビがなくても不都合を感じないんだよなあ。

「できればお願いしたいです。担当している作品の地上波放映のアニメは、可能な限りリアルタイムで観たいので」

「もちろん大丈夫です。今だと、『フォーリア』ですね──今、注文しました。明日には届くかと」

　俺はノートパソコンを操作し、ネットで適当に評判のいいテレビを注文する。

『フォーリア』は、日曜日の朝に放映している、押しも押されもせぬ国民的アニメだ。

　その原作漫画が、何を隠そう、ハルカさんの担当作家の作品なのである。

　原作者さんとは、確か、前に出版社主催のパーティーで一度挨拶したことがあるが、俺のような微妙な漫画家としては、同じ漫画家とはいえ、雲の上の人のような存在だ。全く羨ましい限りである。

「ありがとうございます」

　その後も緊張感をもった作業が続き、俺がほっと一息つけたのは、ハルカさんが荷物を取りに戻った昼過ぎだった。

　此方が作ってくれた昼食を食べながら進捗具合を調べると、体感スピードとしては遅かったはずなのだが、意外と効率的な作業ができていた。

　サボれない環境も案外悪くないかもしれない。

「──お待たせしました。荷物を取りにいくついでに、夕飯の買い物もしてきたので、今晩は自分が作ります」

　ビジネスリュックを背負ったハルカさんは、そう言って、スーパーの袋を玄関口に降ろす。

　彼女が屈かがんだ瞬間に豊かな双丘がたわわに揺れた。薄いＴシャツの布ではその重みを支えるのに十分ではなく、若干伸び気味になった襟の隙間から胸の谷間がはっきりと見える。

「あっ、そ、その、俺が食品を冷蔵庫にしまいます。で、でも、いいんですか？　夕飯まで作ってもらうなんて」

　俺は意図的に視線を下げると、スーパーの袋を持ち上げ、中身を仕分けながら問う。

「構いませんよ。自分のついでですから。それで、此方ちゃんが帰ってくる前に、タペストリー、換えちゃいましょうか。あれこれ口を出されても鬱陶しいので」

　そう言って、リュックサックを開いた。

　ハルカさんは、本当に万事テキパキしてるな。

　比べるようなことではないと分かっているけれど、どうしても不器用な此方と対比してしまう。

　ハルカさんみたいになれたらと思うが、俺も不器用側の人間なのでそれは難しそうだ。

「はい！　えっと、俺は何をすれば？」

「では、先生、タペストリーを剥はがしていってください。自分はセッティングします」

「了解です──ぅ!?」

　ハルカさんの手にした物を見て、俺はギョッとした。

「なにか？」

　ハルカさんがキョトンと首を傾かしげている。

「い、いえ……」

（これが、オシャレなのか？　まあ、少なくとも、自分のアニメキャラのタペストリーよりは圧迫感はないか）

　俺は内心疑問を抱きつつ、タペストリーとハルカさんが持ってきた品を入れ替える。

　やがて昼休みが終わり、俺たちはまた仕事へと戻る。

　キャラの視線を感じずに済むようになったおかげか集中力は高まり、作業に没頭していく。

　気が付けば、夕方のチャイムが鳴る時刻となっていた。

「ただいま」

　しばらくして、此方が帰ってきた。

「おう。お帰り」

「うん。あのさ。ＳＮＳ、一分で返信してって言ったよね。なんで──えっ、っていうか、これダサすぎでしょ！　ないわー！」

　此方はスマホ片手に部屋に入ってきたと思ったら、顔をしかめて吐き捨てる。

（やっぱりそうだよな！　ダサいよな！　これ！）

　此方の意見にこんなに全力で同意できるのは久々だ。

　ハルカさんが持ってきた物、それは、日本各地の地名が印字された提ちよう灯ちんだった。

　観光地でお土産で売っているようなアレである。

　今の俺の部屋は、壁をぐるりと一周見渡すだけで、日本縦断できるほど提灯だらけだ。

「ダサい？　このにじみ出るシブい良さが分かりませんか？」

　ハルカさんが肩をすくめて、ビールの味が分からない子どもを見るような目つきをした。

「……編集さん、何歳なの？　実は昭和生まれ？　おばちゃん？」

「自分は余裕の平成生まれですが。此方ちゃんもＪＫなのに、遅れてますね。今は昭和ブームなんですよ。一周回ってこういうのがトレンドなんです。コロナ前は、外国人観光客にも人気のお土産でしたし」

「いやいやいや、そんなトレンドないし、ダサいものはダサいし」

　此方が間髪入れずに反論する。

　人見知りの此方にここまで声を出させるほど、提灯はダサいものらしい。

　いや、でも、アニメのタペストリーも、ご当地提灯とどんぐりの背比べじゃないか。

　一般的にはどうなんだろう。

　Ｔｗｉｔｔｅ○とかでアンケート取ってみたい気もする。

　俺としてはどっちも同じくらいダサいと思うが、精神衛生上、提灯の方がマシだからこのままにしておこうと思う。

「ふう。まあ、感性は人それぞれですからね」

　ハルカさんは勝ち誇ったような上から目線の口調で言った。

「──あなたはこれでいい訳？」

　此方が俺に水を向けてくる。

「まあ、三人で同居する以上、みんなが居心地のいいように妥協し合わなきゃな」

「……あなたがそう言うなら、それでいいけど」

　此方があんまりよくなさそうな顔で頷うなずいた。

「──さて、もう五時ですか。ちょっと早いですが夕飯の支度をしましょう」

　ハルカさんがノートパソコンを閉じて立ち上がる。

「は？　キッチンに立ち入るつもり？　あそこは私の場所なんだけど」

　いつ此方のになったんだ。

　俺のだ。

　っていうか、正確に言えば大家さんのだ。

「でも、此方、勉強の方、結構大変だろ。甘えられる所は甘えちゃってもいいんじゃないか。学生の本分は勉強なんだから、少なくとも、そっちで余裕ができるまではさ」

　俺は此方をなだめるように言った。

　方便ではあるが、本心でもある。

「──チッ。勝手にすれば」

　此方は舌打ち一つ、洗面台に向かった。

　大げさなほどにうるさいうがいの音が聞こえてくる。

「それでは台所をお借りしますね」

　ハルカさんは此方の癇かん癪しやくに気分を害した様子もなく、台所へと向かう。

　料理が完成したのは、十八時頃だった。

　テーブルに並んだのは、ほかほかご飯に筑ちく前ぜん煮に。ヒジキの煮物に、油揚げの入った味み噌そ汁しる。

　和食のお手本のようなメニューだった。

「確かに上手うまい──けど、茶色い……。料理までおばあちゃんみたいなメニュー」

　此方が複雑な表情でその料理を見つめる。

「いただきます。……。──おいしいです！　ハルカさんは料理までできるんですね」

　俺は感心して言った。

　ハルカさんの料理は、胃が落ち着くような優しい味だった。

　此方が作ってくれるメニューはどちらかといえば洋食が多い。

　俺は味覚が子どもなので、どちらかといえばわかりやすい味の洋食が好きだが、和食も嫌いではない。

「レシピ通りに作るだけなので、大したことはありませんよ。とはいえ、お口に合ってよかったです。──いただきます」

　ハルカさんはいつもと同じクールな表情で、黙々と食事を始める。

（それにしても、ハルカさんって和風好みだったんだな。ちょっと意外だ）

　俺は何となく、ハルカさんはもっと洗練されたハイソっぽい生活をしているような印象を抱いていたのだが、それはハーフという外見からくる偏見だったのかもしれない。

　何事も先入観で判断してはいけないと教えられた一日だった。







同棲９日目







　今日も今日とて、此方こなたは学校に行き、俺は漫画原稿に集中する。

「先生、進捗はいかがですか」

「今日中にはなんとか上がりそうです。すみません。結局、締め切りギリギリになってしまって」

「そうですか。ＷＥＢ雑誌の方はあくまでお試し掲載ですし、ある程度融通が利くので、ご心配なく」

　ハルカさんは気楽な調子で答え、ほうじ茶を口にする。

　飲み物の好みも、やはり和風らしい。

　俺としても、相変わらず緊張はするのだが、慣れというのは恐ろしいもので、最初ほどではなくなってきた。

（でも、慣れてくると、つい余計なところに目がいっちゃうな）

　俺とハルカさんは対面する形なので、どうしてもしばしばその姿が目に入る。

　具体的には、鎖骨とか、ワイシャツに透けたブラジャーとか、ふとした時に漏れる色っぽい咳せき払ばらいとか。

　今までの打ち合わせでも同じような状況はあったはずなのに、なんで急にハルカさんが女性であることを意識し始めてしまったのだろう。

　もしかして、ここが俺にとってのプライベートな空間だからだろうか。頭では担当編集と漫画家という仕事上の関係だと理解していても、どうしてもその肩書きが曖昧になる。

（此方と違って、もしハルカさんと俺が男女の関係になっても、法律的には何の問題もないんだよな……）

　あり得ないと分かっているのに、ふとそんな考えが頭をよぎった。

（何考えてるんだ俺は。ハルカさんに失礼だろ）

　コーヒーを一気飲みして、苦みで不ふ埒らちな考えを頭から追い払う。

　時間に追われるようにして作業に熱中し、ハルカさんと一緒に、昨日の味噌汁の残りでねこまんまを作って掻かき込んだ。

　そして、昼下がり、インターホンが鳴る。

　出てみると、昨日頼んだテレビだった。

「ハルカさん、テレビが来ましたよ」

　俺はテレビの入った箱を抱えて、部屋の中に運び込む。

　前買った時はもうちょっと重かった気がするが、随分軽いな。

　気付かない内に、文明は進歩しているものだ。

「ありがとうございます。催促したみたいですみません」

「──一応、試運転をっと。……。……。よし。ちゃんと使えるな」

　俺は配線を繋つなぎ、テレビをつけてみる。

　画面には問題なく鮮やかな映像が流れている。

「先生は音や会話がある所でも創作できるタイプですか？」

「あってもなくても、どちらでも大丈夫です。たまに音楽の流れている喫茶店とかでも作業はしますね」

「そうですか。では、ＢＧＭ代わりにテレビをつけたままにさせて頂いても？」

「はい。どうぞ」

　俺はテレビのリモコンをハルカさんに手渡す。

「ありがとうございます」

　ハルカさんはザッピングはせず、迷うことなくリモコンのボタンを押す。

　ＢＳか。

「時代劇ですか。もう何年も観みてないなあ」

「残念ながら、地上波では時代劇は絶滅状態ですからね。せいぜい、年末の忠臣蔵くらいですか」

　ハルカさんは素す気げなく言ったが、どことなく寂しそうな雰囲気だ。

　時代劇にあまり詳しくない俺でも知ってる、有名なテーマ曲が流れ出す。

「水み戸と黄こう門もんはやっぱり初代ですね。枯れたヘソ曲がりの黄門様の方が、人間として味があって、魅力的だと思います。四代目以降は自分としては解釈違いの感があります。特に、マッチョな黄門様はさすがにどうかと思いましたね」

「すみません。詳しくないんで、よくわかりません」

　俺は頭を下げた。

　話を合わせたいが、知らないものはしょうがない。

「いえ、漫画家さんですから、漫画を勉強する必要はありますけど、時代劇を知らなくても恥ずかしがる必要はないですよ。でも、個人的には、時代劇には売れるエンタメのエッセンスがつまっていると思うので、時間があれば観てみてください」

「へえ、おもしろそうですね。初心者におすすめの作品はありますか？」

　俺は相あい槌づちがてら尋ねる。

　漫画だけを読んで漫画を描いていると浅くなるとかいう意見もよく見るし、色んな創作物に触れた方が良いのは確かだろう。

「そうですね。有名な所だと、例えば、『子連れ狼おおかみ』は、昨今ＷＥＢ界かい隈わいで人気な復ふく讐しゆう系でもありますし、ファミリーモノでもあり、ロードムービー的な要素もありますね。先生が将来、青年誌も視野に入れていらっしゃるなら、『剣客商売』なんかは、中高年男性の自尊心をくすぐるポイントが網羅されているので、観ておいて損はないかと思います。『必殺仕事人』は、スパイモノのキャラ作りの参考になると思いますよ。ヤクザモノを描くなら、『清し水みずの次じ郎ろ長ちよう』は必須ですし、ノワール系を描きたいなら『鬼おに平へい犯科帳』は押さえておいて欲しいところです」

　ヤバイ。

　早口すぎてメモを取り切れない。

　本当に時代劇が好きなんだな。

「……なるほど。ちなみにラブコメなら何を参考にすればいいですかね」

　俺は聞き取れた所だけ書き留めて、尋ねた。

　創作の引き出しを増やすことも大切だが、やはり今は目の前の作品に集中すべきだろう。

「……えっと、それなら、自分もあまり詳しくないジャンルですが、韓ハン流りゆうとか華フアー流リユウとかじゃないですかね。いえ、あれだと、女性向けのプロットなので、男性が主要読者の本誌にはふさわしくないかもしれませんね。すみません。余計なことを喋しやべりすぎました。忘れてください」

　ハルカさんが頬ほおを染めて、目を泳がせる。

　それは俺が見たことがない珍しい表情で、なんだかちょっとお得な気分になった。

　やがて、悪代官が成敗されて一件落着し、さらに別の時代劇が始まって、暗殺者の義賊が奥さんに𠮟られてエンディングテーマが流れる頃、俺は作品の修正を終えた。

「ハルカさん。出来ました。今、そちらに送ります」

「ありがとうございます。拝見します」

　ハルカさんはテレビを消し、じっとパソコンの液晶を見つめる。

　俺は静かに呼吸を繰り返し、彼女の言葉を待つ。

「いいと思います！　これでＷＥＢに掲載しましょう。修正に関しては、読者の反応を見てからということで。ひとまず、お疲れ様でした」

　ハルカさんが俺に微笑ほほえみかけてくる。

「はい！　ありがとうございます。よろしくお願いします」

　俺は小さくガッツポーズする。

　まだ本誌連載への道のりは遠いが、一つ目のハードルは越えられたみたいだ。
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　その日、俺は朝からそわそわしていた。

　トイレや風呂の掃除をしたり、近所を散歩してみたりするが、大して時間を潰せず、また部屋に戻ってくる。

「──えっと、ＷＥＢ版の更新は正午でしたよね？」

　結局、液タブの前に落ち着いた俺は、そんな分かり切った質問をしてしまう。

「はい。多少の前後はありますが」

　ハルカさんは静かに答えた。

「はは、ですよね……」

　俺は照れ笑いを漏らし、液タブと向き合う。デッサンの練習か、ＳＮＳに上げる用の絵でも描こうと思うのだが、やっぱり身が入らない。

　横になったり、起き上がったり、その場でグルグル回ったり、餌の時間を待つ犬のように忙せわしない気持ちだった。

「先生。落ち着かないのもわかりますが、今更焦ろうが焦るまいが結果は変わらないのですから、どっしりと構えて待ちましょう」

「す、すみません」

　俺は頭を下げる。

　ちょろちょろ動いてハルカさんの仕事の邪魔になっても悪いし、ここは潔く作業を中断しよう。

　俺は液タブを閉じ、体育座りをして、漫然とテレビを見る。

　番組は今日も時代劇。庄しよう屋やと悪徳商人がグルになって、民衆を搾取している。

　予想通りの展開を経て、想像通りの結末を描いていく役者さんたち。

　わかっていてもおもしろいのは、ハルカさんの言う通り、時代劇がエンタメとして優れているからなのだろう。

　エンディングが流れ、やがて、画面の隅に表示された時刻が十二時になる。その瞬間、俺はスマホを手にした。

　何度も更新し、一分ほどズレて、俺の漫画がアップされているのを確認する。

　内容も一応、読んでみるが問題ない。

　まあ、それはハルカさんがチェックしてくれているので当たり前か。

（これで、また堂々と漫画家を名乗ってもいいよな？）

　本誌に連載できるかはまだ分からないとはいえ、ちゃんとした出版社の公式の媒体に自分の作品が掲載されるのはとても嬉うれしい。

　気分的には自分で自分の作品の応援ボタンを押したいくらいだが、自演はあまりにも恥ずかしいので、ここは我慢だ。

　素直に読者の反応を待とう。

　時間が経たつごとに、徐々に閲覧数が増えていく。

　応援したり、お気に入りに入れてくれる読者もちらほら。

　そして、ついに初めての感想が来た。

『先生のファンです！　新作、とってもおもしろかったです！　前作も神でしたが、新しいジャンルへの挑戦で新境地が開きましたね！　絵もさらに進化してエモさが増してますし、本当に最高です！　このヒロインと主人公は運命という名の鎖で結ばれてますね！』

　作者の俺が恥ずかしくなるほどの、手放しの絶賛。

　そのユーザー名に心当たりがある。

（此方こなただな、これ。……半分自演みたいなものじゃないか？）

　俺は確信する。

　ＳＮＳのアカウント名と同じなのでわかった。

　学校は今頃昼休みだろうか。

　急いでスマホで感想を入力する此方の姿が目に浮かぶようだった。

　彼女の書き込みが呼び水になったように、次々と感想が舞い込む。

　もちろん、批判もゼロではないが、好意的な感想の方が圧倒的に多いみたいだ。

「ハルカさん！　読者の評判、悪くなさそうです」

「そうですか。データ的にも、この初動なら他の読み切りと比較しても優れているといえると思います」

「本当ですか!?」

「ええ。リアルタイムのデータ、ご覧になりますか？」

「あっ、はい！　見たいです！」

「では、どうぞ。一応、機密情報ですから、内密にお願い致します。あっ、グラフの緑の線が先生の作品です」

　ハルカさんが座っていた椅子をズラして言う。

「ありがとうございます」

　俺は屈かがんで、ハルカさんの使っているノートパソコンと向かい合う。

「これにて、一件落着……」

　ハルカさんが時代劇のキメ台詞ぜりふっぽい独り言を呟つぶやいて、席を立ち、キッチンへと向かった。

（本当だ……。悪くなさそうだな）

　俺にはグラフの詳しい見方は分からないが、最近の他の新連載の線と比べても、明らかに急な角度で線が上向いてる。

（よかった。これで次につながりそうだ。……。──ん？）

　ほっとしてノートパソコンから離れようとした俺の視界に、ブラウザの別のタブの表示名が入る。

（『北島○郎音楽事務所』、『日○江戸村』、『お茶の福○園』？）

　そこには、明らかに漫画とは関係なさそうなサイト名が並んでいる。

（ハルカさんは絶対にサボるタイプじゃないしな……。もしかして、俺と同じように、仕事に身が入らないほど、新連載の反応が不安だったのかな）

　だとすれば、嬉うれしかった。

　それだけ、俺の作品を気にしてくれているということだから。

　担当編集だからといって、全員が全員、作品を愛してくれる訳じゃない。

　俺も他の雑誌の編集さんとやりとりしていたこともあったが、結局、全てを預けてもいいと思えるほど信頼できるのは、ハルカさんだけだ。

（それにしても、ハルカさんも人の子なんだな……）

　日頃はクールな彼女も、人並みに焦ったり不安になったりするのだと分かって、ちょっと親近感が湧く。

　そんな昼下がりだった。
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　此方こなたは学校に出かけ、ハルカさんも出社日。

　俺は、監視の目から解き放たれた。

　原稿の方はまたハルカさんと打ち合わせをしてからでないと進められない。

　つまり、今日は正真正銘の休日なのだ。

　とはいえ、元々無趣味な俺のこと。何か特異なことをする訳でもなく、本屋巡りをして、気になっていた新作漫画を読んでいたら、もう夕方だった。

　せっかくなので、いつもお世話になっている此方やハルカさんへの恩返しの意味も込めて、久々に料理をした。

　もっとも、俺の腕では凝ったものは作れないので、メニューはキャベツとベーコンのペペロンチーノというシンプルな品となったが。

　ちょうど帰ってきた此方と一緒に食事を取る。

　誰かに手料理を食べさせるのは初めてだったが、此方は「おいしい」と言ってくれたのでよかった。

　ハルカさんは遅くなるようなので、ラップして取っておいた。

「ただいま帰りました。今日は原稿の集まりが良くて助かりました」

　結局、彼女が帰ってきたのは二十二時過ぎ。

　これでも早い方らしい。

　俺には勤め人になるのは無理そうだ。

「お疲れ様です──あっ、上着お預かりします」

　俺はハルカさんのスーツの上着を受け取り、ハンガーにかける。

「恐縮です。──おっと」

　ポンッ。

　ハルカさんが襟を緩めようとワイシャツに手を触れた瞬間、唐突にはじけ飛ぶ第三ボタン。そして、チラ見えする水色の下着。

「……」

　俺は咄とつ嗟さに視線をそらす。

「失礼。大変お見苦しい所をお見せしました。どうやら、まだ胸が成長しているみたいなのですが、サイズの合った衣類を買い揃そろえている暇がなく」

　ハルカさんが左手でワイシャツの隙間を隠して言う。

「い、いえ。そ、その、あ、あれだ、ラブコメ漫画の参考になるかもしれないので、ありがとうございます？　みたいな？」

　俺はしどろもどろに言った。

　これはフォローになっているのか？　むしろセクハラか？

「ああ、確かに、お色気ラブコメっぽいアクシデントでしたね。正直、ボタンを飛ばす当人としては、胸が大きくても肩が凝ったり、あせもができやすいばかりでいいことはほとんどないんですけどね。強いてメリットを挙げるとすれば、宴会芸でボタン飛ばしをやるとウケるくらいですかね。まあ、ここ数年は宴会そのものがありませんが」

　ハルカさんはそう冷静な口調で言うと、こちらに背中を向けて、洗面所に向かう。

「そ、そうなんですか。コンプライアンスとか、大丈夫なんですかね？」

　俺は頭の中で繰り広げられるエロ同人誌的な展開を振り払うように言った。

「まあ、少年誌の編集部は男社会なので、綺き麗れいごとばかりでは回らないところもありますね。自分はあまり社交場で口が回る方ではないですから、一発芸で済むならその方が楽で──あ、もちろん、芸をする時はインナーを着てるので、下着を見せたりはしませんよ？　一応、誤解のないように」

　釘くぎを刺すように言って、洗面所に入って行く。

　やがて聞こえてきたうがいの音が、妙に色っぽく聞こえた。

　堅物そうに見えるが、こういうお茶目で柔軟な所もあるんだな。

　そういう所も、社会人っぽくて素敵だな、と思う。エロい意味ではなく、真面目に。俺がそういう飲み会に出ても、キョドる自分しか想像できない。

「えっと、それで、一応、晩御飯を作ってみたんですが、召し上がりますか？」

　俺は話題を切り替えるように言った。

「はい。頂きます。夕食まで用意して頂いてありがとうございます」

「いえ、ハルカさんの料理に比べればかなり手抜きですが」

　色んな意味で頭の下がる思いで、俺はペペロンチーノを温め直して、麦茶を入れた。

　手洗いうがいを済ませたハルカさんが食卓につく。

「いただきます。……。──あっ、そうそう。先生の作品ですが、編集長にも好感触でした。断言はできませんが、ここから手直ししていけば、本誌連載を獲得できる可能性は高いと思います。ですので、一緒に頑張りましょう」

　ハルカさんは一定のペースでペペロンチーノを巻き取りながら言う。

「はい！　よろしくお願いします。今日──はお疲れでしょうから、また明日以降、なるべく早めに打ち合わせさせてください」

　気は急せくが、ハルカさんも人間だ。

　一日休日だった俺とは違い、疲れているだろう。無理に付き合わせては悪い。

「承知致しました。細かい所は明日以降に回しますが、大きな所だと、データを見る限り、３ページ目～５ページ目で脱落者が結構いるみたいですね。自分も気になった所ではあったんですが、先生としては熱が入った部分だと思ったので、残したんですが、やはり厳しそうです。ちょっと、漫画家のスランプの描写は削りましょうか。独白を少なくして、最大２ページ以内、できれば１ページ以内に収めたい所です」

「なるほど」

　ノートパソコンを開き、メモを取り始める。

　俺の想おもいをストレートにぶつけた漫画なので、スランプの時の鬱屈とした感情がそのまま出てしまったんだろうな。

　鬱々とした漫画家の懊おう悩のうなんて、そりゃ読者が読んでも楽しくはないか。

「後は監禁というテーマの割に、緊迫感が足りないという指摘もありました。これは相談ですが、新しくがっつり三人目のキャラクターを立てるか、もっと単純にモブ的なキャラクターでもいいので、ふとしたきっかけで監禁状態がバレそうになるみたいな展開を挟んでもいいかもしれませんね」

「ふむ。物語に起伏を作ること自体には賛成ですが、作品のテイスト的に、二人きりの世界という雰囲気は壊したくないですね──」

　結局、軽い打ち合わせを始めてしまう俺たち。

「……」

　此方はその傍らで、黙々と宿題らしきプリントをやっている。

　時折こちらの様子をチラッと窺うかがうが、初めて彼女がハルカさんと会った日のように、作品についてのボヤきを言うことはなかった。

　ハルカさんに慣れてきたのか、それとも、実際の彼女の仕事ぶりを見て、その実力を認めたのか。

　ともかく、二人共俺にとっては大切な人なので、このまま仲良く──とまでは言わないが、上手うまく折り合いをつけてくれると嬉しい。

　そんなことを思った。
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　此方こなたにガチで監禁されていた時との一番の違いを感じる瞬間は、なんといっても早朝だ。昼も夜もなかった閉め切った空間での二人きりの生活とは違い、まともな社会生活を営む人間が三人も集まると、朝はそれなりに忙せわしない。

「トイレットペーパーもうないじゃん。消費ペースが変わったの忘れてた」

　此方が洗面所から慌ただしく出て来て言う。

「それなら自分が買っておきましたよ」

「え、いつもの場所になかったんだけど」

「洗面台の下ですか？　あそこだと湿し気けやすいので、キッチンの上の収納スペースに移しておきました。ついでに、剥むき出しだとみっともないのでバスケットの中に収納してあります」

　ハルカさんは優雅に緑茶をすすりながら、キッチンの右斜め上に視線を送る。

　ハルカさんは、俺たちの中で一番遅く寝たのに起きるのは一番早い。

　彼女と暮らし始めてから、俺は「大企業に勤める社会人」という立派な大人の勤勉さを見せつけられている気がする。担当編集に「先生」などと持ち上げられても、漫画家なんて所詮水商売なのだ。

「なんで編集さんが勝手に部屋の物の配置を──、ああ、もう行かなきゃ。一時間目の先生は遅刻に厳しいんだよね」

　此方はスマホを一いち瞥べつすると、口論になりそうな言葉を飲み込んで玄関へ向かう。

「行ってらっしゃい」

　俺は手を振り、此方を見送る。

「ああ、ちょっとお待ちください。常備菜の作り置きがてら、弁当を作ったので、持って行ってください」

　ハルカさんは此方を呼び止めると、冷蔵庫へ駆けて行って、ランチボックスを取り出してきた。

「は？　頼んでないけど」

「桜葉は学食はないですよね？　コンビニの弁当や購買部のパンも悪くはありませんが、育ち盛りなんですから、食事はきちんと栄養バランスを考えてとった方がいいですよ」

　此方へランチバッグを差し出しながら言う。

「えっ？　そうなんですか。有名な学校だから、俺、てっきり豪華な学食でもあるものかと」

　ハルカさんからもたらされた意外な情報に、俺は目を見開く。

「もちろん、食堂に力を入れてる女子校もありますが、私立のお嬢様校は、手作りのお弁当を用意できるような家庭の子女が通うことを想定してるんですよ」

「お詳しいですね」

「自分も桜葉ほどではないにしろ、似たような学校に通ってましたので」

　ハルカさんは自慢げな様子もなく、サラッと答えた。

　編集さんは高学歴の人が多いし、そういうこともあるだろう。

「どこの高校を出てるかは知らないけど、私が編集さんの世話になる義理はないでしょ」

「自分も、此方ちゃんが先生から離れて、ご実家の方から通ってくれれば、わざわざ干渉したりはしませんよ。でも、自分の見える範囲に此方ちゃんがいる以上は、自分は自分の良心に従って、正しいと思うことをします」

　ハルカさんはそう言って、さらにランチバッグを此方の方に押し出す。

「うう、ああ、もう。……行ってきます！」

　此方はハルカさんから顔をそらしつつも、ランチバッグをひったくるようにして受け取り、部屋を出て行った。

　不機嫌でも、なんだかんだで人からの厚意を無下にできないところに、此方の育ちの良さと優しさが垣かい間ま見みえる。

「あの子はどういう家庭で育ったんでしょうね。先生、その辺りのことは聞いてます？」

「俺も詳しくは聞けてないんですが、色々複雑みたいで……」

　俺は視線を伏せて応える。

「そうですか。娘が自宅から出て行っても気にしないということは、保護者としては適格とは言えないような親だと推察できます。でも、安くない桜葉の学費を支払う程度には、最低限の責任感は備えていると思うんですよね。なら、少なくとも成人──大学を出るまでは、波風を立てずに大人しくしていた方が得策ですよ。内心嫌っていても、妥協できるところは妥協して、利用した方が此方ちゃんのためだと思いますが」

　ノートパソコンをタッチタイピングしながら言う。

「なるほど……」

　俺は感心してハルカさんの顔をじっと見つめた。

　ハルカさんは精神的に成熟しているなあ。

　つい先日、ハルカさんを異性として見てしまったことに罪悪感を覚えたばかりの俺だが、一周回って、彼女がママに見えてきた。

「？　自分の顔に何かついてますか？」

　俺の視線に気が付いたハルカさんが、小首を傾かしげる。

「いえ、俺は成人しているとはいえ、一般的な社会人に比べるとやっぱり未熟で、子どもっぽいんだろうな、と思いまして」

「先生は締め切りを守りますし、報連相もきちんとしますし、ちゃんとしている方だと思いますよ。少年の心を忘れていないというのは、漫画家としてはむしろ利点だと思います」

「ははは、ありがとうございます」

　俺は薄く笑い、軽く頭を下げた。

　ハルカさんのフォローの枕まくら詞ことばには『漫画家にしては』という但し書きがついている気がするが、ここは素直に誉ほめ言葉として受け取っておこう。

「ではそろそろ、打ち合わせを始めましょうか？」

「お願いします」

　ハルカさんから、原稿の隅々まで細かな指摘を受ける。

　それを元に、俺は早速作業に入った。

　会話もなく、ひたすら原稿に集中する。

　お昼はハルカさんが作り置きしてくれたおかずと白米で軽く済ませ、また作業に取り組んでいると、あっという間に夕方となった。

　ちょっと作業に行き詰まり、俺は気分転換にキッチンへコーヒーを淹いれにいく。

「ただいま」

　その時、ちょうど此方が帰ってきた。

「お帰り。どうだった。ハルカさんのお弁当」

「……まあまあ」

　此方はランチバッグから弁当箱を取り出して流し台に置く。そして、袖のボタンを外し、腕まくりして、洗い始める。

「ちゃんと完食したんだな。偉いぞ」

　俺は空の弁当箱を見て言う。

「ご飯はご飯だし……。夕飯は？　また編集さんが作るの？」

「いや、ハルカさんも忙しそうだし、どうだろうな。店屋物にするかな」

「……ハンバーグなら作れるけど」

　此方は玄関先の方を顎でしゃくる。そこには近所のスーパーの袋があった。

「いいのか？　俺は嬉うれしいけどさ」

　最近はハルカさんの和食系のメニューが多かったから、ちょうど肉肉しい料理が恋しくなってきた所だった。

「慣れてるメニューなら、大して時間もかからないし、大丈夫」

　此方が頷うなずく。

「そっか。じゃあ、楽しみにしてる」

　俺はコーヒーを淹れ、部屋の中に戻る。

　そして、すぐにまた作業に戻った。

　しばらくして、此方の夕飯が完成し、俺は液タブを隅に寄せる。

　箸を取り、ハンバーグに手をつける。

　……。

　……。

「……もしかして、美味おいしくない？」

「ん？　ああ、いや、美味しいよ。ちょっと、考えごとをしてた。原稿で詰まってるところがあってな」

　此方の言葉で我に返る。

　どうやら、自分でも気付かない内にぼーっとしてしまっていたらしい。

　創作というのは、ある意味で呪いだ。

　食事の時も、トイレの時も、お風呂の時も、いつも頭の片隅に作品のことがある。

「どこですか？」

　ハルカさんが問うてくる。

「いえ、デートのシーンのリアリティがどうしても確保できなくて。読者から、デートが古臭すぎてリアリティがないっていう感想がちらほらあって、どうにかしたいと思っているんですけど」

　デートシーンは、実際の監禁生活には存在しなかったが、ハルカさんに言われて追加したイベントだ。

　外でのデート。肉体的には自由になれるチャンスがいくらでもあるのに、それでも逃げ出せない主人公。

　ヒロインの監禁による支配が、精神にまで及んだことを示す大切な場面である。

「ああ、そこですか。確かに、一部そういう意見もありましたが、打ち合わせの時も申し上げたように、マストで修正しなければいけないほどではないかと思いますよ」

「いえ、そうなんですが、できることなら手を抜きたくないんです。とはいえ、お恥ずかしながら、俺は恋愛経験がほとんどないので、引き出しが少なくて。かといって、安易に流行はやりモノのグッズとか食べ物を入れて誤ご魔ま化かすのも陳腐だな、と思うんですよね」

　俺は箸を置いて腕組みをする。

「そうですか……。先生がそこまでこだわりたいのなら、担当編集として何かアイデアを出すべきだと思うのですが、自分も生あい憎にくとそういった艶っぽいイベントとは縁のない人生を送ってきたので、パッとは出てきませんね。──ちょっと資料を当たる時間をください」

　申し訳なさそうに言う。

　ハルカさんもそうなのか。モテそうなのに意外だ。

「はあ……。あのさ。二人共、何か大事なことを忘れてない？」

　困り果てる俺たちに、此方が溜ため息いき一つ、呟つぶやく。

「え？」

「どういうことですか？」

　俺とハルカさんは顔を見合わせ、首を傾げる。

「だから、ここにリアルＪＫがいるのに、なんで聞かないの？」

「あ。そ、そうだよな。此方も年頃の女の子な訳だし……」

　俺はそう言いつつも、ちょっとまごついてしまう。

　此方の人見知りな性格からして、勝手に恋愛経験がないものと決めつけていた。でも、一般論からいえば、此方は女子高生なんだから、恋愛経験の一つや二つあっても全然おかしくないんだよな。

　あれ、もしかして、俺、ちょっとショックを受けてるのか。

「ふむ。ともすればセクハラになりかねないので、敢あえて自分からは質問しなかったのですが、協力して頂けるならありがたいですね。是非、女子高生のリアルなデートの実態を教えてください」

　ハルカさんが此方に向き直って言う。

「いや、私もデートしたことないから、今は特にいいアイデアはないんだけど」

　そっか、此方もデートの経験はないのか。ほっとした──じゃなくて。

「どういうこと？」

　俺は此方の発言の趣旨が把握できず、首を傾げる。

「えっと、その──漫画家さんって、取材とか、するんじゃないの？」

　此方が消え入りそうな小声で呟く。

「そ、それはつまり、俺と此方がデートするってことか？」

　もし外れていたら恥ずかしすぎる推測を口にする。

「……」

　此方が頬ほおを染めて、小さく頷く。

「あ、ありがとう。そうしてくれるとめちゃくちゃ助かる」

「あなたの漫画のためなんだから、当然じゃん。これくらいでいちいちお礼なんかいらないし」

「いや、それでもありがとう」

　重ねて礼を述べる。

　取材だと分かっていても、此方と一緒に出かけられるのは心が弾む。

　最近は此方も忙しいし、ハルカさんの目もあって、あんまり触れ合えてなかったからな。

「ふふっ、どういたしまして。じゃあ、明日の放課後ね。……編集さんも、取材なら文句ないんでしょ？」

　此方はハルカさんを一いち瞥べつして言う。

「ええ。確かに百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかずですからね。問題を解決するには、実際に先生が女子高生とのデートを経験なさるのが効率的なアプローチでしょう。担当作のためなら、異論があろうはずもありません」

　ハルカさんはソテーされたニンジンをナイフで切りながら言う。

「そう。じゃあ、明日の夜は一人で寂しくお留守番だね」

　勝ち誇ったように笑って言う。

「何をおっしゃってるんですか？　留守番なんてしませんよ。デートには自分も同行させて頂きますから」

　ハルカさんが既定事項のように告げた。

「は？　なんで編集さんがついてくんの？」

「なぜと言われても、取材とはいえ、二人が変に盛り上がったら間違いが起きる可能性もゼロとは言えませんし、デートの絵の参考資料を集めるために、写真を撮る人間がいた方がいいでしょう。──ですよね？　先生」

　ハルカさんが同意を求めるような視線で俺を見てくる。

「そ、そうですね。間違いを起こすとかはともかく、資料があった方がいいことは間違いないかと思います。ですが、第三者がデートの現場にいるとなると、女子高生と漫画家、二人きりのデートを体感し、リアリティを深めるという趣旨としては、どうなのかなーと思わなくもないですね」

　俺はやんわりと難色を示してみる。

「その件でしたら、ご安心ください。デートの雰囲気を壊さないように、お二人の視界に入らないような遠距離から見守らせて頂きます。もっとも、もしコンプライアンス違反に当たる行動があれば、注意はさせてもらいますが」

　ハルカさんがにこやかに答えた。

「そ、そういうことでしたら、よろしくお願いします」

　それ以上、ハルカさんの申し出を拒否する理由も見つからず、俺は頷くしかなかった。

「……意気地なし」

　此方の不満げな呟き。

　俺はそれに聞こえなかったフリをした。
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「こんな服で大丈夫ですかね？」

　十五時前。

　俺は鏡の前に立って言う。

　デートに着ていく服がない。

　アニメキャラや厨ちゆう二に服はさすがにあり得ないし、かといって、よそ行きの洒落しやれた服なんて持ってる訳がない。

　結局、最近買った量販店の服にしたのだが、こんな気の抜けた格好で良いのだろうか。

「それを考えるのも含めて、デートなのではないでしょうか。そもそも、デートの服を別の女性に相談するというのは……」

　ハルカさんが冷静に答える。

　彼女はちょっと離れた所で一眼レフを構えて控えていた。

「そうですよね。すみません──これでいきます」

　俺は覚悟を決めて呟つぶやいた。

　変に背伸びをして慣れない服を着て緊張するよりは、格好はラフでもデートに集中できた方がいい。

　そう判断した俺は、スニーカーを履いて、部屋を出た。

　ハルカさんは黙って俺の後ろからついてくる。

　時折スマホの地図アプリを確認しつつ、桜おう葉よう高校へと向かう。

「歴史を感じる趣きのある佇たたずまいで良いですね。自分が外観を撮影しておきますので、先生はこちらのことは気にせず、待ち合わせ場所へ」

　ハルカさんが校舎の写真を撮りながら言った。

「はい。よろしくお願いします」

　俺は、桜葉の正門を通り過ぎ、近くにある公園へと向かう。

　漫画の定番だと、校門前で待ち合わせ──ということになるのだろう。だが、桜葉の校門前には、警備員が常駐し見張っているので、ともすれば不審者扱いされかねない。

　なので、公園を待ち合わせ場所にしたのだ。

　鉄棒くらいしか遊具のない寂れた広場。

　その傍らに設置されたベンチに座る。

（あっ、そういえば、デートコース、どうしよう。急に決まったことだから、何にも考えてなかった……）

　俺は慌ててスマホで、『デートコース　定番』、『女子高生　デート』などと調べてみるが、中身の薄いまとめサイトか、ポルノ紛まがいのいかがわしいサイトしか出てこない。

　そうこうしている内に遠くでチャイムの音が響いた。授業を終え、下校する生徒の姿が、チラホラ公園の前を横切る。

　やがて、小走りに駆けてくる足音が近づいてきて、俺はスマホをポケットにしまう。

「待った？」

　此方こなたがちょっと息を切らして問うてくる。

「いや、今来たとこ」

　俺はベンチから立ち上がって答えた。

「そう。……じゃ、行こっか」

　此方が深呼吸一つ、手を差し出してくる。

「あ、うん」

　おずおずとその手を取る。

　此方の手は少し冷たい。

　そして、とても柔らかかった。

（というか、手つなぎはセーフなのか？）

　まあ、もしアウトなら、ハルカさんが止めてくれるか。

　今、彼女は、公園の端の木の陰に隠れて、こちらにカメラを向けている。

　俺の気分はさながら週刊誌に追われる芸能人カップルの片割れだ。

「どこに行く？」

「……正直、何も決めてない。ごめん。ノープランで」

　俺は気まずさに視線を伏せる。

「そう。なら、私の考えていたデートプランでいい？」

　此方は気分を害した様子もなく提案を口にする。

「も、もちろん」

　俺は一も二もなく頷うなずいた。

（ちょっと、情けないな。俺は男で、しかも年上なのに、此方にリードされるとは。──いや、でも、今はもう、男がリードするとか、そういう時代でもないのかな）

　今の時代のデートを体験するための取材なのだ。

　固定観念は捨てるべきだろう。

「じゃあ、まずは電車に乗るから」

「わかった」

　各停に乗って、近場では一番の繁華街へと出る。

　一時期に比べれば人出も多いが、混んでいるというほどでもない。

　やがて、此方が立ち止まり、俺たちはつないでいた手を離す。

　そこは、とある大型ショッピングビルの前だった。

　ヴィレッジ○ァンガードやまんだら○などのサブカル系のテナントが集まっているビルだ。

　中に入る。

　此方はそのまま一直線にエレベーターへと向かった。

　デートといえば、ブラブラとウィンドウショッピングをするようなイメージだったが、どうやら、此方には明確な目標地点があるようだ。

　やがて、エレベーターが降りてくる。

「何階？」

　俺は少しでもいい所を見せようと、ボタンの前の場所に陣取って言った。

　ハルカさんが乗ってくる気配はない。エスカレーターで行くのか？

「五階」

「ＯＫ」

　俺は五階のボタンを押す。

　やがて扉が閉まり、止まることなくエレベーターは上昇し、目的の階についた。

「こっち」

　此方が俺の手を引いていく。

「──お、おお、おおお！　マジで！　『フォーリア』の原画展!?　連載十周年記念か。こんなのやってたんだ」

　ようやく此方の意図を把握する。

　俺たちの進行方向には、夢の世界が広がっていた。

「そう。好きでしょ？　『フォーリア』」

「ああ、うん！　よく知ってるな」

『フォーリア』は、地球と似ているが魔法が文明に息づいている異世界を舞台にした漫画である。

　ジャンルとしては、王道の冒険ファンタジー──だが、そんな簡単な言葉でくくれるほど単純ではない、奥行きのあるストーリーだ。

　日本のみならず、海外にもファンが多い、俺が連載を目指している雑誌の看板作品である。

　何を隠そう、ハルカさんの担当作でもある。

「当然。だって、新刊が出る度に、ウキウキのツイートをしてるし」

「そういえばそうだったな。バレバレだ」

　俺は納得して、苦笑いする。

　どれくらい好きかといえば、スランプで漫画なんて見たくもなかった最悪な時期でも、発売日当日に新刊を買ってしまうほど好きだ。

　さすがにここ数ヶ月は、自分の漫画に精一杯で、イベントまでフォローすることはできていなかったけど。

「パンフレットどうぞー」

　入口で案内員の人が、パンフレットを差し出してくる。

「頂きます。えっと、入場チケットとかはどこで買えば？」

　俺は左と見み右こう見みして支払い窓口を探すが、それらしきものは見当たらない。

「いえ、無料ですよ。原作者の方の『マリスならみんなが落ち込んでるこんな時にお金をとるはずがないから』という鶴の一声でそう決まったそうです」

　案内員の人がにこやかに答える。

　言うまでもなく、マリスとは『フォーリア』の主人公の名前である。

「そうなんですか！　さすが折おり尾お　ミロ先生ですね！　──ほら、せっかくだから、此方もパンフレット貰もらおうぜ！　……あれ？」

　そう言って横を見るが、いつの間にか此方がいない。

（先に中に入ったのかな？）

　そう考えて、俺も中に入る。

　まず吸い込まれるように見入ったのは、ガラスケースの中に並べられた折尾先生の直筆原稿だった。

（は、背景の描き込みがすごすぎる……）

　アラビア風の宮殿の壁面に刻まれた象形文字。

　この文字も、適当ではなく、作品のために一から創り出された架空言語だ。

　その凝り具合はトールキンの『指輪物語』のごとく、ここまで世界観を作り込む作者は、漫画界広しといえどもそうはいない。

「どのキャラクターが一番好き？」

　此方が、突然、俺とガラスケースの隙間にニュッと顔を差し入れてきた。

　なんだ。やっぱり先に中に入ってたのか。

「え、えっと、にわかっぽいと思われるかもしれないが、俺は主人公のマリスが好きだな。漫画描いてると分かるんだけどさ。王道の主人公の造形って本当に難しいんだよ。真まっ直すぐで純真な系統の主人公はともすれば安っぽくて歯の浮いた感じになりがちでさ。かといって、描くのが楽なひねくれ系の主人公は、読者の共感を得にくいし。その点、マリスは絶妙なんだよなあ……。しかも、少年誌で女性主人公だからね。絶対、編集に反対されたと思うんだよ。よく当時新人の状況でこれを通せたよなあ」

『フォーリア』以前は、少年誌で女主人公は鬼門と言われていた。しかも、西洋風ではなく、オリエンタル風のファンタジーというのも、商業的には避けられがちな舞台設定だった。でも、そんなハンデなど物ともせず、圧倒的なクオリティを見せつけ、『フォーリア』は売れに売れまくった。

（俺ならこんな挑戦はできないなあ……）

　アイデアを思いついても、ちょっと担当編集に反対されたら、すぐに引っ込めてしまったと思う。

　その辺りのことを、一度ハルカさんに訊きいてみたことがあるのだが、彼女は作品を立ち上げた編集ではなく、途中で引き継いだので、あまり詳しくは知らないらしい。

「……」

　此方は俺の話にじっと聞き入り、時折相あい槌づちを打つように頷く。

　やばっ。一方的に話しすぎたな。

　早口で喋しやべる漫画オタクなんて、デート中としては最悪のムーブじゃないか。

「ははは、えっと、此方も『フォーリア』好きなの？」

　俺は誤ご魔ま化かすように笑って、此方に話を振る。

「まあ、好きといえば好きだけど、あなたの漫画ほどじゃない」

　此方は俺をじっと見つめて言う。

「そ、そうか。なんかありがとう」

　俺は照れくささに頭を掻かく。

　世間的には『フォーリア』にボロ負けの俺の作品だが、此方のような物好きな読者のおかげでどうにか俺は漫画家を続けられているのだろう。

　その後も楽しく原画展を回り、隣接された『フォーリア』のコラボカフェに入った。

「これがメニューだから」

　学生鞄かばんから紙を取り出す。

　此方が事前にＨＰからプリントしておいたらしい。

　用意周到だけど、店の前にもメニューのパネルが設置されてるし、テーブルの上にもそれらしきものがある。

　わざわざプリントする必要があったのだろうか──と思ったけど、すぐにその理由を察する。

「……これを頼めばいいんだな？」

　プリントされた紙の中で、赤いボールペンでマルをつけられたメニューがあった。

　執しつ拗ようなほどに強い筆圧で、何回もグルグル巻きにされており、有無を言わせない無言の圧力を放っている。これ以外は頼むのは許されない雰囲気だ。

「あ、あの、すみません。『マリスとハリムのラブラブヘルメスロッドジュース』をお願いします」

　俺は意を決して、一息で言い切った。

　ヘルメスロッドとは、二匹の蛇が絡みついた形をした魔法の杖つえである。

　トロピカルっぽいジュースに、そのヘルメスロッドを模したストローが挿し込まれているのが、『マリスとハリムのラブラブヘルメスロッドジュース』である。それぞれの蛇の頭の部分が飲み口となっているのだが──名前の通り、１２０％カップル用のメニューだ。

　二人で一つの飲み物を共有し、見つめ合いながらチューチュー甘露をすするあれである。

　高校生同士なら美しい青春の一ページかもしれないが、成人している俺としては、さすがに羞恥心が湧き起こるのを禁じ得ない。

（でも、ラブコメのデートっぽいイベントであることは確かだもんな……）

　此方もそう考えて、わざわざチェックを入れてくれたのだろう。

「はい。かしこまりました。撮影用のマリス人形の貸し出しはいかがですか？」

「え？　あ、はい？　撮影用？　いや、連れがいるので」

　店員の予想外の質問に、俺はキョドりながら答える。

「お連れの方ですか？」

　店員が怪け訝げんそうな表情で聞き返してくる。

「はい。あっ、いや、でもこれは取材なんで、全然やましいことはなくて」

　俺は両手を振って、言い訳じみた言葉を繰る。

　やっぱり、女子高生と冴さえない漫画家の組み合わせは、俺が思っているよりも不自然なのか？

「か、かしこまりました。人形は不要ということでよろしいですね。それでは、番号札を取って、お席でお待ちください」

　店員が張り付いた笑顔で、奥に引っ込んでいく。

「はあ。やっぱり取材とはいえ恥ずかしいな──って、此方？」

　俺は隣を見る。

　そこには誰もいなかった。

　なんだこれは。どういうプレイだ。

　え？　俺、もしかして、一人なのに見み栄え張って連れがいるとか言い出した痛い人みたいになってない？

　此方の姿を見つけられず、仕方なく俺は適当なテーブルに腰かけた。

　どことなくいたたまれない気分でスマホをいじっていると、やがて、注文のドリンクが届いた。

　店員が番号札を持って去っていく。

「写真通りだね」

　まるで頃合いを見計らったように、どこからともなく現れた此方が、俺の前の椅子に座って言う。

「おう。──っていうか、どこ行ってたんだ？」

　俺はスマホをテーブルの上に置いて問う。

「ちょっとお花摘みに」

「そうか」

　そう言われると、それ以上突っ込めない。

「早くしないと炭酸が抜ける」

　此方はそう言って、ストローの片端──右の蛇の頭に口をつけた。

「だな。じゃ、じゃあ飲むか」

　俺はもう片方──左の蛇に口をつける。

　トロピカルな味のする炭酸が、口の中に流れ込んでくる。

　此方の額と俺の額が、くっつきそうなほどに近い。

　シャンプーと制汗剤の入り混じった、甘い匂いがする。

　この胸の高鳴りは、気恥ずかしさからくるものか、それとも異性として意識しているからなのか、分からない。

　もし俺が現役の高校生だったならば素直に後者だと言い切れたのだろうが、大人になると思考に色々余計なブレーキがかかってしまう。

　ふと、俺は少し視線を上げて此方を見た。

　彼女の目はガンガンに開いている。

　目をそらすどころか、瞬まばたき一つせず、俺の顔を見つめている。

　俺は蛇に睨にらまれた蛙かえるのような心持ちになり、別の意味でドキドキしながら、肺活量を最大限に使って、急いでドリンクを飲み干す。

「ご、ごちそうさま」

　俺はストローから口を離し、近くにあった紙ナプキンで口を拭う。

「まだ」

「え？」

「このストローはクッキーだから、食べられるんだけど。……原作を再現しなくていいの？」

　此方がストローを指で摘つまんで持ち上げる。

「……そう、だな。あそこで二人が呪いを喰くらわないと物語は終わってしまう」

　コラボカフェに来た以上は、恥を捨ててその世界観に浸るのがマナーというものだろう。

　ディズ○ーランドでミッ○ーの被かぶり物ものをしても恥ずかしくないのと同じだ。

「でしょ？　──ん」

　此方がストローの端を口に含んで、俺にも同じ行動を促してくる。

　先ほどまでドリンクに浸つかって濡ぬれていたストローが、程よく彼女の唇を湿らせ、艶なまめかしく輝かせている。

（『フォーリア』を知らない人から見たら、合コンとかでよくあるポッキーゲームにしか見えないだろうな……）

　頭の隅でそんなことを考えながら、俺は二匹の蛇にかじりついた。

　当然、二匹の内、一匹は先ほどまで此方が口をつけていた方な訳で……。

（あっ、これって間接キスじゃね？　──って、いやいやいや。何を考えているんだ、俺。原作のシーンを思い出せ。こんなに呑のん気きなシチュエーションじゃなかっただろ！）

　マリスは、暴走したヘルメスの杖を抑えるために、二匹の蛇の呪いを引き受けなければいけない状況に追い込まれる。そのままでは死んでしまうのだが、そこに相方のハリムが駆けつけて、二匹の内、一匹の蛇を喰らう。結果、呪いは分散され、何とかマリスは一命をとりとめる。

　それまでは仲間か恋人か曖昧だったマリスとハリムが、生涯引きずる壮絶な呪じゆ詛そを分け合うことで、逆説的にお互いを愛していると自覚する重要なシーンだ。

　つまり、この蛇のストローを完食しなければ、原作ファンの名折れだということを此方は言っていたのである。

　原作を再現するならば、ここは浮ついた気持ちで臨むべきではない。

　サクサクサクサク。

　徐々にストローが短くなっていく。

（こ、これ最後どうすんの？　適当な所で止めればいいのか？　でも、原作的には途中でやめたらまずい設定だしな）

　俺が食べるのを止めて逡しゆん巡じゆんしている内にも、どんどん此方の唇はこちらに迫ってくる。

　その時、テーブルの上のスマホが激しく震えた。

　俺はビクッと背筋を震わせ、左手でそれを掴つかみ、開く。

『唇同士が接触すると、淫行扱いになり、法律違反になる可能性があります』

　画面上部にプッシュ表示されるハルカさんからのＳＮＳのメッセージ。

　俺は慌ててストローから口を離す。

（危ねー。ハルカさんが見てるの忘れかけてた）

「二人で同時に完食しないと世界が滅びるんだけど」

　此方が食べかけのクッキーを手の平の上にのせて、不満げに呟つぶやく。

「ははは、まあ、俺たちはマリスやハリムみたいなヒーローじゃないからな。世界の命運を左右する呪いを引き受けられる器じゃないってことで」

　俺は笑って誤魔化す。

「そう」

　此方は小さく頷うなずいて、クッキーを口の中に放り込み、バリボリと噛かみ砕くだく。

　その音がやけに大きく聞こえた。

「此方のおかげで楽しかったよ。次はどこに行く？」

「次は三階の画材屋、その後はジュン○堂を巡る。夕飯はケンタッ○ーの食べ放題」

　此方がマスクをつけ直しながら答える。

「おお、いいじゃん。じゃあ、早速──」

　俺はテンションが上がりつつ、勢いで席から立ち上がり──そこで固まる。

　確かに、此方の提案してくれたコースは俺の好みに合っている。

　もし、これが一人で過ごす休日の行き先だとしたら、文句なく最高だ。

　でも、デートとして、これは正しいのか？

　デートは二人のためのものなのに、俺ばかりが楽しめる所にしか行かないのはどうなのだろうか。

「……なあ、此方はどこに行きたいんだ？」

　俺は再び椅子に腰を落として言う。

「？　今言ったけど」

「いや、此方が、俺が楽しめるように、色々考えてデートコースを練ってくれたのはありがたいし、嬉うれしく思ってる。でも、俺だけじゃなくて、此方の行きたいところにも行こうぜ。二人のためのデートだろ」

「別に問題ない。あなたの行きたい所が、私の行きたい所だし」

「なら、余計に此方の行きたい所ややってみたいことを教えてくれ。此方は俺のことを色々知ってるみたいだけど、それと同じくらいに、俺も此方のことを知りたいんだよ」

「……。……。……。わかった」

　此方は視線を左右に泳がせて、しばらく黙りこくった後、深く頷く。

　マスク越しだから口元は分からないけど、目が笑ってる気がする。

「よしっ。じゃあ、今度こそ行くか」

　俺は立ち上がり、椅子を元の位置に戻す。

「うん」

　此方も立ち上がり、スッと俺の横に立って、ナチュラルに腕組みをしてきた。

「さ、さすがに近くないか？」

「──私の好きなようにさせてくれるんでしょ？」

　此方が小首を傾かしげる。

「……おう」

　先ほどの発言を朝令暮改する訳にもいかず、そのまま歩き出す。

　俺の肘が時折此方の胸に触れて、ヒヤヒヤする。これは大丈夫なやつなのか？

　ハルカさんからの連絡がこないから、暫定セーフとしておこう。

　ビルを出て、美容室やカフェが立ち並ぶ小こ洒落じやれた大通りへと出る。

　そこの一角にある女性用ブティックの前で、此方は立ち止まった。

「ここか」

　俺は店の中を覗のぞき、唾を飲み込んだ。

　量販店の服で入るのにはちょっとハードルが高い感じだ。

　でも、ここで逃げ出すのは格好がつかないよな。

「いらっしゃいませー。彼女さんへのプレゼントですかー？」

　店員がニコニコ顔で話しかけてくる。

「か、彼女ではないですが、プレゼントはしたいですね」

　此方のおかげで漫画を再び描けるようになったのだし、『フォーリア』の原画展も観みられた。これくらいのお礼はしてもいいだろう。

「そうですか。その方のお洋服のサイズはご存じでしょうかー？」

「は、はい、それは本人に聞いて──あれ？」

　またいない。

　此方の来たかったはずの服屋なのに。

　俺は店員に若干不気味がられながらも、自分なりに精一杯、此方に似合いそうな服を選んで購入した。

　パソコンくらいの値段がしてちょっと面食らう。

「……何か買った？」

「あ、ああ。此方の趣味に合うかは分からないが」

　俺は紙袋を此方に差し出す。

「ありがとう」

　彼女は抱きしめるようにしてそれを受け取った。

「此方にはお世話になってるからな。──と、いうか、また姿が見えなかったけど、もしかして、体調悪いのか？　なら、無理しなくていいんだぞ」

　こうも何度も姿を消されると、さすがに心配になってくる。

「悪くない。むしろ快調」

　此方はケロリと言って、その場で小刻みにジャンプして見せた。

　本当に大丈夫そうだ。

「そう。ならいいんだが」

「次はこっち……」

　俺は此方に導かれるままに、色んな店を巡っていく。

　アクセサリーショップの後は、パワーストーンの店、そして、チーズと肉がメインの写真映えする料理を出す飲食店で夕食を食べる。

　日頃の服やインテリアのチョイスから、何となくもっとえげつないアブノーマルな店に連れていかれることを予想していたのだが、意外に普通の女子高生っぽいチョイスだった。

　ちょっぴり胃もたれを感じながら、腹ごなしに日の落ちた街をぶらついていると、またスマホが震える。

『条例上、午後十一時以降に青少年が繁華街を出歩いていると補導の対象になります。現在、九時半ですので、移動時間も考えると、そろそろ、余裕を持って締めに入るべきかと……』

　ハルカさんの親切なメッセージに、俺は『了解』のスタンプを返した。

「此方、もうそろそろ時間みたいだ。次の店で最後にしよう」

　スマホをポケットにしまい、此方へ伝える。

「──じゃあ、そこの路地を曲がった所にある店に行きたい。私も好きだし、あなたも気に入ると思う」

「わかった」

　そこは左右を飲み屋に挟まれた、本屋だった。

　総面積六畳ほどしかない狭い空間に、サブカル系の同人誌が雑然と陳列されている。

　同人誌と言っても、18禁のエロマンガではなく、マニアックな個人的研究をまとめた小冊子がメインである。

　コミケでいえば、三日目ではなく一日目に頒布されているような資料本の類だ。

「へえ、こんな店があったんだな」

「そう。ネットでは買えないようなおもしろい本が置いてある」

　此方は自身の顔を『媚び薬やくの作り方』というタイトルの本で隠しながら呟く。

「いいね。漫画の参考資料に使えそうだ」

（『ソロモンの呪文集』、『ローマ剣闘士の技術』……）

　厨ちゆう二に心をくすぐられるタイトルを見ると、つい手を取ってしまう。

　俺はわくわくしながら、夢中になって色んな棚を物色する。

「──あの、すみません。おもな　きみと先生ですよね」

　ふと声をかけられて我に返る。

　久々に音で聞いたペンネームが自分のものだと気が付くまでに少し時間がかかった。

「あっ、はい。そうです」

　声のした方を見る。

　眼鏡をかけた真面目そうな青年がそこにいた。

　俺よりは若干年下っぽい。大学生かな？

「いきなりすみません。僕、先生の作品のファンで、アプリの新連載も読みました！」

「本当ですか！　ありがとうございます」

　反射的に頭を下げる。

　俺の顔を知っているなら、にわかファンというものはあり得ない。

　アニメ化した時に、一応、インタビューを受けたから、ググれば顔の画像は出てくるけど、興味を持っていなければ知らないはずだ。

「握手──はこのご時世ダメですよね。あの、ノートにサイン、お願いしてもいいですか」

「もちろん、喜んで」

　俺はノートにサインする。

　おまけでキャラのイラストもつけておいた。

「あ、ありがとうございます！　有名人に会ったの初めてです。あの、僕、大学で漫画研究会に入ってるんですけど！　近くにサークルのメンバーもいて、先生に会ったら絶対喜ぶと思うんで、呼んでもいいですか！」

　青年は興奮気味にまくし立てる。

「え、ああ、はい」

　俺は愛想笑いを浮かべて頷いた。

　やがて、その漫画研究会の人たちが来て、俺を見てはしゃいでいた。

　俺はその全員にサインをして、彼らの質問に、できる限りで答えていく。

　正直、半分くらいは俺の漫画を読んでなさそうな雰囲気だったが、まあ、これをきっかけに興味を持ってくれればいいか。

「──あの、一緒に来てる人を待たせてるので、そろそろ」

　頃合いを見計らって、俺はそう口にする。

　若者特有のコミュ力で、下手すれば、「この後一緒に食事でも……」と言いかねない雰囲気だったので、早めに牽けん制せいしておきたかった。

　彼らが俺のファンだとしても、此方との貴重なデートの時間をこれ以上奪わせる訳にはいかない。

「あっ、すみません。お連れの方がいたんですね。てっきり、お一人かとばかり」

「え……」

　俺はキョロキョロと辺りを見回す。

　此方はどこに行った？

「じゃあ、失礼しまーす」

　漫画研究会の皆さんがそそくさと去っていく。

　俺は何冊かの本を手にその場に立ち尽くす。

（そういえば、今日、俺以外の第三者と話す此方の姿を見たことがない）

　そりゃ一度や二度なら、トイレに行ってたということもあり得るが、さすがにこうも他の誰かがいる時だけ、此方の姿が消えるなんてあり得るのか？

（──まさか、此方の存在は、やっぱり俺の妄想？）

　かつての疑念がまた頭をもたげる。

（いやいやいや、でも、さすがにあり得ないよな。ハルカさんも此方の姿を見てるんだし、こうやってラインもくれてる訳だし）

　一応、スマホを確認する。

　確かに、ＳＮＳにはハルカさんのメッセージが残っている。

　俺が精神的に追い詰められ、監禁されていた此方と二人っきりの時ならともかく、第三者の目が入った今、彼女の存在は確定的に明らかだ。

（……でも、待てよ？　ハルカさんの存在そのものが俺の妄想だとしたら？　誰が此方の実在を証明してくれるんだ。ＳＮＳのメッセージくらい簡単に自演できるしな……）

　男女平等の時代とは言っても、少年誌の漫画編集は九割以上が男性だ。

　そんな中、俺の担当編集は若い美人女性。しかも、それがこんなしょぼくれた漫画家に親身に付き合ってくれるほど性格がいいなんて、あり得るのか？

（そんな……。もしハルカさんが俺のイマジナリー編集なら、俺が漫画家だというのも妄想なのか？）

　なんて残酷な現実なんだ。

　それなら、もう少しいい妄想に浸らせてくれ。

　どうせなら、俺が『フォーリア』みたいな素晴らしい作品を生み出せる天才作家であるかのような夢を見せてくれてもいいだろ。

「……いい本買えた？」

「──はあ。此方、いたのか」

　俺はほっと胸を撫なでおろす。

「なんか、たくさん人が来てたから」

　此方がちょっと申し訳なさそうに言う。

　本の会計を済ませて外に出る。

　都会の夏は、夜でもむせるように暑い。

　駅を目指す。

　此方に負担をかけないように、ちょっと遅めに歩く。

　彼女は俺の服の袖をそっと摘つまんでついてくる。

　腕組みや手つなぎよりグレードダウンしたのは、俺を放置したことに負い目を感じてるからだろうか。

「一応確認したいんだが、今日、俺が誰かと話している時に姿を消していたのは、人見知りしてたからか？」

「うん。だって、もし急に私にまで話しかけられたらどうすればいいか分からないし。初めて会った人といきなり話すとか、無理だし……」

　此方は靴の先でアスファルトの上の小石を蹴飛ばして呟つぶやいた。

「そっか。無理をする必要はないけど、声もかけずに気配を消してどっか行くのは勘弁してくれ。色々心配になるだろ。喋しやべりたくない時は、それこそ、袖を引くとか、何か合図するとかでいいからさ」

　今回は何もなかったからいいけど、もし事故や事件に巻き込まれてたらと思うと気が気ではない。

「ごめん」

「いや、わかってくれればいいんだけどよ。──っていうか、日頃の買い物とか大丈夫なのか？　何日か前にはスーパーで食材買ってきてたじゃん。レジで『袋要りますか？』とか『ポイントカードはお持ちですか？』とか聞かれるだろ？」

「だって、スーパーにはセルフレジがあるし」

「散髪は？」

「『話しかけてこない美容室』を調べて行ってる。適当にモデルの画像を見せればいい感じにやってくれるし」

　マジか。漫画なら『モデルの写真を見せてその通りに切ってくれ』と言ったら、『似合わなくてがっかりするオチ』が定番だけど、此方は美形だから、普通にそれが通用するのか……。

「がっかりした？」

「何が？」

「私がこんなにダメな女の子で」

「がっかりはしないが、此方の将来のことを考えると、色んな人と喋れるようになった方がいいとは思う」

　俺は正直に思ってることを口にする。

「そう」

　此方が視線を伏せる。

「──でも、こんなに喋る此方を知っているのは俺だけなんだなって思うと、正直、ちょっと嬉うれしい自分もいる」

　俺はちょっと気恥ずかしさを感じながら付け加える。

「……そう」

　此方が顔を上げ、再び俺と腕組みをしてきた。

　こうして、俺と此方のデートは終わった。

　得るものがあったか。

　それはこれから漫画を描いてみないと分からない。
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　目を覚ますと、もう正午前だった。

　運動不足の俺は、どうやら、昨日、ちょっと街を歩き回っただけで疲れてしまったらしい。

　ハルカさんが作り置きしてくれていたブランチを食べ、此方こなたとのデート取材を基にした改善案のプロットをＡ４一枚に簡潔にまとめる。出社中のハルカさんに、メールでそれを提出する。

　そんなことをしている内に、半日授業を終えた此方が帰ってきた。

　制服から、昨日、俺が店で買った服に着替えて、見せつけてくる。

　俺は「似合ってる」などと誉ほめつつ、まったり今できる作業をしながら、昨日買った資料本の話などもして、和やかな時を過ごした。

　夕方の時報が鳴る頃から、此方が食事の準備を始める。

　ハルカさんはちょっと遅くなりそうなので、俺たちだけで先に晩御飯を頂く。

　食後のお茶を飲み終わる頃、ハルカさんが帰ってきた。

「お待たせしました。失礼ですが、食事をしながら戻しをさせてもらっても構いませんか？」

　手洗いうがいを済ませたハルカさんが俺に聞いてくる。

「あ、はい。俺は全然大丈夫ですが、食事くらいはゆっくりとった方が……」

「お気遣いくださりありがとうございます。ですが、外での打ち合わせだと思えば、食べながらでも大丈夫ですよ」

　ハルカさんは冷めたチンジャオロースを温めもせずに部屋に運びこみ、食べ始める。

「──ということで、俺は、ヒロインに振り回される形でのデート描写に振ろうかと思っているのですが……。最近は、主人公をリードして甘やかしてくれるようなヒロインに需要があるようなので」

　彼女の向かいに座った俺は昨日の此方との取材を踏まえ、提出した資料の内容を補足しつつ告げる。

「ふむ……。そうですね。主人公を甘やかしてくれる母性があるヒロインは確かに人気ですが、それは主人公の主体性をオミットして良いということにはなりません。少年誌はある意味保守的な価値観で構成されているので、ここは変な色気を出さずに、普通に主人公がヒロインを精一杯エスコートするという王道展開で問題ないかと思います。家の中でも支配され、外でも言われるがままだと、あまりにも予想通りの展開ですし」

「なるほど。おっしゃることはごもっともかと思いますが、それでは主人公が精神までもヒロインにコントロールされているという表現として成り立ってますかね？」

「そのままでは成り立ちません。ですので、パッと見は主人公がリードしているように見せかけて、ラストでそれが全てヒロインの誘導やすり込みによるものだった、とタネ明かしした方が、意外性とヒロインの狂気を表現できると思います」

「なるほど！　確かにそちらの方がおもしろそうですね」

　俺は膝を叩たたいて頷うなずく。

「それは違う！」

　俺の隣の此方が語気を強めて言い、テーブルに麦茶の入ったコップを叩きつけるように置いた。

「お、おい。此方？　いきなりどうした？」

　俺はいきなりカットインしてきた此方に面食らう。

　最近は大人しめだったのに、なんで急にこんなに反発し始めたんだ。

「恋人としてあなたの作品を守らないと」

　此方が俺をじっと見つめて言ってくる。

　いつ恋人になったんだ。

　もしかして、デートしたから？

　あれはあくまで取材だぞ。

「違う、とは？」

　ハルカさんは、白米とチンジャオロースを完璧な配分で交互に口にしながら問う。

「ヒロインはデートシーンで我田引水するような卑ひ怯きような行動はしない。そもそもヒロインの行動原理は主人公を応援すること。あくまで主人公のために動いているという前提を忘れている。デートは主人公を喜ばせるためにやるのであって、ヒロイン自身が楽しむために計画したものではない」

「ふむ。此方ちゃんならそうするのかもしれませんが、この漫画のキャラクターは此方ちゃんをモデルにしていても、此方ちゃんではありません。漫画で此方ちゃんの言ったような展開にすると、ホラーとしてもラブコメとしても、ヒロインのキャラが薄くなります。よって却下です」

「リアリティを得るために取材をしたんじゃないの？　彼が言った展開の方が昨日の私たちに近い」

「リアルとリアリティは違いますよ。ルポ漫画ならともかく、架空のストーリーに必要なのは、リアルではなくリアリティです。此方ちゃんがおっしゃっているのはリアルの方です」

　ハルカさんはきっぱりと断言する。

「漫画家の意向を尊重するのが編集という仕事なんじゃないの？　話を聞いてれば、編集さんは彼のアイデアをいつも否定して、全然好きに描かせてあげる気配がないんだけど」

「はあ……。漫画家の意向を尊重することと、その発言を安易に受け入れることは真逆の概念ですよ。ともすれば漫画家の嫌がりそうなことでも、忌き憚たんなく言い合える関係を築けるのが良い編集だと自分は思いますが」

　ハルカさんは困ったように眉をひそめて、肩をすくめる。

「でも、結局、全部編集さんの言いなりになってるじゃん。彼の人の良さに付け込んで──」

「此方。それくらいにしてくれ。俺とハルカさんの会議だ」

　俺は此方の肩に手を置いて言う。

　これ以上、放っておいたら、とんでもない暴言を吐きそうな気配がした。

「でも……」

「此方。此方は俺の一番のファンかもしれない。それでも、あくまでファンなんだよ。そこの境界からはみ出ることを認めてしまうと、俺は自分をプロの漫画家と認められなくなる」

　俺は有無を言わせない口調で言う。

「……」

　此方が押し黙る。

　でも、マスク越しでも唇を突き出しているのがわかるくらい不満げだ。

「ハルカさん、すみません。俺から此方によく言っておきますんで」

「そうですか……。それでは、お風呂、先に頂きますね」

　ハルカさんはそう言って、食べ終わった皿を持って、部屋から出て行った。

　空気を読んでくれたのだろう。

「……お世話してくれる女なら誰でもいいんだ」

「は？　どういうことだ？」

「私より料理も上手うまくて、器用で、漫画にも詳しい女が出て来たから、私はもう用済みなの？」

「意味わからねえこと言うなよ。ハルカさんは此方の代わりじゃないし、此方もハルカさんの代わりにはならない。当たり前だろ」

　此方の的外れな懸念を一蹴する。

　どうしたらそんな考えになるのか、全く理解できない。

「……なら、なんで編集さんの言いなりになるの？　あなたの作品でしょ。編集さんのじゃない」

「それは、俺がハルカさんの漫画編集者としての能力に全幅の信頼を置いてるからだよ」

「どうして？」

「……まあ、そりゃ、いきなりただ『信頼してる』とだけ言われてもわからないよな。──はあ。俺にとっては恥になる話だから、誰にも言いたくなかったんだが、聞いてくれるか？　つまらない自分語りになってしまうけど」

「聞きたい」

　此方が俺の方に身を寄せてくる。

「まあ、よくある話なんだけどな──」




　　　　＊　＊　＊




　高校卒業後、漫画家志望の俺は、上京し、早速漫画編集部に原稿の持ち込みを始めた。

　最初に持ち込んだのは、多くの漫画家志望者がそうであるように、少年誌で一番知名度がある某レーベル。

　待ち合わせ時刻から三十分遅れでやってきた眼鏡で小太りの編集者は、俺の漫画をパラパラと見るなり、『絵もストーリーもプロとして最低限のレベルには達しているが、個性がなく平凡なのでうちでは厳しい』と言い放った。

　その時はちょっとヘコんだが、まだ落ち込むというほどではなかった。

　まあ、さすがに若く自惚うぬぼれがちな十代とはいえ、競争率の一番高いその雑誌で受け入れられると思うほど、俺は自分の実力を過信していなかった。

　なので、早速別の編集部に持ち込むことに決めた。

　正直、最初の一つを除けば、どのレーベルも優劣がつけがたい規模だったので、アポが取れた所から手あたり次第にいく。

　二番目に持ち込んだ所のスキンヘッドの編集者は、時間通りに来た。

　そして、『可もないが、不可もない。いかにも漫画を読んで描いた漫画といった感じで、作者のバックボーンを感じないので、伸びしろを重視する新人としては、これを採用するのは厳しい』という言葉を残し、「昼休みが終わるので」と去っていった。

　三社目の編集の顔は、あまりにも面会時間が短かったので覚えていない。ただ、『適当に流行の上っ面を撫なでるだけの漫画はウチにはいらない』と言われたのは、今でもはっきり耳に残ってる。

　そして、四社目の編集者に、アポイントメントをドタキャンされる頃には、すっかり自信をなくしていた。

　どの編集者からも皆、判を押したように同じような理由で断られ、俺ごときではプロの漫画家になるなんて到底無理だと打ちひしがれていた。

　正直、もう地元に帰りたい気分だった。

　それでも、もうアポイントメントを取ってしまっていたので、今更、こちら側からキャンセルするのも失礼かと思い、俺は最後の五社目に重い足取りで向かった。

　そこで出会ったのが、ハルカさんだった。

　他の編集者の五倍くらいの時間をかけて原稿を読み込んだハルカさんは、

「ありがとうございました。結論から言うと、あなたには光るものがあると思います」

　と言った。

「本当ですか!?」

　俺は思わずびっくりして立ち上がってしまう。

「……えっと、持ち込むということは一番の自信作なんですよね？　なぜ驚かれているんですか？」

「い、いえ、おっしゃる通りなんですけど、他の出版社の編集者さんに、個性がないとか、伸びしろがないとか、流行の上っ面を撫でてるとか、色々言われて、自信がなくなってしまって」

　俺は頭を掻かいて、ロビーの椅子に腰かけた。

「この漫画は、ありがちなストーリーを適当に描いた訳ではないですよね。描きたいテーマが、たまたますでに擦こすられすぎたものだっただけで。絵の凡庸さは、世界観に合わせた結果であって、これしか描けないという訳ではないでしょう？　デッサンはきっちりしてますし、手を抜いてこのデザインにしたとは思えないので。器用すぎたので、逆にテンプレのコピーだと捉えられたのでは？」

「き、器用かは分かりませんが、このジャンルだけにこだわっている訳じゃなくて、色々描きたいものはあるんです。ストーリーの方がまとまってませんが、キャラデザだけなら、これとか、これとか！」

　俺は鞄かばんからスケッチブックを取り出し、ハルカさんへとアピールする。

「なるほど……。分かりました。あなたは素直なんですね。それは漫画家として美徳だと思います。もし平凡だとしたら、いい方の『普通』です」

「ありがとうございます。でも、いい意味での『普通』なんてあるんでしょうか。その、偏見かもしれませんが、漫画家さんは個性的じゃないとなれないようなイメージがあったので」

「そうですね。漫画家さんの性格の傾向についてはデータがないのでよくわかりませんが、もし、漫画家が全員個性的な性格をしているとして、その中に一人、普通の人がいたら、それは逆に個性でしょう」

　ハルカさんは穏やかな口調で言う。

　彼女の包み込むような優しい笑顔を見たその時、俺は一生この人についていこうと決めた。

　でも、結局、その原稿を元にしたデビュー作は、笑ってしまうくらい売れなかった。

　実はハルカさんにとっては、俺のデビュー作が、入社して初めての立ち上げ作品だと他の関係者から聞き、俺は彼女のキャリアに泥を塗ってしまったことをひどく後悔した。次はプライドもこだわりも投げ捨てて、何としてでも売れる作品を描いてやると誓った。

　俺が描きたいように描いたデビュー作は評価されなかった。だから次回作では、俺は極力自分の意見を抑えて、ハルカさんの提案を全面的に受け入れた。ハルカさんが誉ほめてくれた「素直」さとやらに賭けてみるしかなかった。

　その結果、深夜でアニメ化する程の、俺としては望外の大ヒットとなった。

　ちょっとは実力がついただろうと、三作目には自分の描きたいものを五割くらいは入れた作品を描いてみた──が、結果はあえなく打ち切り。

　爆死というほどひどくはなかったが、長く続けられるほどの売り上げはなく、三巻までしか続けられなかった。




　　　　＊　＊　＊




「──ということで、田た中なかハルカという編集者がいなければ、俺は漫画家になれなかったし、此方が好きだと言ってくれる作品もこの世に存在しなかった訳だ。彼女は此方の思っている以上に俺の作品を尊重してくれているよ。下手に俺が個性を出すよりも、ハルカさんに主導権を握ってもらった方が作品にとって幸せだと思うから、俺はあの人の意見を受け入れているんだ」

　才能に溢あふれていて、どこのレーベルに行っても、どの編集と組んでも上手くやっていけるような天才もいるかもしれないけど、俺はそちら側ではない。だから、ハルカさんとフレアコミックスが必要としてくれる限り、俺は骨をうずめるつもりだ。

「私はあなたが強く出ている、一作目と三作目が特に好きなんだけど」

「話聞いてたか？　やってみたけど、売れなかったんだよ」

「……それでも、私はあなたの描きたいものを描きたいように描いて欲しい」

「そう言ってくれるファンがいるのは本当に嬉うれしいが、俺は専業漫画家だからな。ある程度売れてくれないと飯が食えない」

　俺は苦笑して言った。

　実は此方のような意見をもらったのは、これが初めてではない。

　漫画とは不思議なもので、売れなかった漫画ほど、濃いファンから支持されていたりするのだ。

「なら私が養う」

「それだと、俺は漫画家じゃなくてヒモだな。此方は漫画家じゃなくなった、ただのヒモの俺のファンでい続けてくれるのか？」

「……迷う」

　此方が腕組みして俯うつむく。

　迷うのか。

「とにかく、此方がファンとして作品に忌き憚たんのない意見をくれるのはいい。というか、歓迎だ。でも、商業連載に関しては、俺はハルカさんの言うことをきく。ハルカさんのためじゃなく、俺自身のために、これは譲れない。いいな？」

「──わかった」

　此方が静かに頷く。

　コップの外についた水滴が垂れて、テーブルを濡ぬらした。
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　作業は順調だった。

　そもそも全体からして、根本的な修正というよりは微調整に近い作業だし、懸念だったデートシーンの問題も、実際に取材で経験したことで解決した。デートをする時の人の気持ちが理屈でなく肌感覚で分かったし、ハルカさんが撮っていてくれた資料のおかげで画え的なイメージも湧きやすくなったからだろう。

　この調子なら、締め切りには確実に間に合うはずだ。

　仕事に目途がつくと、周囲に気を配る余裕も出てくる。

（此方こなた、もしかして、落ち込んでる？）

　補講から帰ってきた此方は、部屋の隅で大人しく教科書を開いている。

　いつも通りといえばいつも通りなのだが、何となく寂しそうな雰囲気だ。

（ちょっと昨日は強く言い過ぎたかもな……）

　しょんぼりしている此方を見ていると、捨てられた子犬みたいに放っておけない気持ちになる。

（とはいえ、直接連載企画に関わらせる訳にはいかないし──いや、待てよ。関わらなければいいのか）

「あの、ハルカさん」

　突如ひらめいた思いつきを形にするため、俺はハルカさんに声をかける。

「なんですか？」

　ハルカさんがパソコンから顔を上げる。

「現状、スケジュール的にはかなり順調ですよね」

「そうですね。二週間後が締め切りですが、大体一週間くらいは遊びがあるかと」

　ハルカさんが頷く。

「なら、提案なんですが、商業連載用とは全く別の展開で、『見知らぬ女子高生に監禁された漫画家の話』のＩＦルートを、俺のＳＮＳで公開しても構いませんか？　あくまで趣味という形で」

「ＩＦルートですか……。なるほど、最近の漫画はＷＥＢマーケティングも大切ですし、余裕があるのでしたら、是非お願いします」

　ハルカさんがにこやかに言う。

「許可を頂き、ありがとうございます。では、仕事の合間に描きますね」

　俺はそう言って、此方をチラッと見るが──俺の意図には気付いてないか。

「あー、でも、ちょっと不安だー。趣味とはいえ、みんなに見せるものだし、誰かにアドバイスして欲しいなー。でも、仕事以外のことでハルカさんに相談する訳にもいかないもんなー。誰か、いい人はいないかなー、例えば、俺のすごいファンとかなー」

　俺はそうわざとらしい独り言を呟く。

「わ、私！　私がやる！」

　此方が座ったまま、カルタ取りの熟練者のような動作で俺の前へ身体からだを投げ出してくる。

「そうか。助かるよ。此方ほどのファンがアドバイスしてくれるなら安心だな」

「絶対いい作品になる」

　此方は自信ありげに言って、上目遣いにこちらを見た。

「おう。頑張ろうぜ。でも、学校の勉強に支障が出ない程度にな？」

「わかった。……それと、編集さん」

　此方はそこで立ち上がり、腰に両手を当てて、ハルカさんを睨にらんだ。

「なんですか？」

　ハルカさんは真っ向からその視線を受け止める。

「私と勝負して欲しい」

「勝負？」

「私が監修した彼の漫画が、ＳＮＳで一万人からいいねをもらえたら、もう少し彼の好きに描かせてあげて欲しい」

「此方、だから、連載本編には──」

「わかってる。具体的に連載の中身をどうこうしろって言いたいんじゃない。ただ、彼の個性は彼が思っている以上に素晴らしいということを認めて欲しい。編集さんにも、彼自身にも」

　此方は懇願するように言う。

　どうやら、此方は俺以上に俺の個性とやらを信じてくれているらしい。

　ファンというのは皆このように温かいものなのだろうか。

「いいですよ」

　ハルカさんはあっさり頷うなずいた。

「い、いいんですか？」

　俺はおずおずと問う。

「もちろん。此方ちゃんの出した条件に実害はないですし、お仕事ではないにせよ、目標はあった方がいいでしょう」

　ハルカさんは冷静に言って、また仕事に戻る。

　ちょっと想定外の展開となったが、確かに目標はあった方がいい。

　趣味とはいえ、たくさんの人に楽しんでもらえるように頑張ろう。

「えっと、じゃあ、早速、ＳＮＳ版のコンセプトでも考えるか？」

　俺は此方に問いかけた。

「考える」

　此方がコクコクと頷く。

　こうして、俺は此方とも一緒に漫画を作ることになった。
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　結局、日中は仕事の方の原稿を描き、此方こなたが学校から帰ってきてからはＳＮＳ版の作業をすることで話はまとまった。

「女子高生が漫画家に執着する理由が欲しい。ファンだから、だと監禁するに至るにはちょっと弱いと思うんだよな。他のファンと一線と画する何か特別なやつがいると思う」

　夜。

　俺はスケッチブックを鉛筆で軽く叩たたきながら呟つぶやいた。

　昨日、此方と相談した結果、ラブコメ推しの連載版と区別するためにホラー要素を強化していこう、という話になったのだが、その具体的な方策が分からない。

「前世からの運命」

　此方が即答した。

「輪りん廻ね転生か。『火の鳥』を持ち出すまでもなく、定番だな。個人的にも、日本っぽいっていうか、諸行無常な感じで好きだ。余韻があるっていうかさ」

「そう。転生モノなら最近の流行はやりだし、人気が出るんじゃない？」

「ふっ……」

　ハルカさんが失笑を漏らす。

「なに？」

　此方がハルカさんをジロりと睨む。

「いえいえ、失礼。自分のことは気にせず、続けてください」

　ハルカさんが軽く頭を下げて、作業に戻る。

「……私から、一つ展開の提案について疑問があるんだけど」

　此方がちょっと籠った声で言う。

「どんな？」

「ホラー要素を強調するには、今のままだと『敵』が足りなくない？」

「敵が足りない？　主人公にとっての敵は、監禁してくる女子高生だろ？」

「？　ヒロインは主人公の味方でしょ？」

　此方が首を傾かしげる。

「いや、この物語の視点人物は主人公だから、ヒロインが主人公のことを助けるために監禁してるとは、中盤まで気が付かないだろ」

「……だとしても、バトルモノだと、一人の敵と対たい峙じした後に、次々と新しい敵や強い敵が出てくるのが定番じゃない？」

「まあ、そうだな。とすると、アレか。最初は敵だと思っていたヒロインが、実は味方だったと、色んな奴やつらに襲撃されて気が付くみたいな」

「そう。高校卒業から五年以上も経たつのに未いまだに定期的に連絡してくる元同級生とか、デッサン用に二年前に一度花束を買っただけなのにしつこくメッセージカードを送ってくるフラワーショップの女とか、この漫画家が好きな部位を覚えていて、行く度にサービスしてくるケンタッ○ーの店員とか、同僚の漫画家も編集も、この漫画家の周りにいるヒロイン以外の女は全員敵だから」

　此方が我が意を得たりとばかりに深く頷いて、立て板に水のごとく喋しやべり出す。

　なんか例がどれもやけに具体的だな。

　心当たりがあるようなないような。

「『トゥルーマン・ショー』みたいなことか。全部仕組まれていた？　ホラーとしてはありかもな」

「でしょ？　主人公は六次元生命体に選ばれた、人類を更なる高次元にアセンションさせるメシア的存在だから、それを妨害したいバアル陣営は肉体の鎖を強化するためにハニートラップをしかけてくる。でも、ヒロインだけは運命で繋つながっている天王星人だから、真実の愛で主人公を導くことができて──」

「ちょ、ちょっと待て。今メモるから」

　此方のアイデアは止まらない。

　まあ、さすがにやりすぎな所はカットしないと厳しそうだが、基本的な方針は此方の言ってる感じであり……なのだろうか。確信は持てないが、気軽に試せるのがＳＮＳに漫画を載せるメリットだ。ダメだったら取り下げてもいいし、とりあえず描いてみるか。
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　今日も漫画の作業をする。

　完了した部分をハルカさんに提出し、戻しが来るのを待つ間、ＳＮＳ版の方の原稿も描いてみる。

　といっても、いきなり本編に入るのは怖いので、ダイジェストで、昨日、此方こなたの言った感じのストーリーを仕上げてみた。よくある映画予告風に仕立てた、２ページほどの漫画だ。

　俺は『実験中』という言葉を添えて、早速その漫画をＳＮＳにアップしてみる。

　いまいち反応は鈍いが、それでも夕方──此方が学校から帰ってくる頃には、いくつかコメントがついていた。

『ダンダダ○リスペクトかな？』

『先生の精神状態が若干心配』

『ト○ンプとか好きそう』

　いまいち微妙な反応だ。

　不評というよりは困惑している感じのコメントが多い。

「──ということで、このままのコンセプトでいくのは、得策じゃなさそうだな」

　俺はスマホを此方に向け、実際のコメントを示しつつ、やんわりと難色を示す。

「そう。──ごめん。正直言うと、私、あまりＳＮＳの流行とか、詳しくなくて」

　此方が俯いて言う。

　マジかよ。俺のパソコンとかめっちゃハッキングしてきてたのに。

　いや、ネットストーキングの知識と、ＳＮＳでバズる漫画の知識は別問題か。

「まあ、気にするなよ。色々試してみよう」

　俺は気楽に言った。

「わかった。……ＳＮＳでどんな漫画が人気なのか勉強するから、ちょっと待ってて」

　此方はそう言って、彼女自身のスマホにかじりつきになる。

「先生。そちらのお話は終わったようですので、戻しをさせて頂いてもよろしいですか？」

　ハルカさんがタイミングを見計らったように話しかけてくる。

「あっ、はい。もちろんです。仕事の方が優先なので、俺たちのことは気にせず、いつでも入ってきてください」

「いえ、それほど時間をとるような話でもありませんでしたので。原稿、頂いたものでほぼＯＫです。細かい所は原稿にコメントを入れておきましたので、そちらを確認してもらえばと」

「ありがとうございます」

　俺は頷いて、ハルカさんから送られてきたデジタルデータを確認する。

　こちらは相変わらず順調だ。

「……」

　此方が眉根を寄せて、身体からだを震わせている。

　漫画なら、『ぐぬぬ……』と効果音をつけたくなるような光景だった。

　プロのハルカさんに、編集としての仕事で張り合うのは無謀だと思う。でも、此方のやる気に水を差すのも気が引けて、俺はそれ以上何も言えなかった。
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　此方こなたは早速、有言実行でＳＮＳでバズる漫画のコツの勉強を始めた。

　朝から食パン片手にスマホをいじり、学校から帰ってきてからも、ルーズリーフにメモを取りながら、ＳＮＳとにらめっこしている。

「分からない。なんで……」

　此方がスマホとにらみ合い、しきりに首を傾げている。

「どうした？」

「バズってる漫画と、そうでもない漫画を比べてるんだけど、どうしても納得できない作品があって」

「どれどれ、見せてみ？」

　俺は身体を横に向け、隣に座った此方に向き直る。

　ファッションや勉強のことなら何のアドバイスもできない俺だが、さすがに漫画のことなら自信がある。

「まずはこっち。絵も綺き麗れいだし、ストーリーにもきちんと起承転結がある」

　此方が俺にスマホの画面を向けてくる。

「確かに。画力も平均より上だし、きちっとセオリーを守ってる丁寧な漫画だな」

　俺はページをめくりながら頷うなずく。日常で異性に感じた些さ細さいなときめきが、よく表現できている。

「だよね？　で、次はこっち」

「ふむふむ。なる……ほど……」

　俺は此方に提示された次の漫画を読み進め、言葉に詰まる。

『※センシティブな表現が含まれています』との注意書きを突破して、フリックしたその先にあったのは、露骨なエロ絵だった。

　これは、ギリギリを攻めたな。

　下手したらアカウントが凍結されかねないレベルだぞ。

「さっきのより絵が微妙だし、オチも投げっぱなし。なのに、こっちの方が圧倒的にバズってる。どうして？」

「えっと、確かに、デッサン自体はさっきの方がきっちりしてるんだけどな。こっちは色の塗りが上手うまいんだよ……。ストーリーは、過程を省略することで、敢あえて読者の想像に任せているっていうかな」

　俺はそう婉えん曲きよく的てきに答えるのが精一杯だった。

　まさか、華の女子高生を前に、『こっちの方がドスケベなのでバズってます』とストレートに答える訳にはいかないだろ。セクハラになるし。

　そもそも、エロ系のバズりは必ずしも絵の上手さに比例しないからなー。多少デッサンが狂っていても塗りでごまかせるし、そもそもシチュエーションやアイデア重視な所がある。

「でも、そういう塗りとか、技術的な細かいことって、普通の読者は分からないんじゃないの？　ストーリーも、最近は分かりやすさ重視で細かく説明するような漫画の方が人気なはずだけど……」

「えっと、一般的な漫画ではそうかもしれないが、この場合は特殊ケースでな……」

　プロでなくてもエロ漫画の良よし悪あしは分かる。技術的なことはともかく、エロ絵で重要なのは『股間にくる』ことだ。

　でも、これは男じゃないと分からない感覚だしな。どう論理立てて説明すればいいものか。

「──はあ……。先生がおっしゃりにくいようなので、自分が代わりにお答えしましょう。あれこれ理屈をつけようと思えばつけられますが、究極的には、バズってる漫画とバズっていない漫画の違いは、単純に前者の方が後者より、性的欲情を喚起する絵とシチュエーションを表現できているから──一言でいえば『エロいから』です。ちょっと上手いくらいの絵なら、エロ絵には勝てません。人の欲望に応えるコンテンツはシンプルに強いんですよ」

[image: ]

　ハルカさんは、空の湯のみを手に立ち上がり、こちらを一いち瞥べつして呟つぶやく。

「そうなの？」

「そうだと思います」

　俺は両手を顔で覆って言った。

　別に俺は何も悪くないのだが、男という生き物の性さがそのものを責められているような気がして恥ずかしかった。

「バズってる理由は分かった。でも、彼の漫画はそんな安易な手段に頼らなくても多くの人に読んでもらえるし」

「その点に関しては自分も同意ですね。エロは強いですが、売り上げの上限も決まっているので、先生にはさらなる高みに突き抜けて欲しいです。初めて意見が合いましたね」

　ハルカさんはそう言い残して、キッチンへと向かう。

「……もうちょっと情報収集させて」

　此方がまたスマホを睨にらんで言う。

「おう。気の済むまでやってくれ！」

　俺は開き直って叫ぶ。

　こうなったらとことんまで付き合ってやろうじゃないか。
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「あるあるネタ？」

　俺は呟く。

　手元には、ホチキス留めされたルーズリーフのレポートがあった。

　全て此方こなたの手書きである。

　帰ってくるなり、勢いよく押し付けてきたところを見るに、相当自信があるらしい。

「そう。あるあるネタ。動画サイトやＳＮＳで人気でしょ？」

「確かにあるあるネタは安定した人気を見込めるな。『漫画家あるある』でも描くのか？」

『監禁あるある』は、さすがに共感できる人が少なすぎるしな。

「調査の結果、『漫画家あるある』は、ライバルが多すぎると分かった。ネタに困った漫画家はすぐに『漫画家あるある』に手を出しがちじゃん？」

　此方が首を横に振って言う。

　確かに取材もいらず、編集や同業者に内輪ウケするから描きがちなんだよなー。

「……耳が痛い。じゃあ、なにあるあるにするんだ？」

「女子高生あるある」

「女子高生あるあるも相当に使い古されてないか？」

「『おじさんが考えた女子高生あるある』はありふれてる。でも、女子高生本人が考えたリアルな女子高生あるあるは、それほどでもない。エッセイ風漫画ならともかく、ストーリー漫画は特にね」

　此方、それは思っていても言ってはいけないやつ。

「まあ、キャラクターのリアリティを出して、親近感を持ってもらうためには、『女子高生あるある』を盛り込むのも悪くないかもな」

「でしょ？　ということで、私が考えたあるあるネタをそのレポートにまとめておいたから、自由に使って」

「わかった。ありがたく使わせてもらうな」

「ふう……。じゃあ、私は夕飯を作るから」

　此方は一度天井を仰ぎ、やり遂げた感を出しながらキッチンへと向かった。

「おう。ありがとう」

　俺はそう言って、レポートをペラペラめくる。

『女子高生あるあるその１：占い気にしがち』

（おっ。なんかすごく女子高生っぽい）

『結果が悪いと占い師の正体を調べがち。そして、呪いがち』

（えっ、そうなのー？　女子高生ってそうなのー？）

『女子高生あるあるその２：校門の前に迎えのベンツが渋滞しがち。たまにプリウスがあるとかわいくて和む』

（いや、これはさすがに桜おう葉よう限定だろ。普通の学生は電車か自転車通学だろ？）

　俺は心の中で突っ込みを入れる。

　まあ、お嬢様あるあるとしてならありなのか？

『女子高生あるあるその３：年上を好きになりがち』

（これはなんとなくティーンエイジャーっぽい）

『彼の全てを知りたくなりがち。彼の髪とか使用済みティッシュとか集めがち』

（いやいや、これもおかしくね？　そういえば、監禁されてた時、此方は俺の髪をジッパー付ポリ袋の中に詰めてたな）

　その後も此方の『女子高生あるある』は、その20くらいまで続いた。

　俺的には何かどれもしっくりこないが、女子高生の生態なんか知るはずもないし、案外こんなものなのかもしれない。

（連載原稿も出したし、ハルカさんも出社中でしばらく反応なさそうだし、描ける時に描いちゃうか）

　とりあえず、明らかにヤバそうなネタは除いて、きら○風の四コマ漫画にまとめて様子を見ることにした。

『実験その２　女子高生あるある　すぐ消すかも』

　と、予防線を張った上で、ＳＮＳにアップする。

　四コマは分かりやすかったのか、割とすぐに反応があった。

『女子高生……あるある？』

『異常者になりきったエッセイ漫画とか一時期バズったよな。それの亜種？』

『お嬢様女子高生ストーカーが実在するなら夢がある』

『つまりおもな先生が黒髪ロングの美少女ＪＫである可能性が微粒子レベルで存在する？』

『なお現実（※俺のインタビューの動画の切り抜き画像の添付）』

『それはおもな先生が恥ずかしがり屋さんだから顔を世間に晒さらしたくなくて、それっぽい代役のお兄さんを雇っただけなんだよなあ』

『こうどなじょうほうせん』

『もし作者が本当に女子高生なら人生エアプだろ』

　どうやら、四コマ漫画としてはともかく、あるあるネタとしては不評みたいだ。

　この感想を此方が見たら傷つくかもしれないから、早めに消去しておこう。

　やがて、此方の料理ができて、俺たちは食卓につく。

　今日は、肉じゃがか。おいしそうだ。若干和食っぽいメニューなのは、ハルカさんに対抗しているのだろうか。

　そして、そのハルカさんからは、『今夜はそちらに帰れるか分かりませんので、自分のことは気にせず寝てください』とのメッセージが来てた。

　なにやら忙しそうだ。

「漫画描けた？」

「ああ。ちょっと此方のアイデアを四コマにしてアップしてみたけど、どうも微妙みたいだな。女子高生と一口に言っても、地域差もあるし、進学校か、それ以外かとか、色々立場は違うからな」

　俺はちょっと誤ご魔ま化かして答える。

「確かに、きっと田舎と都会の女子高生は違うし、関西と関東の女子高生も違うよね──ごめん。また、ダメだった」

　此方がほくほくのじゃがいもを箸で割りながら俯うつむく。

「いや、着眼点自体は悪くなかったと思うぞ。実際、最初の輪りん廻ね転生のやつよりは読者の反応も良かったし。徐々に改善はされているって」

　俺はそうフォローする。

「……そうだよね。頑張る」

　此方がクッと唇を引き締めて言う。

　俺たちは、夕食を終えた後、また新たなアイデアを出し合った。

　ハルカさんは、家に帰ってこなかった。
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　ハルカさんが帰ってきたのは正午を過ぎてのことだった。

「お帰りなさい──もしかして、徹夜ですか？」

　いつも飄ひよう々ひようとしているので疲労が表に出にくい彼女だが、それでも赤く充血した目は隠せない。

「……ご心配かけて申し訳ありません。唐突で申し訳ありませんが、しばらくこちらには帰れそうにありません。本当にすみません」

　ハルカさんは俺の質問には答えず、深く頭を下げる。

　ただならぬ雰囲気だ。何かトラブルでもあったのだろうか。

「あの、同居の件は全然大丈夫ですけど、原稿の方は……」

「先生の原稿はすでに十分に企画会議に出せるレベルに達していますので、前に戻した所を直して頂ければ問題ないかと思います。むしろ、同居させて頂いたことでやりとりする回数が増えて、自分が口を出し過ぎてしまったくらいですので……」

　ハルカさんが忙せわしなくキャリーバッグに荷物を詰め込んでいく。

　俺に連絡するだけなら電話でもメールでもいいので、これを取りに来たのだろう。

「承知しました。あの、せめて、此方こなたが作ったサンドイッチでも召し上がっていきませんか？」

「お気遣い頂きありがとうございます。ですが、急ぎますので──失礼します」

　また頭を下げながら、キャリーバッグを引いて、慌ただしく部屋から出て行った。

（ハルカさん、大変そうだな。──何か手助けできればいいけど、俺は所詮、ただの漫画家だし）

　もし俺が彼女の同僚だったなら、何かできることはあったかもしれない。

　でも、俺は編集者ではなく、あくまで彼女が担当する漫画家の一人に過ぎない。

　ただの取引相手であって、それ以上でもそれ以下でもないのだ。

（俺ができるのは、なるべく早めに原稿をあげて彼女を安心させるくらいか……）

　そう結論づけて、連載用の原稿に取り組む。

　一時間ほどした頃、ふと尿意を覚えた。

（夏だからってちょっと水分補給しすぎたかな）

　席を立ち、早歩きでトイレに向かう。

　用を足し、部屋に戻る途中、ふと視界の端に違和感を覚えた。

（これ、スマホ!?　危ねっ、危うく踏む所だった。……ハルカさんのだな、これ）

　俺のスマホではないし、此方のスマホとも違う。と、なれば消去法的にハルカさんのしかない。

　位置から考えて、玄関に座って靴を履こうとする時にポケットから落ちたのか。

　よっぽど急いでたんだろうな。どうしよう。ハルカさん、困ってるよな。

（とりあえず、編集部に電話するか）

　編集部に直接電話するのは数年ぶりだ。

　スマホにも一応番号は登録してあったけど、変わってないか不安だったので、ハルカさんから来たメールをチェックし、末尾に記載された連絡先にかける。

　ちょっと緊張するな。

「はい。フレアコミックス編集部です」

「すみません。おもな　きみとと申します。担当編集の田た中なかハルカ様にお取次ぎ願えますでしょうか」

「承りました。少々お待ちください」

　電話口から保留音が聞こえる。

「はい。田中っす」

　やがて聞こえてきた声は、俺の聞きなれた声とは全然違った。

　具体的には、軽い感じの男性の声だった。

「えっと、あの、ハルカさん……ではないですよね。もしかして、田中修しゆう二じ様ですか？」

　俺は推測を口にした。

　フレアコミックスには田中さんが二人いる。だからこそ、俺はハルカさんを下の名前で呼んでいるのだ。

「そうっす！　『なんでおもな先生が私に？』と思ったら、多分、新人が『田中』のとこだけ聞いて取次ぎを間違えたんっすね。すみません。最近の子って電話応対が苦手な奴やつが多くて」

「なるほど、ちょっと俺も声が小さかったかもしれません。……それで、えっと、ハルカさんは？」

「ちょっと今、出払ってるっすね。伝言があるならこちらから伝えておきますよ。どうしました？」

「ありがとうございます。えっと、俺の家で打ち合わせした後、ハルカさんがスマホを忘れていかれたみたいなので、早めにご連絡差し上げた方が良いかと思いまして」

　同どう棲せいしているということをハルカさんが上にあげてるか分からないので、無難な理由をつけて言う。

「そうっすか！　わざわざご連絡すみません。あいつにしては珍しいミスっすね」

「そうですね。少なくとも俺はハルカさんがこういう凡ミスした所を今まで見たことないです」

　俺は大げさに『今まで見たことない』の部分を強調して言う。

　ハルカさんを擁護したいという意図だが、実際、この手のミスは初めてだった。

「ですよねー。まあ、あいつも折おり尾お先生の方が大変みたいっすからねー。こういうことが起きますか」

「えっ！　折尾先生？　なんですかそれ」

「あっ、あいつ言ってなかったんっすか？　まずったなー。聞かなかったことにしてもらえます？」

　田中さんが気まずそうな声で言った。

　編集者にも口の軽いのと重いのがいる。

　ハルカさんは後者で、彼は前者のタイプだ。

「いえ、普通の作家さんの話ならともかく、天下の折尾先生の話だと、簡単には忘れられませんって！　気になって眠れそうにないんで、教えてくださいよー」

　俺は悪代官に媚こびる悪徳商人のような口調で言った。

　ハルカさん本人に聞いても、絶対に教えてくれるはずがないので、情報を仕入れるなら今しかない。

「ですよねー。いやー、実はここだけの話、折尾先生の原稿が落ちそうらしいんっすよ」

　田中さんが声を潜めて呟く。

「ええ!?　あの折尾先生がですか!?」

　俺は口をあんぐりと開けて叫んだ。

　普通の漫画家なら、『作者取材のためお休みです』ということも稀まれにあるが、折尾先生は連載十年間で一度も原稿を落としたことがないことで有名だ。

　一体何があったんだろう。

「いや、詳しくは聞いてないですけど、チーフアシスタントがベテランを引き連れて、急に抜けちゃったらしくて、修羅場ってるらしいっすよ」

「うわっ……。なるほど。それは大変ですね」

　全ての漫画家がアシスタントを使っている訳ではないが、折尾先生の作品は作画コストが高いファンタジーで、しかもあの描き込み様だ。アシスタント抜きでは連載を維持できないだろう。ハルカさんはそのフォローのために必死になっているということか。

「ヤバイっすよね。もし看板作家の折尾先生の連載落ちたら、うちの部数20％落ちてもおかしくないって話で、担当編集の責任問題にもなるんじゃないかなー。あ、これ、全部オフレコでお願いしますね」

「もちろんです」

　俺はなるべく平静を装ってそう言うが、内心動揺していた。

　正直、そこまで大事になっていたとは思わなかった。

「よろしゃっす。じゃ、スマホの件は、あいつが戻ってきたら伝えておきますねー。他に何かありますか？」

「いえ。大丈夫です」

「そうっすか。あっ、先生の読み切り、おもしろかったっすよ。新作楽しみにしてるっす。では失礼しまーす」

　適当な誉ほめ言葉を残して、電話が切れる。

　ハルカさんが戻ってきたのは、それから一時間も経たたない頃だった。

「先生！　重ね重ね申し訳ありません」

「お疲れ様です。これ──」

　俺はハルカさんのスマホを差し出す。

「ありがとうございます」

　ハルカさんが早速スマホを確認して、目頭を押さえる。

「折尾先生のアシスタント探し、大変ですね。俺に何かできることがあればいいんですけど、人脈が広い方じゃないからな……」

　恥ずかしながら、俺もコミュニケーション能力が高い方ではない。人見知りがすごすぎる此方を見てると忘れがちになるけど、結局はインドアの引きこもりなのだ。

「どうして折尾先生の件を──そういえば、電話を取ったのは田中でしたか……。では、筒抜けですかね」

　ハルカさんが苦虫を噛かみ潰つぶしたような表情で言った。

「あ、一応、オフレコということなので、田中さんを責めないであげてください。でも、折尾先生のアシスタントって、たしかかなり条件良かった気がするんですが──えっと、あったあった。うわっ、前見た時より時給が上がってますね。相場の三倍くらいですか。これなら、希望者はいくらでもいるんじゃないですか？」

　俺はパソコンで、アシスタントの求人サイトを開いて言った。

　今はマンガのアシスタントも、他の職業と同じく、ネットで求人できる時代だ。

　一応、編集から斡あつ旋せんを受けることもあるにはあるが、漫画家自らが雇用条件を決めてアシスタントを雇用する方が一般的である。

「そうですね。希望者はたくさんいるのですが……」

　ハルカさんは含みを持たせた口調で呟つぶやいて、視線を伏せる。

「えっと、その、アンラッキーでしたね」

　俺は慰めるように言った。

　詳しい事情が分からないから、こんな陳腐な言葉しかかけられない。

「いえ、これは運というよりは、自分のミスですので……」

　ハルカさんが苦笑する。

「そうですか……」

　ハルカさん本人にそう言われてしまうと、俺はそれ以上、何も言えなかった。

　彼女がそんなアシスタントが一斉退職するようなミスをするとは、中々信じがたい。でも、これ以上踏み込む権利は俺にはないよな。

　──などと思っていると、ハルカさんのスマホが震えた。

「……お手数をおかけして申し訳ありませんでした。慌ただしくてすみませんが、失礼しても？」

　ハルカさんがスマホを一いち瞥べつして言った。

「あっ、はい。俺の方こそすみません。無駄話で引き留めてしまって」

「いえ、スマホ、助かりました。では」

　ハルカさんが立ち上がり、踵きびすを返す。

　電話を耳に当て、玄関口へと向かっていく。

「……はい。いえ。ですから、はい。お気持ちは分かりますが、さすがにそれは──」

　彼女のけわしい声が徐々に遠ざかっていくのを、俺はただ黙って見ているしかなかった。

　……。

　……。

「──そういう訳で、ハルカさんはもうこの部屋に戻ってこないかもしれない」

　夕方。

　学校から帰ってきた此方に、早速先ほどあったことを報告する。

「そう」

　此方は特にリアクションすることなく、教科書を机の上に広げる。

「……あんまり、嬉うれしそうじゃないな。此方はハルカさんとそりが合わないみたいだったから、出て行ったらもっと喜ぶと思ってたんだが」

「……トントン」

　此方がプリントに鉛筆を走らせながら呟く。

「トントン？」

「編集さんがいなくなったことは嬉うれしいけど、あなたが悲しそうな顔してるから、私も悲しい。だから、五分五分」

「そうか。俺、そんな顔をしてたか」

「してた」

「悪い。俺が落ち込んでても仕方ないよな」

　俺は自身の顔をマッサージして、気分を入れ替える。

　しばらく連載の作業をして、此方の作ってくれた夕飯を食べて、ＳＮＳ版の漫画の相談なんかをしていたら、もう十時過ぎだった。

（寝る前にメールチェックしておくか……）

　俺はパソコンを開く。

　もちろん、スマホにもメールアプリは入れているが、特定の人物──家族とハルカさんと此方──以外からの通知は切っている。

　余計なメールでいちいちスマホが鳴ると、作業に集中できないからだ。

（これは宣伝、これはスパム、迷惑フォルダに入れてと。宣伝、宣伝、宣伝、スパ……ム？）

　俺は機械的にメールをクリックしていた指を止める。

『アシスタントやらない？　折尾　ミロ』

　仕事依頼として送ってくるにしては、やけにフランクなタイトル。

　だが、そこに付記されたペンネームは、俺にとっては無視できないものだった。

（本物!?　……やっぱりスパムかな？　いや、でも、スパムに有名漫画家の名前を使うなんて聞いたことないしな）

　一応、不安だからアドレスをググってみる。

　ひとまず、危険性はなさそうだ。

　本文を開いてみる。

『どもども。ミロです。

　だいぶ前だけど、授賞式のパーティーで話したね。それと、あの時の出版社が予約した小汚い量産型居酒屋の二次会の石狩鍋、めちゃくちゃまずかったよねー。私、今でもたまに悪夢でうなされるもん。

　でさ、あの時、フォーリアが大好きだって言ってた気がするんだけど、おもな先生ってまだ私のファン？

　もしファンだったら、ちょっと、私のアシスタントして欲しいんだけど。

　メール打つのめんどくさいし、ＯＫな感じだったら、↓アカウントをディスコー○のフレンドに追加してね。じゃねー』

（これは本人だな）

　俺は確信する。

　フレアコミックスの漫画家たちにめちゃくちゃ不評だった、伝説の二次会。

　一言でいえば、お金のない大学生が『飲み放題さえついていればいいや』といった感じで予約したかのような、雑なクオリティの料理ばかりが出てきた。

　俺は貧乏舌なのでそこまで不満はなかったが、一部の漫画家の間では、『フレアコミックスの経営事情はヤバイのかもしれない』と話題になったとか、ならなかったとか。

　まあ、これを知ってるってことは、少なくとも関係者であるということは間違いない。

「マジか……」

「どうひたの？」

　口に歯ブラシを突っ込んだ此方が首を傾かしげる。

「折尾先生からアシスタントの依頼が来た」

　俺は声を震わせて呟いた。

「どうするの？」

　此方は口の中をゆすぎ、流しに吐き出してから言う。

（普通なら、ハルカさんに連絡を取るのが妥当だろうけど、そうすると絶対、アシスタントの話は流れるだろうな……）

「自分の尻ぬぐいを先生にさせる訳にはいきません」とか言うハルカさんが目に浮かぶ。

「……とりあえず、詳細を聞いてみたい」

　俺は折尾先生に、『現時点ですぐにＯＫはできないが、明日中に面談をしたい』という意図のメールを返信する。

　すぐにまた折尾先生からメールが返ってくる。『24時間いつでもいいからディスコー○に連絡ちょうだい』とのことだ。

（折尾先生、いつ寝てるんだろう……）

　そんなことを考えながら床につく。

　その夜は、遠足と試験の前日が同時にやってきたような興奮と緊張を覚え、しばらく寝付けなかった。
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　翌日、此方こなたを送り出した俺は、いつ折おり尾お先生に連絡を取ったらよいのか迷いつつ、漫然と作業をする。

　色々悩んだ末、一般的な企業なら確実に始業している十時過ぎに、通話ソフトを立ち上げ、チャット機能で『おもなです。今、大丈夫ですか？』と送ってみた。

　すぐに折尾先生から通話の着信が来て、俺はヘッドセットを被かぶる。

『お疲れー。久しぶりー。五年ぶりくらい？』

　通話越しに聞こえる朗らかな声は、まるで学生時代の親友に対するそれのように気安い。

　確かに折尾先生の言う通り、五年ぶりくらいか。

　ここ二年くらいは社会情勢的にパーティーは開かれなかったし、三年前、四年前はアニメ化作品を描くのに忙しくて、パーティーどころじゃなかった。

「は、はい。正直、いきなりメールが来てびっくりしました」

『そう？　私もね。何回か、ハルカにおもな先生にアシスタントしてって言ってよって頼んだんだけど、断られちゃって。じゃあ、自分で言っちゃえーって思って』

　ヘッドセット越しにカッ、カカカと小気味いい音が聞こえる。

　俺もよく知っている音。

　彼女は今も作品を描いているのだろう。

「そ、そうですか……。でも、なんで俺にアシスタントを？」

『んー、とりあえず、これ読める？』

　ハルカさんがチャットバーに画像を添付してきた。

　折尾先生の直筆原稿だ！

（──じゃなかった。ついつい興奮してしまった）

　原稿には、紙片を握るフードを被ったアサシン風の男が描かれていた。その文字は、当然、彼女の創った架空言語である。

「オアシスの水には毒が混ざっている」

　俺は即答した。

『そうそう！　これくらい、分かるわよね？　私のファンなら当然よね？』

「ど、どうでしょう」

　俺は折尾先生の大ファンなので、ファンブックとかも買って『フォーリア』の言語法則を理解してるから答えられた。でも、一般的なアシスタントの話だよな？　これ。

『じゃあ、次はこれ。逆に日本語をアルスクブ語に直して描いてみて？』

　折尾先生が、チャットで『王は民草を飢えさせない』と送ってきた。

　……。

（えっと、アルスクブ語は初代皇帝に識字障害があり、鏡文字しか書けなくて、それを慕った臣民が鏡文字を受け継いでいるという設定だから、『フォーリア』の中世共通語を反転させればいいのか）

　まず、漢字は訓読みのは部首のみを抽出し、音読みは部首以外の部分を抽出して、接続詞はカタカナを縦半分で切って──ツールで反転っと。

「これで合ってますか？」

　俺はイラストソフトに走り書きして、画像をチャットに上げる。

『正解！　ね。簡単なテストでしょ？　でも、これで七割くらい落ちちゃうのよね。ちゃんと応募要項に「折尾　ミロの『フォーリア』を最新話まで読破していること」って条件をつけてるのに、おかしいでしょ？』

『フォーリア』を読破していても、その言語体系まで把握しているとは限らない。

　そう思ったけど、偉大な折尾先生に突っ込みを入れるなんて、必死に再連載を目指している俺のような雑魚漫画家にはできない。

「えっと、それでも、三割は合格してるんですよね？」

　あの時給なら応募者も多いだろうし、三割採用するだけでもかなりの数だろう。

　チーフアシが抜けるのは確かに痛いだろうが、代わりのアシスタントもすぐ集まるように思えるのだが。

『うん！　すぐに雇って、どんどん仕事を任せようとするんだけど、なんかみんな「私には無理です！」って逃げちゃうの。訳わかんないよね』

「えっと、アシスタント用の指示が入った原稿とか見せてもらっても構いませんか？」

『いいよー』

　またチャットで画像が送られてくる。

　禍まが々まがしい異形のラフ。これは、敵の登場シーンか。

　さて、指示は──

『背景：新宿のナンバー２ホストが初めてナンバー１に勝った朝にマシマシのラーメンを根性で完食した後にショーウィンドウへ吐いた最高級シャンパン混じりのゲロみたいな感じ』

　なにこれ。

「あの、僭せん越えつながら、比喩表現は控えてもう少し具体的なトーン番号や色味の指示を出された方がいいのでは？」

　俺は控えめにそう突っ込んだ。

『え？　うそ、マジ？　おもな先生、ハルカと同じこと言うー。デジャヴ？』

「デジャヴというか、一般論というか……」

『あのね。私だって、やろうと思えば、普通に指定はできるよ？　でもそれだと、私の言ったニュアンスの70％も伝わらないじゃん。１００％伝えるにはこう書くしかないの』

　折尾先生が確信に満ちた声で言う。

（これが、折尾　ミロか……）

　俺はそのプロ意識の高さに、打ちのめされる。

　アシスタントを使うなら、完璧に自分の思い通りの絵が上がってくることはまずあり得ない。

　どこかで妥協しなければならない。

　そこのラインを何点におくかは、その漫画家次第だが、折尾先生はその基準があまりにも高いのだ。俺の基準を75点とすれば、98点くらいのハードルだ。

「それはそうかもしれませんが……。逆に元いたアシスタントの方々は、よくこの指示で描けてましたね。特にチーフアシさんとか」

『まあねー。さすがに初代編集だしねー』

「え？」

『うん。だから、初代編集が、元々漫画家志望でね。「フォーリア」が出る前には上から目線で、散々「男主人公にしろ」とか、「異世界転生にしろ」とか言ってきて、私が全部無視して編集長に直じか談だん判ぱんしてゴリ押しして売れたから、編集部に居づらい感じになって、「だったら私のアシスタントをやればいいじゃん」って会社を辞めてもらったの』

「そ、そんな裏エピソードが……すごいですね」

『フォーリア』ファンの俺でも知らなかった衝撃の真実。編集部的には黒歴史だから隠していたのかな。

『あっ、でもね。チーフアシになって、編集時代の三倍の年収になって喜んでたよ？』

「そんな良好な関係のチーフアシスタントさんが、どうして急に辞めちゃったんですか？」

『それがよくわからないんだよね。強いて言えば、うーん。私が締め切りが迫ってるのに原稿全部ボツにしてやり直したいって言ったからかなー。確かにちょっと大変だけどさー。作品が良くなるためならしょうがないじゃんねー』

　折尾先生が悪気のない口調で言う。

「……それが原因ですか？」

『そうだよ？』

「えっと、ハルカさんが何かミスをした訳ではない？」

『ハルカ？　ハルカは何も悪くないよ？　むしろ、アドバイスをくれたおかげで、原稿のまずいとこに気付けたんだし』

「そうですか……」

　やっぱりハルカさんは悪くなかったんだな。

　自分の指摘が遠因で折尾先生が予想以上の大幅な改稿に踏み切った責任を感じてる──そんなところだろう。いかにもあの人らしい。

　編集部的には、それもミスになるのかもしれないが、少なくとも俺にとってはハルカさんは担当編集として正しいことをしたと断言できる。

『で、どうなの？　アシスタントやってくれる？　くれるよね？　だって、今、おもな先生、暇じゃん？』

　折尾先生が決めつけてくる感じで言った。

「え？　えっと、一応、俺も新連載を立ち上げるために、企画会議に出す原稿を仕上げている所なんですが……」

『そうなんだ。だけど、もう読み切り原稿あるでしょ？　私、読んだし。あれを手直しするくらいなら、一日、二日もあれば十分じゃん。今月末くらいが締め切りとして、一週間くらいは暇でしょ』

　折尾先生は当然のように言い放つ。

　天才の折尾先生と、凡人の俺の仕事ペースを一緒にされても困る。

「……すみません。面談してもらっておいてなんなんですけど、もうちょっと時間をください。折尾先生のアシスタントをするか、どうしても相談しなければいけない人がいるので」

『ハルカ？』

「はい。それと、もう一人」

『よくわからないけど、わかった。でもね。おもな先生は、私のアシスタントをするよ』

「こ。根拠は？」

『ないけど、私の勘は当たるから。──じゃね』

　折尾先生の「ふふっ」と自信ありげな笑い声を残して、通話が切れる。

　俺は此方とハルカさんに、『折尾先生のアシスタントの件で相談したいので、可能なら十四時頃に俺の部屋に集合してください』とのメッセージを送る。

　俺が折尾先生のアシスタントを引き受けると言ったら、此方はどんな反応をするだろう、ハルカさんは──。

　あれこれ考えている内に、あっという間に時間は過ぎていく。

「ただいま」

　此方はいつもと変わらない平へい坦たんな口調で言った。

「おう、お帰り──」

　俺は椅子から立ち上がり、手を挙げる。

「はあ、はあ、はあ。先生！　折尾先生が、『おもな先生がアシスタントを引き受けてくれるから大丈夫』とおっしゃっていたんですが、本当ですか？」

　息を切らせたハルカさんが、此方の数秒遅れで玄関の扉を開けた。

　そのまま、此方を押しのけるようにして部屋の中に入ってくる。

「えっと、まだ受けるという返事はしてませんが」

「よかった。では、自分の方からお断りしておきます」

　ハルカさんがほっと息を吐き出し、スマホを取り出す。

「ちょっと待ってください。まだ決めてませんが、受ける方向で考えています。俺も一応は自営業者の端くれなんで、仕事を自由に選ぶ権利はありますよね？」

　予想通りの反応に、俺はあらかじめ考えておいた回答を口にする。

（『ハルカさんの力になりたいんです』って素直に言っても、彼女を恐縮させてしまうばかりだろうしな……）

　感情的な善意の押し付けは、ハルカさんの罪悪感を深めてしまうだけだ。

　ならば、ロジックで納得させるしかない。

「それはもちろんです。でも、今、先生はご自身の連載原稿に集中すべき時期であって、他の先生のアシスタントをなさる理由なんて一つもないと思いますが」

　ハルカさんが腕組みしながら俺に近づき、圧をかけてくる。

「うーん、小遣い稼ぎとか？」

「先生は浪費するタイプではありませんし、お金に困っているというのは納得できませんね。前にアニメ化した時の貯金が十分にあるでしょう」

　ハルカさんは冷静に反論してきた。

「でも、ほら、ハルカさんが今回のミスの責任をとらされて首にでもなったら、新連載の立ち上げもなかったことになっちゃうかもしれませんし」

「首にはされませんよ。創作の漫画モノだと首になったりしますが、現実は編集者不足ですからね。いくら折尾先生の連載とはいえ、一回落としたくらいで首にしてたら、現場が回りません」

　ハルカさんは肩をすくめて言った。

「そうですね。でも、他の部署に飛ばされる可能性はゼロではないですし、そこまでいかなくとも、ハルカさんの編集部内での立場が悪くなると、俺の新連載も通しにくくなりませんか？」

　建前では『面白ければなんでもあり』をモットーとしているフレアコミックスであるが、他の多くの漫画雑誌もそうであるように、編集同士の立場は平等ではない。

　成功している編集者がそうでない編集者よりも企画を通しやすいのは、会社が営利企業である以上、当然だ。

「くっ、確かにそれはないとは言えませんが──此方ちゃんも先生を止めなくて良いんですか？　此方ちゃんの大切な先生が無能な編集のせいで仕事を放りだそうとしてるんですよ？　内心、腸はらわたが煮えくり返ってるんじゃないですか？」

　ハルカさんは答えに窮したように此方に水を向ける。

「……そりゃ、むかつくに決まってるでしょ。なんで、彼を支える立場の編集が、逆に彼に迷惑をかけてるの。あり得ないっしょ」

　此方はそう言って、麦茶をコップに入れて一気に飲み干す。

「ぐうの音も出ませんね。もっと、好きなだけ言ってください。今なら、どんな罵倒でも受け入れられる気がします。そして、気が済んだら、此方ちゃんからも先生に考え直すよう言ってあげてください」

「……悪口ならいくらでも思い浮かぶけど、彼を止めるかは別の話。──改めて聞くけど、あなたは折尾先生のアシスタントをしたいの？」

　此方は流しにコップを置いてから、部屋の中にいる俺へ近づいてくる。

「ああ。俺は折尾先生のアシスタントをしたいと思ってる」

　俺は即答した。

「どうして？」

「前にも言った通り、俺にはハルカさん以外の編集は考えられないから。万が一にでも、俺の担当が彼女以外になったら困るんだ。もちろん、ハルカさんを助けたい気持ちもあるけど、単なるボランティアじゃなくて、俺のために必要だからやりたい」

「それだけ？」

「……正直、折尾先生がどんな風に創作しているのか興味がある。苦労もあるだろうけど、天才の作業から学べるものも多いはずだ。その経験は、絶対俺の創作の糧になる」

「そう。ならいい」

　此方が即答する。

「い、いいのか？」

　ハルカさんの反応は想像の範囲内だったが、この此方の反応は予想外だった。

　正直、もっと反発されると思ってた。

「あなたがあなたのことを一番に考えてないなら、私は絶対反対した。でも、あなたがあなたのためにやることなら、私は何でも応援する。それがたとえ、他の漫画のアシスタントでも」

「ありがとう。……でも、折尾先生のアシスタントをするとなったら、此方とやっているＳＮＳ版の方は──」

　折尾先生のアシスタントに入るとなると、そちらをメインで作業し、指示待ちの時間を利用して、俺自身の原稿の修正を進める形になるだろう。当然、趣味のＳＮＳ版を描いている時間などない。

「そんなの、いつでもできるでしょ。こっちは、今じゃなくちゃダメなんでしょ」

　此方は気楽な調子で言った。

　しかし、彼女のきつく握られた拳が、その無念さを物語っている。

「悪い。此方、恩に着るよ」

「着なくていい。ただ、私はあなたが描きたいものを描きたいように描いて欲しいだけだから」

「それでも、嬉うれしいんだよ」

「……私に手伝えることがあったら、何でも言って」

　此方がぽつりと呟つぶやく。

　ここは遠慮する場面ではないな。

「ああ！　──ということで、ハルカさん。俺、折尾先生のアシスタントをやります」

　俺は此方に大きく頷うなずきかけてから、ハルカさんの方に向き直って宣言する。

「……わかりました。先生がそこまで固く決意されているなら、自分ももう何も言いません。すみません──いや、ありがとうございます。……一秒でも早く、アシスタントを確保しますので、折尾先生をよろしくお願い致します」

　ハルカさんが深々と頭を下げた。

「はい！　──まあ、まだ、俺がアシスタントとして使い物になるかは分からないんですけどね」

　俺は頭を掻かいて言う。これだけ偉そうに言って役に立たなかったらどうしよう。

「先生なら大丈夫です」

「もし文句を言ってきたら私が許さない」

　二人が口を揃そろえて言う。

　なぜ彼女たちがここまで俺を過信しているのか分からないが、その信頼に応えたいと思った。

　俺は早速、折尾先生にアシスタントをしたいという旨のメールを送った。

　すぐに返信が来る。

　明日から、一日十六時間勤務のアシスタントが決まった。
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　こうして、朝の六時から、折おり尾お先生のアシスタントとしての生活が始まった。

　俺は始めは隙間時間で自分の原稿を進めればいいだろうと考えていた。

　しかし、すぐにそれが甘い考え方だったと思い知らされる。

「６ページ目が上がりました」

『かなりいい感じ。そこの、砂漠と森の境目のところだけ、「時代遅れだと自覚しているけど、敢あえて七三分けにしてる部長」に直して。今のだと「自分がズレてると気が付かないでまだいけると思ってる自称独身貴族のポマード」って感じだから』

「えっと、この地域には古代文明が存在したので、その魔法の影響が残っている訳ですが、今のよりはもう少し、影響を濃くする感じですかね。まだ呪いと祝福は連綿と息づいている──みたいな？」

『そうそう！　──終わったら次これね』

（全ての仕事が早い……）

　次々に原稿は降ってくるし、ほぼノータイムで返事が来る。

　とても自分の作業をする時間はない。

　原稿の指示を見た時は目を疑ったが、こうして質問しながらならば、アシスタントをすることは可能だろう。もちろん、相当の画力と、折尾先生のセンスを理解できる人間であるということを前提にしての話だが。

（にしても、常時、通話を繋つなぎながら仕事をするタイプか……。これは、臨時雇いレベルのアシスタントには嫌がられるだろうな）

　気軽に質問できて良いという人もいるだろうが、常時、先生に監視されてる感じがして息がつまるという人の方が多そうだ。

　ここまで密にコミュニケーションをとるなら、やはりアシスタントを直接雇用して、心臓を捧ささげられるレベルにまで調教──訓練する必要があるだろう。

（俺には真似まねできない。折尾先生専用のシステムだなー、これは）

　何か勉強になればと思って手を出したアシスタントだが、ただひたすらに才能という暴力に殴られ続けてる感じがして辛つらい。

　象を前にした蟻ありの心持ちだ。

　それでも何とか食らいつくように、俺は作業をこなしていく。

　あっという間に時間は過ぎていく。

　初めてのＮＧが出たのは、午後三時頃だった。

『この服、全部描き直して。さすがにこのままじゃ出せない』

　マリスとハリムが古着屋街で買い物をするシーンである。

　お洒落しやれな振袖風の服を見つけるが、旅の衣装としては不適当なので買うのを諦める。

　そんなシーンだ。

「すみません。お恥ずかしい話、ファッション関連は苦手分野で、勉強不足なんですよね」

　俺は正直にそう白状する。仕事としてアシスタントを引き受けた以上は、できないことはできないと言わなければいけない。

『いや、普通の服として出すなら、そこまでひどくはないのよ？　でも、ここはちょっとこだわりたいシーンだからさ。……豪華さはともかく、高貴さが足りないのよね。将来、この生地の一部をマリスの花嫁衣装にしようと思ってるから、中途半端なものは──』

「ちょちょちょちょ、ネタバレやめてください」

　俺は慌てて折尾先生の言葉を遮った。

　楽しみにしている漫画の続きを原作者から聞くなんて冗談じゃない。

　ワンピー○の正体を聞くのと同じレベルの話だぞ、これ。

『え？　おもな先生ってネタバレ、ダメな人？　私はネタバレされても楽しめちゃうタイプなんだけど』

「と、とにかく、ちょっと資料を当たってみますね──これとかどうでしょう？」

　ネットで婚礼衣装の画像検索をかけて、折尾先生に送る。

『うーん、違うのよねー。皇族とか英国のロイヤルウェディングまでいっちゃうとやりすぎなのよー。この服は、あくまで、地方の豪族とか、小王国の姫とかが没落して手放した感じのイメージだから』

「うーん、何となくわかる気がしますが、パッと良い資料は出てきませんね。ちょっと時間をください」

『フォーリア』は、地球でいえば、中東と西洋が交差するような独自の文化圏を舞台にしている。そこにさらに和のニュアンスも加わるので、それを汲くんだ意匠は中々難しいものがある。

　俺はもうちょっと時間をかけて、資料を当たった。

　ちょっとしたお金持ちの結婚式の画像をまとめて、また折尾先生に送る。

『うーん、どれも違う。ハレの衣装はハレの衣装なんだけど、この民族は喪の時も同じ衣装を着るのよ。だから、ちょっと悲しみのニュアンスも含んでいるの。例えるなら、「シロガネーゼの娘が、親が変に気を回して、世間を知った方がいいからって公立に入れられた結果、浮いちゃって誰も来てくれなかったお誕生日会の時に着ている服」みたいな』

　また独特な例えが出てきた。

「ちょ、ちょっと、描き直してみますね」

　その後、何回かリテイクしたが、結局ＯＫは出なかった。

　ひとまず、その衣装の件は棚上げにして他の作業を進める。

『ありがとー。だいぶ作業が進んだわ。じゃ、また明日ね』

「はい。よろしくお願いします」

　作業から解放されたのは、午後十時。

　これから、自分の方の原稿を進めなければならない。

「お疲れ様」

「ああ、此方こなた、ありがとう」

　此方が頃合いを見計らったように、温めた夕食を持ってきてくれる。

　本当は味わって食べたいけれど、そんな余裕もなく、掻かき込こむように胃に詰め込んでいく。

「ああ、基本は順調なんだけど、どうしても上手うまくいかない所があってな」

「衣装のこと？」

「そうだ。聞こえてたか」

　此方は補習から帰ってきてから、俺の近くでじっと勉強をしていた。

　当然、俺と折尾先生の会話もだだ漏れである。

「……私の学校の家政科の廊下に、歴代の卒業生の花嫁衣装が飾られているんだけど、良かったら見てみる？　なんなら、私が学校から中継するけど」

　此方が遠慮がちに呟く。

「えっ。桜おう葉ようって進学校だろ？　家政科とかあったのか」

「基本は進学校だけど、いわゆる上級国民用？の家政科がある。勉強はできないけど、桜葉のブランドが欲しい人が寄付金を山ほど積んで入る」

「……そっか。名門校も色々大変なんだな」

「それで、見たいの？　見たくないの？」

「いや、もちろん見たいけどさ。此方はいいのか？　そんな衣装を撮影してたら、多分、目立って周りから注目されると思うけど」

「……恥ずかしいけど、私があなたのためにできることは、これくらいしかないし」

　此方が決然と言う。

「ありがとう！　折尾先生もきっと喜ぶよ」

　俺は思わず身を乗り出して、此方の手を取る。

「ふふっ、自分の作品のためじゃないのに、すごく楽しそう」

　此方が薄く笑う。

「そういえば、そうだな。でも、やっぱりいい作品を作れるのは楽しいんだよな。これは絵描きの本能みたいなものなのかもしれない」

　俺は此方から手を離し、箸の先端を見つめて呟いた。

「まあ、あなたらしいけど」

　此方はそう言って、俺のコップに追加の麦茶を注ついだ。
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　翌日、明け方まで自分の作業をしていた俺は、二時間ほど仮眠を取ったあと、また折おり尾お先生のアシスタントを始める。

　やがて、十二時過ぎになって、此方こなたからテレビ通話が来た。

　折尾先生に直接見てもらった方が早いと思い、俺はＷＥＢカメラに俺のスマホを向け、此方からの通信をリレーする係に徹する。

『それ！　その真ん中のサリー風のやつ！　うっひょおおおおおお！　それ多分、二百年以上前の生地ね！　本国でももうあんまり残ってないレア物よ！　後でいっぱい写真撮っておいて。あっ、ちゃんと袖とか、裏の方もね』

　折尾先生の反応は喜ぶどころではなかった。

　奇声を上げながら、画面の前で小躍りし始める。

　ジャンプした彼女の首から上が時折パソコンの画面からフレームアウトする。

『わかった』

『よろしくねー。あっ、そっちのケルト風の衣装も！　っていうかすごくない？　文金高島田とかならともかく、なんで外国の婚礼衣装があるの？』

『桜おう葉ようは海外の王族や金持ちを留学生として受け入れてるから深いコネクションがある』

『なにそれ！　漫画みたいな設定の学校ね！　後は唯一の男子学生でも放り込めばたちまちハーレムラブコメの完成じゃない！』

　折尾先生は手を叩たたいて笑った。

『男子の入学は認められてないけど、トランスジェンダーの戸籍上男性は受け入れることになったって聞いた』

　此方が真剣な口調で答える。

　折尾先生の発言はただの軽口なのでスルーしても良いと思うが、此方は根が真面目なのだろう。

『男の娘こ!?　最高ね！　あっ、ねえねえ。やっぱり女子高ってことは百合ゆりとかあるの？　百合。お嬢様同士がお紅茶を飲みながらきゃっきゃうふふしたりするの？　ついでにＪＫの授業風景とか撮ってきてくれない？』

　折尾先生が矢継ぎ早に質問する。

『……』

　その怒ど涛とうの勢いに、此方が圧倒されたかのように沈黙する。

「先生、さすがに他の生徒を撮影するのは此方が学校から怒られそうなのでやめてください……」

　俺はそう助け船を出した。

『えー？　でも、おもな先生はその桜葉生と仲良いんでしょ？　ってことは、リアルＪＫ描き放題なんでしょ？　ずるくない？　うらやま死刑で通報していい？』

　折尾先生のからかいの矛先がこちらに向く。

　余裕がある時なら応じられるのだが、ほぼ徹夜状態の俺にはその元気がない。

　というか、折尾先生も俺以上に過酷な睡眠時間で作業しているはずなのに、なんでこんなに元気なんだ。

　いや、追い込まれてるから逆にハイテンションなのか。

「先生、もう勘弁してください。……ちょっと、俺も先生のアシスタントから逃げ出したくなってきました」

　俺は冗談半分、本気半分で言う。

　これも軽々しく天才の戦場に足を踏み入れた報いか。

『脅し？　脅しなの？　なら、私にも交渉材料があるよ！』

「交渉材料？」

　折尾先生に脅される覚えはない。

　彼女は此方と俺が知り合いであることは知られていても、同どう棲せいしていることは知らないしな。

『うん！　だって、おもな先生が降りたら私の連載が落ちるんだよ！　それでもいいの？』

「えっと、なぜ折尾先生の原稿が落ちてしまうことが俺への脅しに？」

『えっ、だって、私のファンなら「フォーリア」の続きが読めないのが一番の恐怖でしょ？』

　折尾先生が当然のようにそう言い放った。

　自分の作品に対する絶対の自信。

　このメンタルこそが俺の一番見習うべきものなのかもしれない。

「……とにかく、今は衣装の問題ですよ。早く何とかしましょう」

　折尾先生と議論しても到底勝てなそうなので、話を本筋に戻す。

『そうね！　えっと、ベースはそのサリーで、デザインはケルトの衣装のニュアンスね。ローマに滅ぼされたケルトの巫み女こみたいな感じで──』

　俺は折尾先生の指示を書き留めていく。

　そして、此方が送ってくれた写真を参考にデザインを描きあげる。

　結局、最後は折尾先生が自分で手直しし、ようやく問題の衣装は完成したのだった。
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『このペースなら何とか明日のデッドラインに間に合いそうね』

「はい。ラストスパート、頑張りましょう」

　今日も俺は折おり尾お先生のアシスタントをする。

　元々子分気質かたぎなのか、まだ三日目なのにもう何年か彼女にコキ使われているような、大変だけど落ち着く、奇妙な安定感を覚えている。

　ガチャ、と扉の開く音。

　此方こなたか──と思ったら違った。

「先生、お疲れ様です。こちら、差し入れです」

　ハルカさんが両手にコンビニの袋を下げてこちらにやってくる。

「どうも、ありがとうございます」

　俺はそう言って目礼する。

『今の声、ハルカ？』

「はい。折尾先生もお疲れ様です。後でそちらにも伺います」

　ハルカさんがちょっと声を張って言う。

『おっけー。じゃ、ちょっと三十分くらい休憩にしよっか。校了までの道筋も見えてきたし、私もちょっとさすがに一週間風呂に入ってないと乙女としてギリギリな感じのスメルになってる気がするから』

「お、お疲れ様です」

　通話が切れる。

　俺はヘッドセットを外して、大きく伸びをした。

「先生、折尾先生の件、光明が見えてきました。チーフアシスタントの方に、何とか戻って頂けそうです。一般のアシスタントの方も全員は無理でも、半数くらいは何とか……」

　ハルカさんが床に正座して、万感の籠った声で呟つぶやく。

「そうですか。それは何よりです──あっ、これ頂きますね」

　ハルカさんが持ってきてくれた栄養ドリンクを開けて、一気に飲み干す。

　薬臭いけど、この独特の香りがなんだか効く気がする。

　栄養ドリンクの瓶を床に置いて、首と肩甲骨の間の筋肉を指でほぐす。

　やっぱり夜更かしすると、目と肩にくるなあ。

　二十代でこれなら、もっと年を取ったらどうなってしまうんだろう。

　ちょっと末恐ろしいかも。

「肩をお揉もみしましょう」

　ハルカさんが立ち上がり、俺の後ろに立った。

「いえ、そこまでして頂く訳には──。……。……。お上手ですね」

　痛いけど気持ちいい絶妙な圧力。

　その巧みな指使いに、身体からだの芯がほぐれ、眠気が誘発される。

　ちょっとだけ寝るか。

　……。……。……。

「なにやってるの？」

　突如上から降ってきた冷ややかな声に、一瞬で目がしゃっきりする。

　音もなく此方がそこに立っていた。

　夏なのに鳥肌が立つ。

「いえ、ちょっとしたご奉仕ですよ。先生の僅かな休憩時間を少しでもリラックスして過ごして欲しいと思いまして」

「それは私の仕事だから」

　此方がハルカさんを押しのけて俺の後ろに立つ。

（痛っ、いたたたた）

　肩の筋をえぐるような痛み。

　力が強すぎるし、多分、爪もちょっと刺さってる。

　全く此方は不器用だなあ。

「それでは、料理でもしましょうか」

「それも私の仕事だし」

「そうですか。……此方ちゃんもよろしければ、お菓子でもいかがですか。折尾先生の取材にかなりの貢献をしてくださったそうですね。自分の担当作品の力になってくださった以上は、此方ちゃんにも何か差し上げなくてはいけません」

　ハルカさんがコンビニの袋から、グミやクッキー菓子を取り出して此方の方へ差し出す。

「……いらない」

「そうですか。まあ、何となくそうおっしゃる気はしてました。一応、昔、専門店の販促用に作ったおもな先生の作品の非売品のＰＯＰを持ってきましたが、いりませんか？」

「それはいる」

　此方は野良猫のような機敏な動作でシュバッとハルカさんの手からＰＯＰを奪い取り、学生鞄かばんにしまう。それからまた俺の肩揉みへと戻った。

「それでは、肩は此方ちゃんにお任せしましょうか。自分は脚のマッサージをさせて頂きます。ずっと座りっぱなしだとエコノミー症候群になる危険性がありますから」

「……それならギリ許す」

　此方がちょっと逡しゆん巡じゆんしてから言った。

「では、先生。脚を伸ばしてください」

「は、はい」

　俺は、軽く脚を開いて伸ばす。

　モミモミモミ。

　モミモミモミモミモミ。

　モミモミモミモミモミモミモミ。

（二人が俺を気遣ってくれているのは嬉うれしいけど、本当は、三十分だけでも仮眠を取りたいんだけどなあ）

　そう思ったけど、一生懸命マッサージしてくれる二人を見ていると、何も言えない俺だった。
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　どんな物事にも終わりはある。

「ら、ラストページ、上がりました」

　二十一時前。俺は震える声で業務報告する。

『はい。……うん。……うんうん。──ＯＫー。微調整するところはあるけど、後はこっちで余裕でできるから、もう大丈夫。お疲れ様ー』

「お疲れ様でした」

　俺は大きく息を吐き出す。

『本当ありがとね。おもな先生、すごいよ。一人でチーフアシスタント×２くらいの働きをしてくれた。ひょっとして、天才アシスタントなんじゃない？　このままうちで働かない？　年収二千万は保証するよ』

「ははは、それは遠慮させて頂きます」

　俺は即答した。

　誉ほめてくれるのは嬉しいが、この答えだけは迷わない。

『ええー？　元チーフアシスタントより五百万円も多いのに？』

　折おり尾お先生が不満げな口ぶりで、勝手に人の年収をバラす。

　でも、そうか。二千万か。

　確かに、下手に売れない漫画家をやるよりは、アシスタントをした方がずっと儲もうかるだろうな。でも、俺はお金儲けをしたくて漫画家を目指したんじゃないしな。

「ハルカさんに見捨てられるまでは、机にかじりついてでも漫画家を続けたいと思っているので」

『そっかー。それじゃあ、一生無理そうだなー。ハルカがおもな先生を見捨てるよりは、おもな先生がハルカさんの要求に応えられなくて、プレッシャーから失踪する確率の方が高そう』

　折尾先生が残念そうに言った。

「あり得そうな未来を言うのはやめてください。洒落しやれにならないです」

　最初は遠慮してたけど、いまや躊ちゆう躇ちよなく突っ込めるようになってきた。

　我ながら自分の順応力が恐ろしい。

　まあ、此方との監禁生活にも割とすぐ馴な染じんだし、それに比べればこれくらいは普通だ。

『はははは、うそうそ。先生は大丈夫だよ。困っている時は、きっと誰かが助けてくれると思う。先生は、きっとそういう星の下に生まれた人だよ』

「また勘ですか？」

『うん。勘』

　折尾先生は即答する。

　相変わらず適当だ。でも、彼女の勘は当たるらしいから、そういうことにしておこう。

　それにしても、これで、短いアシスタント生活も終わりか。

「──折尾先生。一つ伺いたいことがあります」

『なに？』

「……ハルカさんは最高の編集ですよね？」

　折尾先生と話せる滅めつ多たにない機会に、俺はずっと心の内に秘めていた質問をぶつける。

『当たり前でしょ？　今更聞く必要ある？』

　折尾先生は即答する。

「ですよね。愚問でした」

　俺は折尾先生のその言葉を聞けて、なんだかとても満たされた気持ちになった。

『……普通、作品を立ち上げた初代編集じゃなくて、売れてから引き継いだ二代目以降ってさ、漫画家の原稿を受け取るロボットになりがちなのよ。だって、自分のアドバイスで作品が良くなってもそれは漫画家側の手柄になっちゃうし、口を出してもし売り上げが下がったら、余計なことをしたって責任問題になるもん。そもそも、編集だって人間だから、自分で新しく立ち上げた作品を推していきたいし、そっちに力を入れがちなのよね。でも、ハルカは違う。引き継いだだけの私の作品でも、面倒くさがらずに、私に真正面から挑んできてくれる。そんな編集、そうはいないよ。本当、感謝している』

　折尾先生は敬意の籠った声で語る。

「なるほど……。その気持ち分かります。俺は折尾先生のような超売れっ子ではないですけど、俺の作品が売れない時も、アニメ化した時も、そしてまた打ち切りになった時も、ハルカさんはいつも同じ、真摯な姿勢で接してくれました」

　全ての担当作家の作品に、真摯に取り組む編集。

　口で言うのは簡単だけれど、それを実践できるのは、とても、とても尊いことなのだ。

『それで？　ハルカの素晴らしさを確認し合ったところで、お仕事の話に戻るわよ。今回のアシスタントの報酬の振り込みってどこにすればいい？　スイス銀行の口座？』

「俺は伝説の殺し屋ではないので。……えっと、もしよければ、アシスタント料、お金じゃなくて、現物で頂けませんか？」

『現物？　現金じゃなくて？』

「はい。えっと、先生のマリスの直筆イラスト付きのサインとか、もらえれば嬉しいんですけど」

　俺は控えめにそう申し出る。

『え、うん。全然大丈夫だけど、そんなんでいいの？』

「そんなんがいいんです。あっ、もちろん、今はお忙しいと思うので、いつでも構いませんから」

『いや、すぐに描いちゃう。多分、この後、校了して爆睡したら忘れちゃいそうだし。でも、そっかー！　おもな先生は本当に私が大好きだねー！』

　折尾先生はそう嬉しそうに言って、カラカラと笑う。

　俺は作品と作者は分けて考えるタイプである。つまり、正確には『フォーリア』が大好きなのであって、折尾先生が大好きなのではない。

　当然、折尾先生は同業者として尊敬しているが──その敬意を抜きにすれば……まあ、癖はあるけど憎めない人だなって感じかな。

「ありがとうございます！　楽しみに待ってます！」

　だけど、わざわざそんな失礼なツッコミをする必要もないので、俺は素直に喜んでおいた。

『ＯＫ！　できたら送るから小一時間くらい待っててねー』

　折尾先生は軽い調子で言ってから、通話を切る。

　連日の半徹夜状態で俺の眠気は限界に達していたが、折尾先生のイラストが楽しみすぎて、寝る気にはなれなかった。

　さすがに今から自分の作品に手を付ける余力はなく、食事をしたり、歯磨きをしたり、雑事を済ませるが、その合間合間に新着のメッセージがないかチェックしてしまう。

　やがてやることもなくなり、部屋の掃除などをしていると、通話アプリに反応があった。

『ありがとー。また何かあったらよろしくねー』

　そんなメッセージと共に、送られた画像。

　それを見て、俺は手を叩たたく。

（わっ！　本当に描いてくれたんだ！　俺の作品のヒロインの服着てる！　コラボ！　コラボ！）

　間違いなく世界に一点しかない、俺専用のマリスである。

　この一枚を見ただけで、アシスタント作業の苦労の全てが報われた気がした。

（早速、プリント──いや、プリンターまだ買ってなかった！　コンビニ行かなきゃ）

　俺は興奮のまま、コンビニへと走った。

　印刷できる最大サイズのＡ３で画像をプリントし、ついでに剥はがせる両面テープも購入し、家へと戻る。

　早速、壁に折尾先生の直筆のマリスを貼り付けた。

　俺はぼーっとそれに見入る。

「……なにやってるの？」

　声がする。

　振り向けば、入浴を終えた此方が怪け訝げんそうな顔でこちらを見ていた。

「ほら、此方、これ！　折尾先生が描いてくれたんだよ！　マリス！　俺専用マリス！」

　俺は壁の絵を指さして言う。

「……。……。これは没収」

　此方はやおら俺の前に立ちはだかり、無情にもマリスの絵を剥がし始めた。

「なんで!?　俺のアルバイト料だぞ!?」

「……私のアルバイト料として没収する」

「え？　ああ、確かに此方にも労働の対価は必要か。わかった。アルバイト料なら俺が別途払うから、それは返してくれ！」

「ダメ」

「だから、なんで!?」

「……偶像崇拝は罪」

　此方はぽつりと呟つぶやいて、俺のマリスを丁寧に折りたたんで鞄かばんにしまった。

　相変わらず謎の行動だ。

（ああ、ダメだ。マリスを奪われたら、気が抜けて、なんだか急に眠くなってきた）

　俺は畳んでた布団を適当に広げる。

（まあ、元データはしっかりＰＣの中にあるしな……）

「とりあえず、おや──すみ」

　布団に倒れ込むように横たわる。

　そこからは記憶がないほど早く、俺の意識は薄れていった。
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　朝、十時くらいに一度起きた俺だが、気け怠だるさと眠気は残っていた。

　トイレに行って、水分補給してから、すぐにまた二度寝してしまう。

「んっ……」

　再び目を覚ました時には、外はもう暗くなっていた。

（やべっ。早く、連載用の原稿をやらなきゃ）

　俺は慌てて起き上がろうとして──

「グエッ」

　首を掴つかまれて引き戻されるような感覚に尻もちをつく。

（あっ、何だか懐かしいこの感覚）

　反射的に首元を触る。

　冷たい金属の感触がそこにあった。

「あ、起きた？　もうすぐ晩御飯できるから」

　此方こなたがキッチンからパタパタとこちらに駆けてきて言った。

　調理中らしく、その手には包丁が握られている。

「こ、此方？　この鎖は？」

「あなたはちょっと微熱がある。今日はこのままゆっくり休んで」

「えっと、休むかはともかく、鎖はいらなくないか？」

「え？　だって、こうしないとあなたは絶対に仕事をしちゃうでしょ」

　此方は確信に満ちた口調で言った。

　やはり俺を鎖で拘束することに罪悪感はないようだ。

「でも、締め切りがな？」

「ダメ。前みたいに風邪をこじらせて倒れたら元も子もないじゃん」

　此方は険しい口調で手で×の形を作って、キッチンへと戻って行った。

　包丁の白刃が電灯の光にきらめく。

「……まあ、一理あるか」

　俺は素直に布団に寝転がる。

　実の所、余裕はないが単純に絵を描く作業だけなら、締め切りまでのロードマップは描けている。

　ただ、ちょっと一箇所だけボトルネックがあって、そこのアイデアが出ない。

　つまり、机に向かわず、アイデア出しをするという仕事なら、休みながらでもできる。

　此方の言う通り、下手にこじらせてダウンするよりは、きっちり休んで治すのもアリだろう。

「できたよ」

　此方が涼しげなガラスの器をのせたお盆を運んでくる。

　キュウリやトマト、ハムなどのトッピングがついたざるうどんだ。

　消化に良さそうなメニューということか。

「おう。ありがとう。──あの？　箸が一膳しかないんだが？　取り皿もないし……」

　俺は上体を起こして問う。

「なに言ってるの？　私が食べさせてあげるから、箸も取り皿もいらないでしょ？」

「いや、さすがにそこまで体調が悪くはないんだが」

「いいから」

　此方はどこからともなく包丁を取り出した。

　もう料理は終わったんだから刃物はいらなくない？

　そう思ったが、まあ、俺のためにやってくれてることだし、ちょっとしたおままごとくらい付き合ってやってもいいか。

「じゃ、じゃあ、お言葉に甘えて」

「あーん」

「あ、あーん？」

　俺は口を開き、此方が箸ですくって、つけ汁に浸したうどんをモチュモチュ食べる。

　オムライスとかならともかく、うどんだとつけ汁が口や服の襟に飛び散って、赤ちゃんっぽさがすごいので恥ずかしい。

「先生！　お疲れ様です！　正式に折おり尾お先生のチーフアシスタントの復帰が決まり──何をなさってるんですか？」

　駆け込んできたハルカさんが、俺たちを怪訝そうな目で見てくる。

「先生が、実際に監禁された漫画家の気持ちを理解するために実体験してみたいって言うから」

　此方が勝手に答えた。

　そんなことを言った記憶はない。

「なるほど。取材熱心ですね。──ともかく、折尾先生の原稿は上がりましたし、アシスタントの目途もたったので、明日からまた、私も先生の漫画のディレクションに戻れます。本当にありがとうございました。そして、ラストスパート、一緒に頑張りましょう」

　ハルカさんはあっさり納得し、小さくガッツポーズを取る。

「は、はい。頑張ります」

　俺は背筋を伸ばし、カツオ出だ汁しの香りがする唾を呑のみ込こんだ。
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　がむしゃらに連載用の原稿を直す。

　一日しっかりと休み、絶好調の状態を取り戻した今なら、最高の原稿ができる気がする。

「ハルカさん、修正原稿上がりました」

　俺は対面のハルカさんに原稿を送って言う。

「拝読します……。はい。良いかと思います。──先生、ちょっと見ない内に画力が上がってますね」

　感心したように言う。

「え？　そうですか？　俺自身はよくわかりませんが、折おり尾お先生のアシスタントをしたおかげで、作画の技術とスピードが上がったのかもしれませんね」

　天才の無む茶ちやなスピードに慣らされたおかげだろうか。

　かなりの作業量のはずなのだが、心情的にはリラックスしている感すらある。

「怪け我がの功名──と自分が言うのはおかしいですね。ともかく、このスピードなら確実に会議までには間に合いそうですね」

「そうですね。どうしても、ラストのヒロインのセリフだけは中々いいのが思い浮かびませんが」

「まあ、セリフならギリギリまで直せますので、まずは他のところを仕上げてしまいましょう」

「はい！」

　淡々と作業をしていく。

　十二時になったところで、俺はペンを動かすのを止やめた。

　ハルカさんの昼休憩に合わせて、此方こなたが作り置きしておいてくれたおにぎりを腹に入れる。

「此方ちゃんのことですが」

　ハルカさんが俺の手のおにぎりを一いち瞥べつして呟く。

　彼女自身はカロリーメイ○をつまみながら、仕事を続けている。

「はい」

「自分、実は最初、本当に此方ちゃんが先生を監禁しているのではないかと疑っていました」

「は、ははは、本当ですか？」

　俺は乾いた声で笑う。

「まあ、可能性は低いとは思いましたが、最悪のケースを考えて動くのも仕事ですので。ほら、先生の漫画って、結構マニアックなファンが多いじゃないですか。だからそういうこともあり得なくはないかな、と」

　ハルカさんがＰＣのモニターを見つめながら続ける。

「そうなんですかね？　俺的には、マニアックなファンがつきやすい、尖とがった作風でもないと思うんですけど」

　俺は首を傾げた。

　自分で自分の作品を客観視するのは難しいな。

「先生の作品は確かに尖った作風ではないんですけど、玄人が『もっと評価されるべき』作品として推しやすい雰囲気があるんですよね。もちろん、ファン自体はありがたい存在ですが、中には自分の自己顕示欲のために漫画家の作品を利用するタイプの人もいますよね。そういう歪ゆがんだ人たちは、行き過ぎると、自分の気に入らない展開になると強烈なアンチに転じたりもしますから。ほら、可愛かわいさ余って憎さ１０００倍みたいな。……そうでなくとも、無条件で肯定してくれる変な信者に囲まれて、裸の王様になってしまう漫画家さんもいないではないじゃないですか」

　ハルカさんが実感の籠った声で呟つぶやいた。

「そうですね。たまにＳＮＳではそんな感じになっているコミュニティも見かけます」

「はい。そんな感じになってしまうのを懸念してたんですよ。……でも、此方ちゃんは違いましたね。本当に先生のことを大切にしてくれる素晴らしいファンでした」

「それは間違いないですね。此方は俺よりも俺のことをわかってるみたいです。昨日も軽い不調を押して作業をしようとしたら、かなり強引に止められてしまいました」

　俺は苦笑する。

「そうですか。ふふっ、ちょっと悔しいですね」

　ハルカさんが少し寂しげに笑う。

「寂しい？」

「いえ、担当編集なので、先生のことを一番理解しているのは自分だと思っていたんですが、やっぱり本当のファンの熱量には負けるな、と思いまして」

「どっちが勝ち負けということはないと思いますが……。さっきの裸の王様の話ではないですが、側そばにいるのが此方だけだと俺は甘やかされすぎてしまうので、ハルカさんが厳しくしてくれた方がバランスが取れると思います」

　俺は本心からそう答える。

　此方の望む通り、ただひたすら俺の描きたいように描いても漫画家ではあるだろうが、それではプロではいられない。

　追い風が強すぎると前に倒れてしまう。

　適度な向かい風に俺の身体からだを支えて欲しい。

「……そうですか。では、お言葉に甘えて、少々辛口でフィードバックさせて頂いてもよろしいですか？」

「はは、お手柔らかにお願い致します」

　俺は頷うなずく。

　一度出来上がった原稿を何度も見直し、細かな直しをしていくのは、ぶっちゃけ楽しい仕事ではない。

　自分の作品でも、何度も見直せば飽きるし、さっさと終わらせてしまいたくなる。

　でも、この苦行の時間こそが、俺をプロたらしめているのだ。
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「……一応、できましたね」

「はい。お疲れ様です。先生」

　午後一時過ぎ。

　俺とハルカさんは、微妙な声で呟く。

「後はラストのセリフだけですかねー」

「ですね。現段階でも合格点には達しているので明後日の会議には出せますが、できれば、もっとしっくりくるヒロインのラストのセリフを考え出したいところです」

　俺たちは腕を組んで、原稿を前に唸うなる。

　ヒロインに鎖を外され、自由の身になる主人公。

　しかし、主人公はすでに精神までヒロインに支配されており、自ら乞うて、ヒロインに再び監禁してもらうことを望む。

　ヒロインはにっこりと笑って、主人公の望みの通りに、再び鎖をつけて、『大丈夫、私がついている』と言う。

「悪くはないんですが、普通ですよね。いかにもそのまんまで、意外性がないというか」

「そうですね。印象に残るようなセリフが望ましいと思います」

（ヒロインのラストのセリフは、実際の此方こなたのセリフをほぼそのまま使わせてもらったけど、俺の体験したのとは、漫画のストーリーが変わってるからなー）

　現実の俺は此方がストーカーだと知らない状況で、冗談でこれからもお世話のためにチョーカーをつけてくれという趣旨の発言をした。だが、こっちの主人公はヒロインが自分のストーカーだと認識した上で、それでもなお、ヒロインから支配されることを望む。

　つまり、俺が実体験したのとはシチュエーションが異なるので、そのままのセリフがいまいち馴な染じまない。

「『あなたは私のモノ』いや、違いますね」

「『ずっと一緒だね……』。これも普通ですね──」

　あれでもないこれでもないと議論を続ける。

「ただいま」

　そうこうしている内に、此方が帰ってきた。

「お帰り。──そうだ！　此方もよかったら、俺の漫画を読んで、意見を聞かせてくれないか。最後のセリフだけがどうしてもしっくりこなくてさ」

　俺は立ち上がって、原稿の表示されたノートＰＣを指す。

　多分、このヒロインの感情を一番理解できるのは此方なので、是非彼女の意見を聞いておきたい。

「……私は本編に口を出さないっていう約束じゃないの？」

　此方が心配そうに言う。

「参考意見として聞くくらいはいいと思う。ですよね？　ハルカさん」

「ええ。もちろん。最終的な決断はこちらでしますが」

　俺の問いに、ハルカさんが頷く。

「わかった……」

　此方は手洗いうがいを済ませてから、俺のＰＣの前に体育座りして、ページをめくる。

「読んだ」

　此方は一度も画面から目を離すことなく、二十分くらい経たってから呟く。

「どうだ？　此方なら、ヒロインの最後のセリフ、なんて言わせる？」

「『鎖を取り換えなきゃ』」

　此方が即答する。

「え？　どういうこと？　別にこの鎖は壊れてないけど」

「どういうことって言われても……。だって、この漫画の季節って、これから秋から冬になるところでしょ。夏はともかく、冬に鉄の鎖をするのは、肌に当たった時に冷たくてかわいそうじゃん。だから、木とかプラスチックとか、鎖を別の材質のやつに交換してあげないと」

　此方はよどみなくそう説明する。

「……ものすごいリアリティを感じますね。主人公への執着を示し、これからも監禁生活が続くことを示唆。かつ、ヒロインの異常な愛情を示すこともできるこれ以上ないセリフだと思います」

　ハルカさんが低い声で言って、頷く。

　俺も此方の説明を聞いた今では、もうこのセリフ以外は考えられなくなっている。

　是非、このセリフでいきたい。

「そうですね。俺も読者の意表をつくセリフでいいと思います。……でも、ちょっと分かりづらいんで説明が必要ですよね。ラストのセリフなんで、あまり長くすると締まらないと思いますが」

　吹き出しの大きさには限界がある。

　いちいち、此方の言っていたようなことを説明している訳にはいかない。

「そこは普通に、片手に鉄の鎖を持たせ、もう片方に別の鎖を持たせればいいんじゃないでしょうか。『冬用』などと書けば意図は伝わるでしょう。漫画ですから、多少デフォルメしてもいい訳ですし、絵で示しましょう」

　ハルカさんが冷静に答える。

「なるほど、いいですね！　──ありがとう。此方のおかげで、パズルの最後のピースが埋まった感じだよ」

　俺は此方に深く頭を下げて言った。

「これくらい大したことないし。大げさでしょ」

　此方はそう言ったが、セリフとは裏腹にその目は嬉うれしそうに細められていた。

　結局、原稿が完成したのは、午後十時。

　どこに出しても恥ずかしくないと断言できるレベルにまでブラッシュアップされたそれを、ハルカさんに預ける。

　その晩は、いつにないほど、気持ちよく眠りにつくことができた。







同棲29日目







　仕事用の原稿が終わったとなれば、俺のやることは一つしかない。

「政治系、食べ物系、動物系。特に猫。それが、手っ取り早くＳＮＳでバズるトピック」

　此方こなたが淡々と述べる。

　彼女はまだＳＮＳ版の方の漫画を諦めていないらしく、前よりもさらに分厚くなったレポートを俺に提出してきた。

　補講はもう終わったとのことで、今日は朝からやる気満々だ。

　なお、ハルカさんは明日の会議のために休日出勤でプレゼンの準備をするらしい。

　全く頭が下がる。

「せ、政治系だけはちょっと勘弁して欲しいかな。あまりにも俺にその手の知識がないし」

　全然詳しくないけど、とにかく炎上しているイメージがある。俺のアカウントを剣けん呑のんな雰囲気にはしたくない。

「わかってる。だから、食べ物と猫で攻める」

「食べ物と猫か……。となると、ヒロインが猫のコスプレをして、スイーツを食べている絵とかか？」

「……そういうイラストはあまりにもありふれているし、今回の漫画の世界観とも関係なさすぎじゃない？」

　此方が首を傾かしげる。

「まあ、それはそうだな。じゃあ、どうする？」

「主人公」

「え？」

「主人公が猫のコスプレをして、ペット用の餌入れに盛られた猫まんまを床に這はいつくばって直じか食ぐいする」

「それ、バズるか？」

「期待はできる。これからは男がかわいい格好をしてもいい時代だし」

　此方が自身ありげに言う。

（本当にぃ？）

　俺にはいまいちピンとこない。

　男向けのラブコメでヒロインではなく、主人公の方を見たい奴やつがいるのか？

　いや、でも、いいラブコメは主人公が愛されることも重要だって言うしな。

「まあ、試しにやってみるか」

　のんびりと気負わずに描く。

　昼前にはイラストが完成する。

　俺は『ごちそう』という一言と共に、ＳＮＳにその画像を上げた。

　ちょうど此方の昼ご飯が出来上がる。

　奇くしくも猫まんま──よりは豪華な、冷や汁だった。

　今日はＳＮＳ版の創作に全力だから、料理も手軽なもので済ませようといったところか。

「どう？」

「うーん、微妙だな。でも、なんかいつもの俺の読者層とは違う感じの人からいいねが来ててちょっとおもしろい」

　俺は冷や汁を掻かき込こみながら、ＳＮＳの更新ボタンを押しまくる。

　いいねをくれたアイコンを見るに、ＢＬ好きな人からの反応がいい。

　でも、総合的なバズり具合で考えると不発だ。

「そう……」

　此方が悔しそうに唇を噛かむ。

「ま、どんどん試そうぜ。次はどうする？」

「今、抽選でお金を配るおじさんが人気」

「さすがに金でいいねを買うようなのは趣旨が違うな。俺も人に配るほど金持ちでもないし」

「だよね……。あなたのサイン入り色紙をプレゼント──くらいならセーフかもとちょっと思ったけど」

「まあ、それならよくあるキャンペーンの範囲内だけど、それでもちょっとズルな気がするな──」

　……。

　……。

　それから、此方と侃かん々かん諤がく々がくの議論を交わしながら、二回ほど別のテーマで投稿をしたが、いいね数はどれもいまいちで、どんぐりの背比べの結果に終わる。

「時間的に今日のチャレンジはあと一回だな」

　夕飯を食べ終えた俺は、食後のお茶を飲みながら客観的な事実を告げる。

　気分的にはまだまだ何回でも挑戦したかったが、時間は有限だ。

「こうなったら、なりふり構わずいくしかないかも」

　洗い物から戻ってきた此方が、決然とした表情で言った。

「なりふり構わずにって、どうするんだ？」

「……ヒロインのエッチな絵を解禁する。あれから色々調べたけど、短期間でバズらせるには、やっぱりこれが一番可能性が高いみたい」

「確かに、それが一番現実的な作戦だろうな。……でも、正直俺はあまり気が進まない」

　俺は俯うつむく。

「どうして？」

　此方が首を傾げる。

「此方と一緒に作った漫画を評価して欲しいけど、でも、そのためにヒロインを安売りしたくない。ヒロインを愛めでては欲しいが、即物的な性欲の対象にはして欲しくないんだ。まあ、これは俺のわがままなんだけどさ。──それに、俺の漫画のヒロインと此方は別だって分かってはいるんだけど、やっぱり、似てるから、此方まで性的な魅力しか価値のない女性として扱うみたいで嫌なんだよ」

　俺は小声でそう白状する。

　現実と空想の区別はついている方だと自分では思っているのだが、今回の漫画の場合は事情が事情だけに、切り離して考えるのが難しい。

「……あなたがそう言うなら仕方ない。他の方法を考えよ」

　そう言う此方は、渾こん身しんの作戦が否定されたというのに、どこか嬉うれしそうだった。







同棲30日目







　午前十時。

　ハルカさんは会社に出かけ、此方こなたも学校に行った。

　俺は此方のアイデアを元に、ＳＮＳ版の漫画を描こうとするが、どうにも身が入らない。

　今日、俺の漫画が本誌連載されるかどうかが決まるのだ。

　もっとも、会議が始まるのは十七時過ぎだと聞いている。

　朝から焦ってもしょうがないと分かっているのだが、どうにもソワソワしてしまう。

　掃除や散歩に行くのはなんとなくサボっているようで気が引けて、これも仕事だと自分に言い聞かせて、確定申告用の領収書を整理したり、ＰＣを開きいらないデータを整理したりした。

　そうこうしている内に、此方が帰ってきた。

　俺は再び液タブとＰＣの前につく。

　無む理り矢や理りにでも、ＳＮＳ版の漫画を描こうとしてみるけど、迷い線ばかりが出て、上手うまくいかない。

「……集中できない？」

　此方がぽつりと問うた。

「いや……。ああ。ごめん。正直、会議に通るかどうかが気がかりで……」

　一瞬誤ご魔ま化かそうかと思ったけど、それも此方に失礼な気がして、俺はそう白状した。

「いい。じゃあ、私はお祝いのごちそうの材料を買ってくる」

　此方が静かに立ち上がる。

「会議に通るかわからないのに、もうお祝いの準備をするのか？」

「もちろん。通ったらもちろんお祝い。通らなくてもあなたの納得いく作品が完成したのだから、それはそれでおめでたいことでしょ」

　此方は迷いのない口調でそう言った。

「……そうだな。うん。そうだ」

　俺は一回小さく頷うなずいて、それからもう一回、深く頷き直した。

　初めて自分の漫画を完成させた時は、ただそれだけで嬉うれしかった。

　それがいつから、商業誌に連載される漫画じゃないと、喜べないようになったのだろう。

（まだ、驕おごりがあったな）

　心が不思議と落ち着いていくのを感じる。

「──此方、やっぱり、今、ＳＮＳ版の方、続けよう」

　俺は決意を込めて言う。

「いいの？」

「ああ。描きたいんだ」

　俺はそう言って、スマホの電源を切った。

　電源を入れていると、ハルカさんから連絡がないかつい気にしてしまう。

　会議が始まる時間まではこのままにしておこう。

　俺はただ作業に没頭していく。

　……。

　……。

　……。

　ガチャ。

　ダダダダダダダダダダダダダダダ。

　バン！

「先生！　なんでスマホを切ってるんですか！　何度もかけたんですよ！」

「え!?　あ、ごめんなさい！　もうそんな時間でしたか。会議の終わりの時刻に電源を入れ直そうと思ってたんですけど、つい忘れていました」

　俺は慌ててスマホを手に取る。

　真っ黒な画面が俺の間抜けな顔を映している。

　電源をつけると、もう十九時を過ぎていた。

「ああ、そうですか──というか、もう、そんなのはどうでもいいです！　本誌連載！　決まりましたよ！　おめでとうございます！　先生」

　ハルカさんに抱きしめられる。

　柔らかい感触が、俺の全身を包み込む。

　汗と香水が混じった、働く女性の匂いがする。

「あ、ありがとうございます……」

　自然と目頭が熱くなるのを感じる。

　ここまで、本当に長かった。

「よく頑張りましたね！　正直、先生が潰れてしまわないか、心配だったんです。でも、乗り越えましたね！　一度、どん底を味わった漫画家は強いですよ。偉い！　本当に偉い！　遠とお山やまの金きんさんと同じくらい偉いです！」

[image: ]

　ハルカさんが興奮した声でまくし立ててくる。

　時代劇の主人公と同じくらい偉いなんて、彼女の中では、最高の賛辞を送ってくれているのだろう。

「ハルカさんが俺を見捨てないでいてくれたおかげです。これからもよろしくお願いします」

　俺は抱きしめ返そうとして、どこに触れていいか分からず、彼女の肩に指でちょんちょんと触れた。

「……おめでとう。でも、離れて」

　襟に強い力を感じて、俺の身体からだが後ろに下がる。

「し、失礼。自分としたことが、常識にもコンプライアンスにも反する行動でした」

　ハルカさんが一歩引いて、スーツの襟を正す。

　彼女の瞳もまた、俺と同じように潤んでいた。

「それで？　お祝いする？　なんなら、今からでもごちそうの材料を買いにいくけど」

　此方が玄関の方を一いち瞥べつして言う。

「……いや、時間もないし、ＳＮＳ版を描くぞ」

　俺は躊ちゆう躇ちよなくそう言った。

「いいの？」

　此方が首を傾かしげる。

「ああ。お祝いはいつでもできるからな。でも、ＳＮＳ版のいいね稼ぎの勝負は明日が期限だ」

　俺は笑顔で答えた。

　連載が決まり、モチベーションも最高の状態だ。

　この流れを逃したくない。

「それでは、夕飯代わりに寿す司しの出前でも頼みましょう。自分がおごりますよ」

　ハルカさんがスマホを取り出して言う。

「ええ!?　いやいや、さすがにそれは申し訳ないですよ！」

　俺は首をしきりに横に振って言う。

「そういう気分なんです。作業の邪魔はしませんから、付き合ってください──はい。もう頼んでしまいました」

　ハルカさんは、ここでも仕事が早かった。

　やがて配達された特上寿司を箸で頂きながら、俺は此方と作業を続ける。

　ハルカさんはビールをチビチビやりながら、ただ微笑ほほえましげに俺たちを見守っていた。







同棲31日目







「此方こなた。時間的にこれで最後の漫画だ。投稿するぞ」

　午後十一時前。

　マウスの左ボタンの上に人差し指を置いて言う。

　此方とあれこれ話し合った結果、最終的には登場人物を擬人化ならぬ、擬獣化したシュールな感じのよく分からない漫画が出来上がってしまった。

　ちい○わがウケていると聞いて、真似まねしようという話になったのだが、さすがにこれはどう考えても迷走していると、俺自身も分かっている。だけど、色々もがいた結果がこれなんだから、後悔はない。

「わかった……」

　此方が祈るように手を合わせる。

「よしっ。──えっと、ハルカさん。一応、今日が同居の期限だったと思いますが、どうしますか？」

　左ボタンを押し、画像が上がったのを確認してから、パソコンを閉じる。

「……自分は終電があるので、二十四時十五分にはこちらを失礼しなければなりません。ですので、一応、日付が変わるまではお付き合いします」

　つまり、此方との漫画勝負に最後まで付き合ってくれるということだろう。

　正直、もう結果は見えている状況だが、ハルカさんは本当に律儀だ。

　三人の間に、微妙な沈黙が流れる。

　なんだろう。宝くじの抽選発表か、記念受験の合格結果を待っている時のような、諦めと焦燥が入り混じったような、不思議な気分だ。

　ハルカさんは淡々と荷造りをしている。

　此方は明日の学校の持ち物を確認したり、キッチン周りの細々した掃除に手をつけていた。

　俺は風呂に入ったり、歯磨きをしたり、就寝の準備を始める。

　夜型の漫画家ならまだ宵の口といった時間帯だが、今は真人間の生活リズムを心掛けているので、テッペンを超えるのはちょっと夜更かしだ。

「……先生。二十四時を過ぎましたが」

　ハルカさんが腕時計を一瞥して呟つぶやいた。

「あ、もうそんな時間ですか」

　俺は髪にドライヤーをかけながら、左手でスマホを取った。

　期待せずにＳＮＳを開く。

　えっと、いいねの数は──。

（嘘うそだろ？）

　俺は自分の目に映る数字を二度見して、念のために数え直した。

　やはり、間違いない。

「──超えてる」

　俺はドライヤーのスイッチを切って呟いた。

「え？」

　此方が鉛筆を削る手を止めて顔を上げる。

「一万いいねを超えてる！」

「マジ!?」

　此方が鉛筆の芯の先をボキッと折りながら、スマホに手を伸ばす。

「どうやら、折おり尾お先生が俺がアップしてた作品を色々リツイートしてくれたみたいで、それをきっかけに急にバズったっぽいな」

「……。……。……ガチじゃん」

　此方が驚きに目を見開く。

（っていうか、なにこれ。俺、こんな作品描いたっけ？）

　折尾先生のリツイートの詳細に目を通す度、そんな疑念が深まっていく。

『ちょっと、なんでこれが話題になってない訳？　私がちょっと忙しくしている間に、漫画という概念が世界から消えたの？』

『はあ。どうやら、最近の離乳食みたいな柔やわい漫画に慣らされすぎた読者が多いみたいだから、私が説明してあげるわね。一枚目は嘘映画風の予告になってるでしょ。でも、その内容は現実の映画予告ではあり得ない、オカルティックな内容。これは、主人公の分不相応で、極端に肥大化された自己承認欲求を暗示しているのね』

『──で、この猫まんま食べてる主人公の絵。ラブコメなのに、鎖の持ち手であるヒロインが敢あえて省かれているのはなぜ？　それは、この鎖が、物理的な監禁状態だけでなく、主人公を縛っている精神的な制約を象徴しているから』

『……そして、最後に投稿された漫画ね。主人公もヒロインも人間ですらなくなる。デフォルメ化された動物として描くことによって、性差はオミットされる。つまり、二人の間の境界が消滅して、ヒロインが主人公の妄想に過ぎなかったという残酷な現実が読者に提示されたのよ。でも、主人公はそれに見て見ぬフリをして、需要のない漫画を描き続けるの』

『──つまり、これは売れなくて精神が壊れていく漫画家の私小説にして、モキュメンタリーな訳。昔なら、ガロ辺りに連載されていたんでしょうけれど、今はこれがタダで読めるなんて、本当にいい時代になったわよね』

　折尾先生は、難しそうな考察と共に、俺の漫画を称賛してくれていた。

　アシスタントをしたお礼──ということはないだろうな。

　折尾先生のあの感じからして、漫画に関しておべっかを使うことなんてあり得なそうだ。

「えっと、先生。これは本当に折尾先生がお書きになっているような効果を意図して？」

　ハルカさんがスマホをスワイプしながら問うてくる。

「いえ、全く。折尾先生がいい感じで深読みしてくれただけですね。偶然です」

　俺は首を横に振って答えた。

　折尾先生の漫画力が高すぎて、勝手に作者の予想の上をいった解釈をしてくれたパターンだ。

「……ねえ。これって、どうなるの？　私たちの勝ち？」

　此方が困惑気味に言う。

「うーん、このバズり方だと俺の実力とは言い難にくいし、今のギリギリないいねの数から見て、二十四時までに一万いけてたかも微妙だしなあ……」

　俺も困って頭を掻かいた。

　いいねの大半が折尾先生のファンネ○──とまでは言わないが、影響を受けていることは疑い様もない。

　そして、二十四時七分の現時点で、１００１３。なんとも微妙だ。

「──そうですね、これは自分からの提案ですが、引分けということでいかがでしょうか」

「……引分け？」

　此方がハルカさんに探るような視線を向ける。

「はい。正直、今回は自分のミスで、先生が十分な創作の時間を取れたとは言い難いですし、こうして先生自身が手応えや納得感を得られていない以上、勝ち負けはつけられそうにないと思いますので、ノーコンテストということで」

　ハルカさんは冷静に答えた。

「なら、彼の漫画をもっと自由に描かせるという件についてはどうするの？」

「ですから、自分は担当編集として先生の作品に遠慮なく口を出しますし、此方ちゃんもファンとして自由に意見する。それで手を打ちませんか？　自分たちの意見を受けて、それをどう作品に反映するかは、そもそも先生次第な訳ですし」

「……分かった。そういうことなら、引分けでいい」

　此方がちょっと間を置いてから頷うなずく。

「えっと、それは、つまり、ハルカさんは此方を認めてくださるという解釈でいいんですかね？」

　俺は確認の意味も込めて尋ねた。

「ええ。少なくとも此方ちゃんが先生の創作にとって有益であることは明らかだと思います。二人の関係性も健全で、爛ただれたところは見当たりませんでした」

　ハルカさんが一歩引いた事務的な調子で言った。

「おっしゃる通りです！」

　俺はほっとして相あい槌づちを打つ。

「もっとも、さすがに同居は──男女のことですので、いくら先生が理性的なお人柄とはいえ、いつどうなるか分かりませんので、個人的にはあまりおすすめはしませんが」

　ハルカさんが此方と俺を交互に見て、釘くぎを刺すように付け加えた。

「で、ですよね。同居の件は、俺も此方とよく話し合ってみます」

　コクコクと頷く。

　俺とて、このままズルズルとＪＫと同居し続けるのが良いとは思っていない。

　どんな形であれ、きちんとケジメをつけなければいけないと思っている。

「そうですか。では、自分はこれにて失礼致します」

　ハルカさんは立ち上がり、テーブルの上に俺の部屋の合鍵を置いてから、踵きびすを返す。

　そして、キャリーバッグを転がして、玄関へと歩き始めた。

「待って」

　此方が立ち上がり、ハルカさんを呼び止める。

「何か？」

　彼女はこちらに背中を向けたまま立ち止まった。

「……私は最初、編集さんが先生の漫画の邪魔になる存在だと思ってた。でも、一ヶ月一緒に過ごしてみて、そうじゃないってわかった。編集さんは先生の漫画に必要。個人的には気に食わないけど、それは認める。もちろん、あくまで編集者としてだけどね」

　此方はハルカさんの方へ二歩ほど歩み寄ってから、小さな声で呟く。

「分かってもらえてよかったです」

　ハルカさんはそう言って、玄関口まで進むと、靴を履いて、ドアを押し開く。

　そして、ドアを閉めるその瞬間、再び俺たちの方に向き直った。

「──まあ、編集者と漫画家が結婚するというのも、業界ではままあることですが」

　大きくないのにやけに通る声。

　彼女の意味深な笑みだけを残して、ドアがゆっくりと閉まっていく。

「……」

　此方は氷の彫像のように、微動だもせずに固まった。

「えっと、此方？　言っとくけど、ハルカさんの最後の発言はジョークだからな？」

「塩」

「え？」

「塩持ってきて！　袋ごと！」

　此方が靴下のまま玄関口に駆け出し、ドアの鍵を閉めチェーンをかける。

「お、おう」

　此方の迫力に負け、キッチンの下のスペースから塩の袋を取り出す。

「……」

　それを受け取った此方は、相撲取りの土俵入りのごとく、無言のままわしづかみした塩を玄関口に撒まき始めた。
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　蒸し暑い夏の夜。

　大雪が降った後のように白く染まっていくコンクリートを見つめながら、俺はその執しつ拗ようさに背筋に寒気が走るのを感じていた。








あとがき






　皆様、いつもお世話になっております。穂ほ積づみ潜もぐりです。

　この度は、『見知らぬ女子高生に監禁された漫画家の話 ２』をお読みくださり、まことにありがとうございます。

　２巻では、此方こなたと主人公に加え、美人担当編集や天才漫画家なども登場し、だいぶ賑にぎやかな展開になったかと思いますが、いかがでしたでしょうか。個人的には、此方とのデートや創作論に関わるお話もあり、二重の意味で熱い内容になったかと自負しております。

　さて、早速ではございますが、やはり本というのは様々な方々のお力添えなしには上じよう梓しできないものですので、関係者の方々への謝辞へと移らせてください。

　まず、原案者であると共に、一巻に引き続き本作のイラストを担当してくださいました、きただりょうま様に、厚く御礼申し上げます。此方はもちろんのこと、新キャラクターもとても魅力的で、改めてこの作品に携わらさせて頂いて良かったと心から思えるような素晴らしい出来栄えでした。重ねてお礼申し上げます。

　そして、次に私の担当編集者であるべーさん様に感謝申し上げます。べーさん様には、相変わらずの的確で分かりやすいご指摘を賜りました。それらを大いに参考にさせて頂いて、本作が形作られたことは言うまでもございません。これからも未熟な私をどうかお導きください。

　さらに、本作に携わってくださった全ての方々、なにより、２巻までお付き合いくださいました、今、この本を手にとってくださっているあなたに、深く感謝致します。

　それでは、またどこかで皆様のお目にかかれる日を夢見て、今回はこの辺で失礼致します。


穂積　潜　
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見み知しらぬ女じよ子し高こう生せいに監かん禁きんされた漫まん画が家かの話はなし２
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